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1811年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾃﾝ摂政｢Pangeran Ahmad｣(~1813年)
1811年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾒﾈﾌﾟ君主｢Sultan Paku Nataningrat｣(~1854年)
1811年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Tahir｣(~1821年)
1811年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾘｱｳﾘﾝｶﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢Abdul Rahman｣(~1832年)
1811年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ﾌｧｲﾅ｣
1811年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ｿﾝｸﾗｰ知事(ﾌﾟﾗﾔ･ｳｨｾﾄﾌｧｸﾃﾞｨ)｢ﾃｨｴﾝｼﾞｮﾝ･ﾅ･ｿﾝｸﾗ｣(~1817年)
1811年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ﾉﾑｵﾝ｣(3日数)⇒｢ﾁｬﾉｳ｣(1813年没)
1811年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸをﾀｲが占領(~1813年)
1811年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｲｪｼｰ･ｷﾞｬﾙﾂｪﾝ｣(~1815年)
1811年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾃﾞｨﾝﾌｧ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗｶﾝﾀｼﾝﾊ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(1回目~1818年)
1811年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀﾞｸﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾘﾝｶﾞﾗｼﾞｬ2世ｳﾀﾞｲﾔﾙ｣(~1820年)
1811年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾑｶﾝﾃﾞｨ国統治者(ﾗｵ)｢ｺﾞﾊﾟｰﾙ･ﾗｵ･ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾗｵ｣(~18401118没)
1811年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞｼﾞｬﾜﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾀﾝ･ｼﾝ｣(~18331217没)
1811年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<設立>ｼﾞｬﾑｶﾝﾃﾞｨ国
1811年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｬﾝﾃﾞﾘ国はｸﾞﾜﾘｴﾙに併合(1830年からはﾊﾞﾝﾌﾟｰﾙとして知られる)
1811年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ﾊﾞｼｬｰﾙ国をﾈﾊﾟｰﾙが占領(~1815年)
1811年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾝｻ国､ﾗﾅｻﾝ国はｲﾝﾄﾞのｻﾊﾞﾙ･ｶﾝﾀ(1933年までﾏﾋ･ｶﾝﾀ)準管轄州の一部(~1948年12月)
1811年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｲﾙﾌﾟｰﾙ国ﾐｰﾙ｢ﾛｽﾀﾑ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~18421220)
1811年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｱｸﾃｨはﾛｼｱ宗主権下
1811年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ﾘﾄﾞｳﾞｧﾝ･ｱｶﾞ｣(~1812年)
1811年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾝｺﾚ王国国王｢Kayungu｣⇒摂政｢Rwanga｣⇒｢Gasyonga1世｣(~1839年死去)
1811年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Shemli Raghib Mehmed Pasha｣(~1813年)
1811年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾒﾈﾂｨ･ﾎﾟﾄﾞﾙｽｷｰ軍総督兼ﾎﾟﾄﾞﾘｱ､ｳﾞｫﾙｨｰﾆ行政区域民事主席管理者｢Nikola
  y Alekseyevich Tuchkov｣(~1812年死去)
1811年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ民政･軍政執事(ｶｰﾙｼｭﾀｯﾄ)｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ﾏﾙｼｬﾙ｣(~1813
  0826)
1811年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾕｽﾌ･ｱﾙ･ﾑｯｶﾆ(簒奪者)｣(~1831年)
1811年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｯｶｰｼｰ｣(~1814年)
1811年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ･ｱﾑﾊｳｽ｣(ﾍﾞﾙﾍﾞﾙ人の指導者､中央ｱﾄﾗｽで反乱~1816年)
1811年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Venancio Benavidez｣(~5.27)
1811年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島主席｢Richard Hetherington｣(~18210808死去)
1811年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾋﾞｴｹｽ島軍司令官｢Juan Rosello｣(~1828年死去)
1811年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ聴問庁長官｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾓｽｺｿ｣(~1813年)
1811年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾎﾟﾄｼ､ﾗﾊﾟｽはﾍﾟﾙｰに併合
1811年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾝ･ﾏｸｾﾝﾄ｣(~1812年)
1811年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｶｻｽ｣(~同年)
1811年1月-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<就任>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ摂政｢ｱﾝ･ｴﾑ｣(~1812年)
1811年1月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Francisco Javier de Elio｣(2期目~11.18)
1811年1月 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾗﾊﾟｽをｱﾙｾﾞﾝﾁﾝが占領(~7月)
1811年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞﾙﾀｻﾙ･ﾖｰｾﾞﾌ･ｸﾞﾘﾑ･ﾌｫﾝ･ﾜﾙﾃﾝﾌｪﾙｽ｣(~1
  2.31)
1811年1月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｴﾑｽｵﾘｴﾝﾀﾙをﾌﾗﾝｽの県として編入
1811年1月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰ･ｵｰﾘﾝｽﾞ近郊で大規模な奴隷の反乱
1811年1月12日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄ3世ｼｬｰ･ｱﾗﾑ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏ
  ﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｼｬｰ｣
1811年1月12日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏ
  ﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~18190206)
1811年1月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ｲﾀﾞﾙｺﾞ軍,ふたたびﾒｷｼｺ市にむけて進出/ｶﾙﾃﾞﾛﾝ橋でｽﾍﾟｲﾝ軍を破る
1811年1月17日-09:00|日本|広島県広島市|文化7年12月23日|佐伯郡草津村出火,272軒(319竈)焼失
1811年1月19日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督(名目上)｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･
  ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ｴﾘｵ｣(~18160709)
1811年1月22日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>革命ｾﾙﾋﾞｱ管理評議会会長｢ｶﾗｼﾞｮﾙｼﾞｪ･ﾍﾟﾄﾛﾋﾞｯﾁ｣(~18131003)
1811年1月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸをﾌﾗﾝｽ帝国に併合
1811年1月25日-09:00|日本|  ||文化8年|天文方に蛮所書和解掛が設置される
1811年1月25日-09:00|日本|  ||文化8年1月|<出版>烏亭焉馬編(勝川春亭の挿画)｢花江都歌舞妓年代記｣江戸歌
  舞伎の歴史をまとめたもの
1811年1月25日-09:00|日本|  ||文化8年1月|<出版>歌川国貞｢客者評判記｣
1811年1月25日-09:00|日本|  ||文化8年1月|<出版>勝川春扇｢下界頭会｣
1811年2月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｲｷﾞﾘｽ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･Byam Martin｣(~18170325)
1811年2月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾗﾌﾟﾗﾀ副王ﾊﾋﾞｴﾙ,ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵの要塞にこもりﾌﾝﾀにに宣戦布告
1811年2月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶ､ｲｷﾞﾘｽとの通商断絶を再開
1811年2月4日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾌﾚｯｼｭﾒﾝﾄ島所有者｢ｼﾞｮﾅｻﾝ･ﾗﾝﾊﾞｰﾄ｣(~18120517死去)
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1811年2月4日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾘｽﾀﾝﾀﾞｸｰﾆｬ島はﾘﾌﾚｯｼｭﾒﾝﾄ島に名前を変更
1811年2月6日-09:00|日本|香川県丸亀市|文化8年1月13日|<死去>讃岐丸亀藩51512石｢京極高中｣(58歳)⇒3月9日
  ､四男｢京極高朗｣が継ぐ(⇒嘉永3(1850)年3月7日､隠居)
1811年2月8日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|文化8年1月15日|<死去>北条氏昉(52歳)前河内狭山藩主
1811年2月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの天文学者ﾏｽｹﾗｲﾝ/78歳(誕生17321006)ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ天文台長
1811年2月10日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱ軍がﾍﾞｵｸﾞﾗｰﾄﾞを占領
1811年2月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||離脱>ﾗｲﾝ同盟:ｱﾚﾝﾍﾞﾙｸ公国
1811年2月11日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官代行｢ﾏﾇｴﾙ･ｶﾊﾞﾚﾛ｣(~181
  2年)
1811年2月11日-09:00|日本|京都府京都市|文化8年1月18日|<死去>蘭学者稲村三伯(54)
1811年2月17日-09:00|日本|東京都台東区|文化8年1月24日|浅草茅町より出火､裏河岸柳橋万八楼迄焼く
1811年2月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ政府が､大陸封鎖令による経済投機とｲﾝﾌﾚで国内経済が悪化したため
  ､国庫の破産を宣言
1811年2月20日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾓﾝﾄｩﾌｧﾙの率いるｷﾄ軍,ﾊﾟﾚﾄﾞﾈｽの闘いでｽﾍﾟｲﾝ軍を撃破
1811年2月23日-09:00|日本|  ||文化8年2月|<刊行>ｵﾗﾝﾀﾞ通詞,本木正栄｢譜厄利亜言語和解｣
1811年2月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶16年2月|黄海道･谷山で民乱
1811年2月23日-09:00|日本|  ||文化8年2月|銭屋五兵衛が日本海岸で廻船業を始める
1811年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ｣
1811年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ｣先代の甥(~18370814死去)
1811年2月25日-09:00|日本|東京都中央区|文化8年2月3日|<大相撲>文化8年2月場所[江戸山王御旅所茅場町薬師
  ](10日間)優勝:(西関脇)玉垣,7勝1敗2休
1811年2月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾅｰｶﾞﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ﾊﾝｼﾞｰ2世｣(~18400526没)
1811年2月28日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾎｾ･ｱﾙﾃｨｶﾞｽが､ｳﾙｸﾞｱｲの独立を求めてｽﾍﾟｲﾝ軍､ﾌﾞﾗｼﾞﾙ軍との戦闘を開始
1811年3月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ｣(~1812.6)
1811年3月 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||独立軍,ｺｱｳｨﾗ州ﾓﾝｸﾛｰﾊﾞで,ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾏﾘｱ･ｶｼﾞｪﾊの率いるｽﾍﾟｲﾝ軍の待伏せ攻撃
  にあい大敗
1811年3月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｵｽﾏﾝ朝のｴｼﾞﾌﾟﾄ総督ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘｰが､ｶｲﾛの城砦で多くの有力ﾏﾑﾙｰｸ(奴隷軍人)
  を虐殺
1811年3月2日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連合総会議長｢Felipe Fermin Paul｣(~28日)
1811年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,第1合衆国銀行閉鎖
1811年3月5日 06:00|日本|東京都|文化8年2月11日|<江戸市ヶ谷文化8年谷町の大火>申上刻(15時ごろ)市ヶ谷谷
  町から出火,四谷御門外の堀端の家々が一面全焼し､青山から赤坂溜池､麻布谷町､同市兵衛町､芝から赤羽橋あ
  たりまで焼け､増上寺境内の宿坊を焼いて鎮火/500人死亡､2万軒焼失
1811年3月7日-09:00|日本|東京都|文化8年2月13日|<死去>村田春海(66歳)国学者､歌人
1811年3月9日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領代行｢ｼﾞｬﾝ･ｸﾘｿｽﾄｰﾑ･ｱﾝﾍﾞｰﾙ(財務長官)｣(1回目~10日)
1811年3月10日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｻﾍﾞ･ﾍﾟｼｮﾝ｣(2回目~18150309)
1811年3月13日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾘｯｻを占領
1811年3月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾍﾝﾘｰ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣
1811年3月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣(~18440928死去)
1811年3月14日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ･ｲ･ｹﾞﾗ｣(
  ~18180328)
1811年3月17日-08:00|台湾|  |||(~18日)台湾で地震/M6.8~7.5､死者21人
1811年3月19日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｳｨﾙｿﾝ｣(1度目~18120311)
1811年3月22日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国対立ﾜｼﾞﾙ｢ｻﾋﾌﾞｻﾞﾀﾞ･ﾌﾀﾞﾔﾙ･ｶｰﾝ｣(~同年没)
1811年3月24日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｸﾝﾃﾞｨﾅﾏﾙｶ州の憲法上大統領および国王を代表する副摂政｢ﾎﾙﾍ
  ･ﾀﾃﾞｵ･ﾛｻｰﾉ｣(~9.29)
1811年3月24日-09:00|日本|  ||文化8年閏2月|猪股伝次左衛門が英語研究書｢諳厄利亜語和解(あんげりあごわ
  げ)｣第2巻を脱稿/続いて第3巻を岩瀬弥十郎が奉行所に提出
1811年3月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾌﾛｼﾞｪﾙｸﾞが彗星C/1811F1(ﾌﾛｼﾞｪﾙｸﾞ大彗星)発見
1811年3月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾋﾞｼﾞｬﾜﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1811年3月27日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公代行｢ｲﾜﾝ･ｽﾃﾊﾟﾉﾋﾞｯﾁ･ｸﾞﾘｴﾌ｣(~18120417)
1811年3月27日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾝﾎﾙﾄ島のｲｷﾞﾘｽ軍守備隊がﾃﾞﾝﾏｰｸの侵攻を撃退
1811年3月28日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連合最高行政機関｢最初の三頭政治:Jose Cristobal Hurtad
  o de Mendoza y Montilla/Juan de Escalona y Ruiz de Arguinzones/Baltasar Padron｣(~18120403)
1811年3月28日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<即位>ﾊｲﾁ王国国王｢ｱﾝﾘ1世｣建国(~18201008)
1811年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾙﾄｰﾆ｣
1811年4月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱの民法典が制定される
1811年4月3日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾍﾞﾗﾙｰｼのﾛｼｱ軍総督兼ﾋﾞﾃﾌﾟｽｸ県･ﾓｷﾞﾘｮﾌ県民事行政長官｢ｹﾞﾙﾂｫｰｸ･
  ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸｽｷｰ｣(1回目~1812年)
1811年4月4日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝによって追放された国王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世を名目上支持するｸﾝﾃﾞｨﾅﾏﾙｶ州地
  方軍事政権が､副王を追放し､地方統治を確立(ﾊﾟﾅﾏとｻﾝﾃｨｱｺﾞはｽﾍﾟｲﾝに忠誠を続ける)
1811年4月4日-09:00|日本|福井県福井市|文化8年閏2月12日|福井城下で火事,侍屋敷足軽家86軒･町家267軒など
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  焼失
1811年4月5日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Pedro Rodriguez de la Buria｣
  (~1820年)
1811年4月9日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｳｫｰﾃﾞ｣(~181107
  12)
1811年4月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾗｽﾞ･ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~18120905)
1811年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ人女性､ｳﾞｨﾙﾍﾙﾐｰﾈ･ﾗｲﾋｬﾙﾄが､ﾄﾞｲﾂ人女性として最初に気球で飛行
1811年4月23日-09:00|日本|  ||文化8年3月|<刊行>間宮林蔵,北方地理誌｢東韃地方紀行｣
1811年4月23日-09:00|日本|  ||文化8年3月|<刊行>鳥亭(立川)焉馬｢花江都歌舞妓年代記｣
1811年4月23日-09:00|日本|東京都中央区|文化8年3月|<初演>｢越後獅子｣三代目中村歌右衛門,｢違櫻千爾波七文
  字｣の一つ､中村座
1811年4月25日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾍｸﾀｰ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾏﾝﾛ｣(~18130614)
1811年4月26日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Robert Townsend Farquhar｣ｲｷﾞﾘｽ(2期目~7.10)
1811年4月28日-09:00|日本|東京都中央区|文化8年3月6日|｢七枚続花の姿絵｣,三代目坂東三津五郎,<うかれ坊主
  >初演､[詞･桜田治助､,曲･岸沢古式部､振･藤間勘十郎]の一つ､市村座
1811年5月1日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾞｰﾝｽﾞ｣(~6.30)
1811年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｼｬﾌﾂﾍﾞﾘ伯｢ｱﾝﾄﾆｰ･ｱｼｭﾘｰ=ｸｰﾊﾟｰ｣
1811年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｼｬﾌﾂﾍﾞﾘ伯｢ｸﾛﾌﾟﾚｲ･ｱｼｭﾘｰ=ｸｰﾊﾟｰ｣(~18510602死去)
1811年5月6日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｴｲﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｱﾃﾞｨ｣(5回目~18120505)
1811年5月7日-09:00|日本|東京都中央区|文化8年3月15日|｢遅桜手爾波七文字｣初演,<越後獅子>[詞･篠田金治､
  曲･九代目杵屋六左衛門､振･市山七十郎]<傾城､座頭､相模､業平､橋弁慶､朱鐘馗>中村座
1811年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||経済危機のため､ｲｷﾞﾘｽ政府が紙幣を流通通貨と認める
1811年5月11日-09:00|日本|京都府舞鶴市|文化8年3月19日|<死去>牧野宣成(47歳)前丹後田辺藩主
1811年5月13日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｵに王立図書館が創設される
1811年5月13日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島から撤退
1811年5月14日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ｱｽﾝｼｵﾝの独立派,ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽからの自治を求め蜂起
1811年5月16日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Jan Willem Janssens｣(~9.18)
1811年5月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪﾘﾝﾄﾝ子爵のｲｷﾞﾘｽ軍が､ｽﾍﾟｲﾝのｱﾙﾌﾞｴﾗでﾌﾗﾝｽ軍の進撃を阻止
1811年5月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾛｼﾞｬｰｽﾞの率いるｱﾒﾘｶ軍が､ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱでｲｷﾞﾘｽ軍船団を破る
1811年5月18日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾗｽ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗｽのたたかい.ｱﾙﾃｨｶﾞｽの軍がｽﾍﾟｲﾝ軍を撃破
1811年5月21日-09:00|日本|福島県いわき市|文化8年3月29日|<死去>内藤政業(30歳)前前陸奥湯長谷藩主
1811年5月25日-09:00|日本|千葉県佐倉市|文化8年4月4日|<死去>下総佐倉藩11万石｢堀田正時｣(51歳)⇒甥｢堀田
  正愛｣が継ぐ(⇒文政7(1824)年12月28日､死去)
1811年5月27日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Francisco Albin｣(~1812.9)
1811年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従属)｢ｲﾜﾝ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ
  ･ｼｭﾃｯﾀｰ｣(~11月)
1811年6月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱのﾌﾗﾝｽ執事(ｶｰﾙｼｭﾀｯﾄ)｢ｺﾝﾀﾃﾞｽ伯爵ﾏﾘｰ･ﾒﾘｰ｣(~1811年)
1811年6月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ暫定総司令官｢Sir Charles Wale｣(⇒18120221総司
  令官~1814.7)
1811年6月2日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官代行｢ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ･ｻﾘﾊﾞﾝ｣(~1812年)
1811年6月2日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾓｰﾘｼｬｽ|  |||<制定>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ諸島(ﾓｰﾘｼｬｽの一部)
1811年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｶｰﾅｰｳﾞｫﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1811年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｶｰﾅｰｳﾞｫﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣先代の息子(~18330416死去)
1811年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｰﾊﾞｰ《歌劇｢ｱﾌﾞ･ﾊｯｻﾝ｣》
1811年6月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世の子(ﾅﾎﾟﾚｵﾝ2世)が｢ﾛｰﾏ王｣となる
1811年6月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1811年6月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ｶｰﾙ｣(~18181208死去)
1811年6月11日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｼｭﾓｱ礁は､営巣艦ﾊｲﾊﾞｰﾆｱ号上で英国人ｻﾐｭｴﾙ･ｱｼｭﾓｱ船長によって発
  見された
1811年6月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ,ﾄｩｸﾏﾝの闘いに勝利し,ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽからの独立を宣言
1811年6月11日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|文化8年4月21日|<交替>下野宇都宮藩77000石｢戸田忠翰｣隠居⇒次
  男｢戸田忠延｣が継ぐ(⇒文政6(1823)年2月26日､死去)
1811年6月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｰﾊﾞｰ《ｸﾗﾘﾈｯﾄ協奏曲第1番ﾍ短調》
1811年6月16日-09:00|日本|  ||文化8年4月26日|<死去>狂歌師,千種恒海(51歳)
1811年6月17日-09:00|日本|  ||文化8年4月27日|<死去>奥田穎川(59歳)陶工
1811年6月18日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢John Hodgson｣(~18140915)
1811年6月20日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ上級理事会議長｢上級理事会:ﾌﾙﾍﾝｼｵ･ｲｪｸﾞﾛｽ･ｲ･ﾌﾗﾝｺ･ﾃﾞ･ﾄｰﾚ
  ｽ(議長)/ﾎｾ･ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ﾌﾗﾝｼｱ･ｲ･ﾍﾞﾗｽｺ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾎﾞｶﾞﾘﾝ･ﾋﾞｼﾞｬﾏﾖｰﾙ(18110902まで)/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌｱﾝ･
  ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ･ｶﾞﾙｼｱ/ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾓﾗ･ｲ･ﾃﾞﾙ･ｶｻﾙ(18130918まで)｣(~18131012)
1811年6月21日-09:00|日本|  ||文化8年5月|<刊行>式亭三馬,滑稽本｢浮世床｣初編
1811年6月21日-09:00|日本|  ||文化8年5月|<出版>西村中和｢紀伊国名所図会｣初編
1811年6月21日-09:00|日本|  ||文化8年5月|<出版>大阪の浮世絵師春好斎｢三勝櫛赤根色指｣
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1811年6月21日-09:00|日本|東京大学|文化8年5月|蛮書和解御用掛設立/ﾌﾗﾝｽの家庭百科事典のｵﾗﾝﾀﾞ語からの重
  訳｢厚生新編｣の翻訳を開始
1811年6月21日-09:00|日本|東京都台東区|文化8年5月|幕府が谷中感応寺の博変の一種である影富を禁止
1811年6月26日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾓﾘｿﾝ｣(~18130613)
1811年6月28日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が､ｽﾍﾟｲﾝのﾀﾗｺﾞﾅのｲｷﾞﾘｽ軍要塞を攻略
1811年7月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾙﾄﾞｿ･ﾃﾞ･ﾌｨｹﾞｲﾚﾄﾞ･ｴ･ﾒﾛ｣(2回目)
1811年7月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ｼﾓﾝ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ｣(~12月)
1811年7月1日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｸｽｳｪﾙ｣(~1814071
  2)
1811年7月4日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾊﾞｼﾞｪ(国民議会議長)｣(~20日)
1811年7月5日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事代行｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(2度目~9.5)
1811年7月5日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国,諸都市の連合会議をひらき独立宣言/合衆国憲法を真似た憲
  法を制定
1811年7月7日-09:00|日本|  ||文化8年5月17日|<死去>桂宮盛仁親王(2歳)皇族
1811年7月10日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Henry Sheehy Keating｣ｲｷﾞﾘｽ(2期目~18150405)
1811年7月14日-09:00|日本|新潟県|文化8年5月24日|越後国岩船郡､北蒲原郡で打ち壊しが起こる
1811年7月20日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢ﾏｰﾄ･ｶﾙﾎﾞ･ﾃﾞ･ｴﾝｶﾗﾀﾞ･ﾚｶﾊﾞﾚﾝ(国民議会議長)｣(~8.1
  1)
1811年7月20日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|文化8年6月|横須賀藩､文武学校(のち修道館と命名)を設立
1811年7月20日-09:00|日本|東京都墨田区|文化8年6月|江戸本所の旗本速水甚五郎､61年に一度しか調合不可能
  な妙薬｢大難勝利散｣を販売
1811年7月21日-09:00|日本|  ||文化8年6月2日|<死去>竹村尚規(31歳)歌人
1811年7月21日-09:00|日本|三重県四日市市|文化8年6月2日|<死去>加納久周(61歳)前伊勢八田藩主
1811年7月23日-09:00|日本/ﾛｼｱ|北海道|文化8年6月4日|松前奉行支配調役､ﾛｼｱ人ｺﾞﾛｰﾆﾝら八名を国後島で逮捕
1811年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ侯･ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ｣
1811年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ侯･ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｪﾗｰｽﾞ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄﾞ｣(~18551231死去)
1811年7月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣
1811年7月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣先代の息子(~18
  580118死去)
1811年7月30日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾒｷｼｺ独立運動指導者ﾐｹﾞﾙ･ｲﾀﾞﾙｺﾞがｽﾍﾟｲﾝ植民地政府異端審問所で異教
  徒,反逆者の判決を受け,銃殺隊によって処刑
1811年7月31日-09:00|日本|  ||文化8年6月12日|<死去>2代黒沢琴古(65歳)尺八奏者
1811年8月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Robert Rollo Gillespie｣(~9月)
1811年8月4日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｼﾞｬﾜ島のﾊﾞﾀｳﾞｨｱを無抵抗の状態で制圧
1811年8月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾚｵﾝ島のｶﾃﾞｨｽ議会(ｺﾙﾃｽ)内において自由主義者が優勢となり,領有裁判権,封
  建的特権,人格的隷属などを廃棄する決議
1811年8月8日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾊﾞﾀｳﾞｨｱを占領
1811年8月9日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社副総督｢Hugh ﾛﾊﾞｰﾄ･Rollo Gillespie｣(~9月)
1811年8月11日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢第2政府理事会(暫定執行機関):ﾏﾙﾃｨﾝ･ｶﾙﾎﾞ･ﾃﾞ･ｴﾝｶ
  ﾗﾀﾞ･ﾚｶﾊﾞﾚﾝ(1回目)(軍事ﾌﾝﾀ大統領)/ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ｱﾙﾄﾞｩﾅｰﾃ･ﾗﾗｲﾝ/ﾌｱﾝ･ﾐｹﾞﾙ･ﾍﾞﾅﾍﾞﾝﾃ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞﾙ･ｿ
  ﾗｰﾙ･ﾌﾟｰｶﾞ｣(~18110904)
1811年8月11日-09:00|日本|滋賀県野洲市|文化8年6月23日|<交替>近江三上藩1万石｢遠藤胤富｣隠居⇒婿養子｢遠
  藤胤統｣が継ぐ(⇒文久3(1863)年10月7日､隠居)
1811年8月14日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ,副王のｲﾝﾃﾝﾃﾞﾝﾃ(県令)を放逐し,ｽﾍﾟｲﾝからの独立を宣言
1811年8月18日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督代行｢ﾔｺﾌﾞ･ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾘｰｽｺｰﾝ｣(2回目~9.12)
1811年8月19日-09:00|日本|  ||文化8年7月|この頃より西北北斗の上大尊と大陽守の間に彗星が出現
1811年8月19日-09:00|日本|東京都中央区|文化8年7月|<初演>歌舞伎｢玉藻前尾花錦絵｣市村座
1811年8月19日-08:00|中国|  ||清･嘉慶16年7月|清が西洋人の無許可居住と中国人のｶﾄﾘｯｸ信仰を禁止
1811年8月22日-09:00|日本|東京都|文化8年7月4日|<死去>画人,晁有輝
1811年8月24日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|文化8年7月6日|<死去>秋田長季(36歳)前陸奥三春藩主
1811年8月26日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ自治評議会(ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾌﾝﾀ)｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾏﾃｳ｣(~18110922)
1811年8月26日-09:00|日本|  ||文化8年7月8日|<死去>栗田土満(75歳)国学者､歌人
1811年8月31日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｺｯｸﾊﾞｰﾝ卿｣(1期目~18
  120704)
1811年9月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社副総督｢ﾄｰﾏｽ･Stamford Bingley Raffles｣(~1816
  .3)
1811年9月4日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢第3政府理事会(行政法廷):ﾌｱﾝ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾛｻｽ･ｺﾚｱ(
  2回目､軍事ﾌﾝﾀ大統領)/ﾏﾙﾃｨﾝ･ｶﾙﾎﾞ･ｴﾝｶﾗﾀﾞ(2回目)/ﾌｱﾝ･ｴﾝﾘｹ･ﾛｻﾚｽ･ﾌｴﾝﾃｽ(2回目)/ﾌｱﾝ･ﾏｯｹﾅ･ｵﾗｲﾘｰ/ﾎｾ･ｶﾞｽﾊﾟﾙ
  ･ﾏﾘﾝ･ｲ･ｴｽｷﾍﾞﾙ(1回目)｣(~11.16)
1811年9月4日-09:00|日本|京都府京都市|文化8年7月17日|<死去>呉春(松村月渓)(60歳)絵師
1811年9月6日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾗﾝｼｽ･ｸﾗﾄﾞｯｸ卿｣(~18140406)
1811年9月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ州政府委員会議長｢ｷﾄ司教ﾎｾ･ﾃﾞ･ｸｴﾛ･ｲ･ｶｲｾﾄﾞ｣(~1812
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  1108)
1811年9月10日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはｻﾏﾗﾝを占領
1811年9月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||蒸気船ﾆｭｰ･ｵｰﾘﾝｽﾞ号､ﾐｼｼｯﾋﾟ川を初めて航行
1811年9月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  ||ﾛｼｱ暦10月5日|ﾌﾟﾛｲｾﾝで､｢農民･貴族関係調整に関する勅令｣が出される/封建制
  度の撤廃が狙い
1811年9月18日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはｼﾞｬﾜを占領従属(英国東ｲﾝﾄﾞ会社支配下~18160819)
1811年9月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ警視総監ﾊﾟｽｷｴにより､｢消防隊大隊｣が創設され､火災に対する備え強化
1811年9月18日-09:00|日本|  ||文化8年8月|刺青など彫り物禁止令が出されるが､効果なし
1811年9月20日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾎﾟﾄｼをｱﾙｾﾞﾝﾁﾝが占領(~11.25)
1811年9月22日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ第一連合政府代表｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ﾊﾟｿ｣(~18120323)､｢ﾌｪﾘｼｱｰﾉ
  ･ﾁｸﾗｰﾅ､ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃｱ｣(~18121008)
1811年9月22日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文化8年8月5日|<交替>大和国郡山藩15万1200石｢柳沢保光｣隠居
  ⇒次男｢柳沢保泰｣が継ぐ(⇒天保9年5月25日(18380716)､死去)
1811年9月23日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ総督｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｼｰｳﾞｧｰｽ｣(18120720~12月ﾘｶﾞ
  亡命~1816年1月)
1811年9月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ連合州上級臨時政府議
  長｢ﾌｪﾘｼｱｰﾉ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾁｸﾗﾅ･ﾋﾒﾈｽ･ﾃﾞ･ﾊﾟｽ｣(~18120323)
1811年9月23日-09:00|日本|  ||文化8年8月6日|<死去>住吉広行(58歳)絵師
1811年9月27日-08:00|中国|  |||中国･四川省､甘孜地震M6.8､死者481人
1811年9月27日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｼｱ軍が､ﾙｽﾁｭｸの戦いでｵｽﾏﾝ帝国軍を破る
1811年9月30日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合名誉大統領｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾅﾘｰﾆｮ･ｲ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ｣(~181308
  31)
1811年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾒﾙｸﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1811年10月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝとﾛｼｱが､ﾌﾗﾝｽに対抗して軍事同盟を結ぶ
1811年10月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>初代ｳﾞｨﾒｲﾛ伯｢ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣(⇒1812年ﾄﾚｽ･ｳﾞｪﾄﾞﾗｽ侯⇒18121218
  初代ｳﾞｨﾄｰﾘｱ公~18520914死去)
1811年10月20日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ国務委員会議長(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ)｢ｸﾞｽﾀﾌ･ﾏｳﾘｯﾂ･ｱｰﾑﾌｪﾙﾄ｣(~1
  8140819)
1811年10月21日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領両ｶﾅﾀﾞ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌﾟﾚﾎﾞｽﾄ卿｣(~1815年)
1811年10月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ひどい誤解｣》
1811年10月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｲﾝﾀﾞｳﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾎﾙｶﾙ)｢ﾔｼｭﾜﾝﾄ･ﾗｵ1世･ﾎﾙｶﾙ｣
1811年11月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｲﾝﾀﾞｳﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾎﾙｶﾙ)｢ﾏﾙﾊｰﾙ･ﾗｵ3世･ﾎﾙｶｰ7世｣(~18331027没)､摂政
  ｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾄｩﾙｼｰ･ﾊﾞｲ｣(~18171220没)
1811年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従属)｢ﾌﾘｽﾄﾌｫｱ･ﾏﾙｺ
  ｳﾞｨｯﾁ･ｺﾑﾈﾉ｣(~1812年)
1811年11月2日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾊﾟｳﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ｸﾞﾛｯｼｪﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ
  =ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ｣(~1816年5月)
1811年11月5日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者｢ﾎｾ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾊﾞﾄﾚｽ･ｲ･ｱｽﾄｩﾘｱｽ｣(~12.3)
1811年11月5日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙで独立派活動家の逮捕をきっかけに蜂起が始まる/ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ
  の参事会はｱﾙｾを大統領に擁立しｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ独立を宣言
1811年11月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｹﾝﾀｯｷｰ義勇軍少将ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾘｽﾝがｵﾊｲｵ河流域のﾈｲﾃｨｳﾞ･ｱﾒﾘｶﾝを破る/ﾃｨﾍﾟｶﾇｰの
  戦い
1811年11月8日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾋﾟﾝｿﾝ･ﾎﾞｰﾅﾑ｣(~181602
  27)
1811年11月11日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｶﾙﾀﾍﾅが独立を宣言
1811年11月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  ||ﾛｼｱ暦10月5日|ﾄﾞｲﾂのW･ﾊｰｼｪﾙがNGC1514に星が誕生しているのを発見/星雲か
  ら星へ成長する仮説をたてる
1811年11月15日 04:00|ﾁﾘ|  |||ｶﾚﾗの兄ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ｶﾚﾗ,砲兵隊をひきいｸｰﾃﾞﾀｰ/ﾗﾗｲﾝと自由党を放逐
1811年11月16日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢第4政府理事会:ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾚﾗ･ｳﾞｪﾙﾄﾞｩｰｺﾞ(1
  回目)(議長)/ﾎｾ･ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾏﾘﾝ･ｲ･ｴｽｷﾍﾞﾙ(2回目)/ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｵｲｷﾞﾝｽ･ﾘｹﾙﾒ(1回目)｣(~12.2)
1811年11月16日-09:00|日本|  ||文化8年10月|<出版>俊満･辰斎･北馬･北渓･北寿等の挿画｢自讃狂歌集｣
1811年11月16日-09:00|日本|  ||文化8年10月|<出版>蹄斎北馬｢十五番武者合竹馬のたづな｣
1811年11月18日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Gaspar de Vigodet｣(2期目~18140623)
1811年11月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ﾋﾟｱﾉ協奏曲第5番変ﾎ長調Op.73｢皇帝｣》
1811年11月29日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾘﾊﾞｽの住民が蜂起/これに続きｸﾞﾗﾅﾀﾞのﾐｹﾞﾙ･ﾗｶﾖ大佐が反乱/ｸﾞｱﾃﾏﾗ
  のﾎｾ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ･ｲ･ｹﾞﾗ総督は,ｺｽﾀﾘｶ在留の守備隊を投入し,鎮圧
1811年12月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢ﾘｵ･ﾊﾟﾙﾄﾞ伯Diogo de Sousa｣(~1812.3)
1811年12月2日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ｶﾚﾗ･ｲ･ｳﾞｪﾙﾄﾞｩｰｺﾞ｣(~13日)
1811年12月3日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者代行｢ﾎｾ･ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱｲｼﾈﾅ･ｲ･ｶﾘｰｼﾞｮ｣(~1
  812年8月)
1811年12月4日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||独立派がｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱの反対を押し切り,ｷﾄで制憲議会開設
1811年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ国王ｼﾞｮｰｼﾞ3世の精神異常のため､皇太子のｳｪｰﾙｽﾞ公ｼﾞｮｰｼﾞ(49)が摂政



1820迄(2692件)

  となる
1811年12月11日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｷﾄの制憲議会､管轄地域全土の｢ｷﾄ国｣としての独立を宣言する.同時にﾌｪﾙﾅ
  ﾝﾄﾞのｽﾍﾟｲﾝでの統治再開を求める.臨時政府は｢主権的評議会｣と呼ばれ､首班にはｶﾙﾛｽ･ﾓﾝﾄｩﾌｧﾙが就任
1811年12月13日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢第5､6､7､8政府理事会:ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾚﾗ･ｲ･ｳﾞｪﾙﾄ
  ﾞｩｺﾞ(2回目)(18130401~13日)/ﾎｾ･ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾀﾞ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ｺﾝﾁｬ(18120108~)/ｶﾚﾗ･ｸｴﾊﾞｽ(2回目､18121003~1
  2日)/ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾝｿ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ･ｲ･ｻﾝﾀ･ｸﾙｽ(1回目､18120110~25日)/ﾎｾ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾎﾟﾙﾀﾚｽ･ﾗﾗｲﾝ(1回目､18120125より)/
  ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎｾ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ﾊﾗｹﾏﾀﾞ(1回目)｣(~18130413)
1811年12月13日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾚｵﾝ総督･代官｢ﾆｺﾗｽ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾍﾚｽ(上級政治首長)｣(~1814
  年)
1811年12月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾐｼｼｯﾋﾟ渓谷で大地震が起こる/川が逆流
1811年12月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの数学者ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｶﾞｳｽは､平面上の直角座標(ｶﾞｳｽ平面)のｱｲﾃﾞｨｱを､ﾍﾞｯｾ
  ﾙへの手紙に書いた
1811年12月20日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶16年11月05日|平安道で洪景来の乱
1811年12月21日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾓﾙｯｶ諸島ｲｷﾞﾘｽ軍司令官｢Samuel Kelly｣
1811年12月21日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｲｷﾞﾘｽ軍司令官｢ﾄｰﾏｽ･Ramsay｣(~1817.4)
1811年12月22日-09:00|日本|東京都墨田区|文化8年11月7日|<大相撲>文化8年11月場所[江戸本所回向院](10日
  間)優勝:(東前1)江戸ヶ崎,7勝1敗1分1無勝負
1811年12月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)摂政｢ﾗｸｼｭﾐｰ･ｱﾝﾏﾝﾆ･ﾃﾞｰｳﾞｨｰ｣
1811年12月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono2世｣(2期目~18120621)
1811年12月31日-09:00|日本|  ||文化8年11月16日|<死去>釧雲泉(53歳)画家
1812年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<死去>ﾄﾝｶﾞ主長(ﾄｩｲ･ｶﾉｸﾎﾟｵﾙ)｢ﾄｩﾎﾟｳ･ﾏﾛﾋ｣
1812年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<即位>ﾄﾝｶﾞ主長(ﾄｩｲ･ｶﾉｸﾎﾟｵﾙ)｢ﾄｩﾎﾟﾄｱ｣(~1820年)
1812年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ居住者代表｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｮﾝ･Siddons｣(~18180322)
1812年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾚﾝﾊﾞｳ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ﾚﾝﾊﾞｳ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ｾﾃﾞｨｱ･ﾗｼﾞｬ･ﾎﾞｺﾞｸ｣(~1819年没)
1812年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟｸ･ｱﾗﾏﾝ君主｢Pakualam1世｣(~1829年)
1812年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Ahmad Najamuddin2世｣(~1813年)
1812年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはｵﾗﾝﾀﾞ領ﾃｨﾓｰﾙ(東ﾃｨﾓｰﾙではない)を占領(~1816年)
1812年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾀｲ|  |||ｸﾗﾝﾀﾝはﾀｲの統治下(~19090709)
1812年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<就任>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ摂政｢ｱﾝ･ｽﾝｸﾞｵﾝ｣(~18130513)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｼｪｰﾙ･ﾓﾊﾒﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~5ヶ月)⇒｢ﾌｧﾃ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾒｯﾄﾞｻﾞ
  ｲ･ﾊﾞﾗｸｻﾞｲ｣(~1813年)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾗｽﾅ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾅﾄｩｼﾝｼﾞ｣(~不明)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾆｶ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｶﾞﾝﾅｰﾄ･ﾊﾞﾝｼﾞ｣(~1817年10月)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾑﾀ･ﾗｼﾞｬｳﾗ国統治者(ﾗｵ)｢ｺﾞﾊﾟｰﾙ･ﾗﾙ｣(~18741023没)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞｯﾗｳﾘ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｺﾞﾊﾟｰﾙ･ｼﾝ｣(~1831年没)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ｹｼｬﾌﾞﾗｵ･ﾊﾞﾊﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟﾄﾜﾙﾀﾞﾝ｣(~1827年没)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾀﾞ･ｻﾝｶﾞﾆ国統治者(ﾀｺﾙ)｢ﾎﾞｰｼﾞﾗｼﾞ｣(~1825年没)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾝﾀﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾅﾄｩｼﾞ･ﾃﾞｰｳﾞｧｼﾞ･ﾅﾄｩﾊﾞｲ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1814年没)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾄﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾘｶｯﾄ･ｼﾝ｣(~1842年)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾗｵﾝ国統治者(ｼｮｰﾍﾞ)｢ｶﾞﾔ･ﾌﾟﾗｻﾄﾞ｣(~1840年没)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｲｻｳﾝﾀﾞ国統治者(ﾁｮﾍﾞｲ)｢ﾈﾜﾙ･ｷｼｮｰﾙ｣建国(~1829年没)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟｰﾗ国統治者(ｼｮｰﾍﾞ)｢ｻﾘｸﾞ･ﾗﾑ｣(~1843年没)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾌｧﾃ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(1回目~1813年)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙﾃﾞｵ国統治者(ｼｮｰﾍﾞ)｢ﾀﾞﾘｱｵ･ｼﾝ｣(~1840年没)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾙｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1819年)
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<設立>ﾄﾞｩﾙﾜｲ国
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾀﾞﾙ国､ﾀﾞﾝﾀ国､ﾎﾟﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾞｧﾗｽﾅ国はｲﾝﾄﾞのｻﾊﾞｰﾙ･ｶﾝﾀ(1933年まではﾏﾋ･ｶﾝﾀ)準管轄州の一部
1812年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾑﾀ･ﾗｼﾞｬｳﾗ国はｲﾝﾄﾞのｶﾑﾀ･ﾗｼﾞｬｳﾗ州となる(ｲｷﾞﾘｽ保護領)
1812年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<就任>小ｼﾞｭｽﾞ･ﾊﾝ｢ｼﾙｶﾞｽ｣ｱｲﾁｭﾜｸの次男(~1824年)
1812年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞｹｲ･ｵﾙﾀﾞ･ﾊﾝ｢ﾌﾞｹｲ｣ﾇﾗﾘの四男(~1815年)
1812年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾝｸｲ汗国ﾊﾝ｢ﾕﾙﾄﾞｩｽﾞｶｰﾝ｣(~1830年)
1812年-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官｢ﾋﾞﾊﾞｲ･ﾙ･ｾｰｼﾞ｣(~18141107)
1812年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｽｳﾞｧﾆｱ公｢ﾐｽﾄｽﾄ(ﾃﾝｷﾞｽ･ﾍﾞｲ2世)｣(~1821年没)
1812年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｶﾙﾌﾞ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣(6度目~1813年)
1812年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｱｸｼｬ･ﾀﾞﾙｼﾞｮはﾛｼｱの宗主権下
1812年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾀﾘｼｭ･ﾑｶﾞﾝをﾍﾟﾙｼｬが占領(~1813年)
1812年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ﾔｺﾌﾞ･ｱｶﾞ｣(~1813年)
1812年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾐﾝｽｸのﾛｼｱ軍総督(1831年から臨時軍総督)兼ﾐﾝｽｸ県民事主席管理者｢ｶﾞﾌﾞ
  ﾘﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨｯﾁ･ｲｸﾞﾅﾃｨｴﾌ｣(~1815年)
1812年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｶﾒﾈﾂｨ･ﾎﾟﾄﾞﾙｽｷｰ軍総督兼ﾎﾟﾄﾞﾘｱ､ｳﾞｫﾙｨｰﾆ行政区域民事主席管理者｢Nikola
  y Alekseyevich Tuchkov｣
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1812年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従属)｢ｾﾙｹﾞｲ･ﾔｺﾌﾞﾚｳﾞｨｯ
  ﾁ･ﾚﾌﾟﾆﾝｽｷｰ｣)
1812年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｼｳﾀﾞ･ﾛﾄﾞﾘｺﾞ公｢ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣(~18520914死去)
1812年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｱｸﾞｳｪのｴｳｪ国統治者｢ｺﾑﾗｶﾞﾝ｣建国(~1821年)
1812年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ)｢ｽﾚｲﾏﾝ･ﾀﾞﾝ･ﾃｨﾝﾄｩﾏ｣(~1822年)
1812年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Francisco de Paula Paadin y Bravo｣
  (~1817年)
1812年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾄﾚｽ･ｳﾞｪﾄﾞﾗｽ侯｢ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣初代ｳﾞｨﾒｲﾛ伯(⇒18121218初代ｳﾞｨﾄｰﾘｱ公~185
  20914死去)
1812年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ｾ･ｸﾝﾊﾞ･ﾌｧﾃｨﾑ･ﾍﾟﾝﾀﾞ･ﾌｧﾙ｣(~1815年)
1812年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島知事｢Bernd Robert Gustaf Stacke
  lberg｣(~1816年)
1812年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官代行｢ﾎｾ･ﾏｿｯﾄ｣(~1813年)
1812年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島はｽｳｪｰﾃﾞﾝ王の私領となる(~1845年)
1812年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ｸﾞｱﾙ･ｲ･ｶﾙﾍﾞﾛ(上級政治家首長)｣(~1814年)
1812年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾏｳﾘｼｵ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ｣(~1813年)
1812年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Te ari`i noho ra`i Tapoa1世｣
1812年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Tapoa2世｣(~1860.7死去)
1812年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Silahdar Suleyman Pasha｣(~1816.5)
1812年1月 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ州総督補佐代行｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾋﾟﾆｮﾙ･ｲ･ﾑﾆｮｽ｣(~2.4)
1812年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾊﾞｰｸﾊﾙﾄ｣(~12.31)
1812年1月2日-09:00|日本|大分県竹田市|文化8年11月18日|豊後国岡藩で一揆
1812年1月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢幸福な錯覚｣》
1812年1月8日-09:00|日本|栃木県大田原市|文化8年11月24日|<交替>下野黒羽藩2万石｢大関増陽｣隠居⇒養子の｢
  大関増業｣(~文政7(1824)年7月8日､隠居)
1812年1月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ議会､第2正規軍を2万5,000人まで拡大する陸軍法案を可決
1812年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公･3代ﾊﾞｸﾙｰ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｽｺｯﾄ｣
1812年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾊﾞｸﾙｰ公･6代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ=ｽｺｯﾄ｣(~18190420死去)
1812年1月14日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化8年12月|<出版>大阪の探古斎墨梅｢阿波名所図会｣
1812年1月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ｼｳﾀﾞﾄﾞ･ﾛﾄﾞﾘｺﾞを占領
1812年1月26日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾝﾄﾞﾗはﾌﾗﾝｽに併合(ｾｸﾞﾚ県(1813年3月7日からｾｰｸﾞﾙ=ﾃﾙ県)の一部~1814
  年)
1812年1月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽが､ｽﾍﾟｲﾝのｶﾀﾙﾆｬ地方を併合
1812年2月-01:00|ﾍﾞﾅﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｨﾘｱﾑ(ﾎﾜｲﾀﾞ)砦放棄される
1812年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾓﾚﾛｽ,ﾒｷｼｺ市西方のｸｱｳﾄﾗを占拠/ほかにﾊﾘｽｺ州のﾃﾋﾟｸでは,ﾏﾇｴﾙ･ﾛｻﾀﾞが反乱
  開始.ﾐﾁｮｱｶﾝ,ｹﾞﾚｰﾛ州でも反乱開始
1812年2月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙのｷﾞｱﾅ知事｢Manuel Marques de Sousa
  ｣(~18171108)
1812年2月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||副長官によるｲﾝﾃﾞｨｵ虐待や,ﾀﾊﾞｺなどの自由栽培の禁止に抵抗しﾜﾇｺで反乱/指導者
  ｸﾚｽﾎﾟはｽﾍﾟｲﾝ人追放運動に発展させるが敗れ処刑される
1812年2月2日-09:00|日本|大分県臼杵市|文化8年12月20日|豊後国臼杵藩で大一揆
1812年2月3日-09:00|日本|福井県鯖江市|文化8年12月21日|<死去>間部詮熙(42歳)越前鯖江藩主⇒長男の詮允が
  継いだ
1812年2月4日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ州市長｢ﾌｱﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏﾙｹｽ･ｲ･ｶｽﾃﾎﾝ｣(~3.1)
1812年2月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《｢ｱﾃﾈの廃墟｣Op.113序曲》《｢ｼｭﾃﾌｧﾝ王｣Op.11
  7序曲》
1812年2月12日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文化8年12月30日|<死去>水野忠任(78歳)前肥前唐津藩主
1812年2月13日-09:00|日本|  ||文化9年1月|<出版>暁鐘成｢大門口鎧襲｣
1812年2月13日-09:00|日本|  ||文化9年1月|<出版>西村中和｢紀伊国名所図会｣二集
1812年2月13日-09:00|日本|  ||文化9年1月|<出版>蹄斎北馬｢若緑岩代松｣
1812年2月13日-09:00|日本|  ||文化9年1月|<出版>北斎｢略画早指南｣
1812年2月15日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||制憲議会,民主的統治機構を規定するｷﾄ憲法を公布.ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞを正統な国王と
  して擁立し､形式的には立憲君主制を採る
1812年2月16日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱｷﾝ･ﾎｾ･ﾚﾍﾞｯﾛ･ﾃﾞ･ﾌｨｹﾞｲﾚﾄﾞ･ｲ･ｺﾞｲｽ｣(~181
  40822)
1812年2月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝがﾌﾗﾝｽと同盟条約を結ぶ/この結果､ﾌﾗﾝｽのﾛｼｱ遠征が可能になる
1812年2月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｳｪﾘﾝﾄﾝ伯｢ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣(⇒10.3､ｳｪﾘﾝﾄﾝ侯⇒18140511､ｳｪﾘﾝﾄﾝ公~
  18520914死去)
1812年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾊﾞﾀﾞｼﾞｮｽを占領
1812年3月 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ|  |||ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ独立派,総督軍により鎮圧,ﾃﾞﾙｶﾞﾄﾞは投獄される
1812年3月 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞｱﾃﾏﾗのﾍﾞﾚﾝで蜂起が起きるが総督軍により鎮圧
1812年3月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾆｶﾗｸﾞｱのﾚｵﾝで蜂起が起きるが総督軍により鎮圧
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1812年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘの公共水が無料となる
1812年3月1日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ州市長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ｣(~4月)
1812年3月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵの王党派軍,ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ近郊に上陸.ﾛｻﾞﾘｵ北方のﾊﾟﾗﾅ河畔ｻﾝﾛﾚﾝｿの
  たたかい.ｻﾝﾏﾙﾃｨﾝの指揮するﾗﾌﾟﾗﾀ軍が,ｻﾊﾞﾗの指揮する王党派軍を撃破
1812年3月4日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱがﾌﾗﾝｽと同盟条約を結ぶ
1812年3月7日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｳﾞｨﾄﾘｰﾉ･ﾌﾚｲﾚ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~181505
  22)
1812年3月8日-09:00|日本|  ||文化9年1月25日|<死去>2代宮薗鸞鳳軒(不明)浄瑠璃太夫
1812年3月8日-08:00|中国|  |||新疆､伊寧地震/M8､死者多数
1812年3月11日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ第3代総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝﾘｯｸﾞ｣(~18200201)
1812年3月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝのﾕﾀﾞﾔ教徒に市民的同権付与
1812年3月14日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾟﾙｼｬがｲｷﾞﾘｽと友好条約を結ぶ
1812年3月15日-09:00|日本|滋賀県彦根市|文化9年2月3日|<交替>近江彦根藩30万石｢井伊直中｣隠居⇒三男｢井伊
  直亮｣が継ぐ(⇒嘉永3(1850)年10月1日､死去)
1812年3月15日-09:00|日本|福岡県久留米市|文化9年2月3日|<死去>筑後久留米藩21万石｢有馬頼貴｣(67歳)⇒嫡
  孫｢有馬頼徳｣が継ぐ(⇒天保15(1844)年4月3日､死去)
1812年3月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｶﾃﾞｨｽで｢ｶﾃﾞｨｽ憲法｣制定/立憲君主制のもとに言論･出版の自由,異端
  裁判所の廃止などをうたった自由主義的憲法
1812年3月19日-09:00|日本|宮城県仙台市|文化9年2月7日|<交替>陸奥仙台藩62万石｢伊達周宗｣隠居⇒弟｢伊達斉
  宗｣が継ぐ(⇒文政2年5月24日(18190715)死去)
1812年3月20日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||脱退していたﾊｲﾁ南部省がﾊｲﾁ共和国に再編入
1812年3月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ第一連合政府代表ﾌｪﾘｼｱｰﾉ･ﾁｸﾗｰﾅ,ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃｱ,ﾌｱﾝ･ﾏ
  ﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾟｴｲﾚﾄﾞﾝ(~18121008)
1812年3月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ連合州上級臨時政府大
  統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃｱ･ｱﾙﾄﾗｷﾞｰﾚ｣(~9.23)
1812年3月26日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ､ｶﾗｶｽで地震(M6.3)死者2万人
1812年3月28日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||黒人やﾊﾟﾙﾄﾞたちはﾌﾝﾀに対し反乱
1812年4月-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾀｲ|  |||ｼｬﾑがｶﾝﾎﾞｼﾞｱを占領(~18130513)
1812年4月-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ島司令官｢ﾌｨﾘﾍﾞﾙﾄ･ﾏﾗｺﾞﾝ｣ｲｷﾞﾘｽのﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ島占領が
  再開(2回目~18201104)
1812年4月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾗ･ｺﾞﾒﾗ及びｴﾙ･ﾋｴﾛ総支配人代理｢Matias Fernandez｣(~
  1812.7)
1812年4月1日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ国務院議長･閣僚委員会委員長｢ﾆｺﾗｲ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ｻﾙﾃｨｺﾌ伯爵｣(10日ま
  で代行~18160528)
1812年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾘﾋﾞｵ･ｶｻﾞｰﾘ｣
1812年4月3日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢ﾗｸﾞｰｻﾞ公ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾙｲ･ｳﾞｨｴｯｾ･ﾃﾞ
  ･ﾏﾙﾓﾝ｣(~24日)
1812年4月3日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがて部分的にﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ再占領(~18120424)
1812年4月3日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連合暫定最高行政機関｢第二三頭政治:Francisco Javier May
  z y Marquez de Valenzuela(~1812.4)/Fernando Rodriguez del Toro e Ibarra (1812.4~)/Juan German Ros
  cio Nieves(1812.4~)/Francisco Javier de Ustariz y Mijares de Solorzano/Francisco Silvestre Espejo
   Caamano｣(~5.19)
1812年4月5日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱとｽｳｪｰﾃﾞﾝが秘密条約を結ぶ
1812年4月14日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾎﾟﾀﾞｶ･ｲ･ｴﾘｻﾞ｣(
  ~18160701)
1812年4月15日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾚｯﾄ｣(~18130418)
1812年4月17日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ﾘﾑｽｷｰ･ｺﾙｻｺﾌ｣(2回目~6.28)
1812年4月17日-09:00|日本|福島県白河市|文化9年3月6日|<交替>陸奥白河藩11万石｢松平定信｣隠居⇒次男｢松平
  定永｣が継ぐ(⇒文政6(1823)年3月24日､伊勢桑名藩113000石に移封)
1812年4月19日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ州市長｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾄﾙﾉｽ･ｻﾝﾀ･ｸﾗﾗ･ｶｼﾞｶﾞﾙ｣(~18180
  115)
1812年4月20日-09:00|日本|千葉県館山市|文化9年3月9日|<交替>安房館山藩1万石｢稲葉正武｣隠居⇒長男｢稲葉
  正盛｣が継ぐ(⇒文政2(1819)年12月6日､死去)
1812年4月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>ｵｰﾘﾝｽﾞ準州⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ﾙｲｼﾞｱﾅ州(18番目)
1812年5月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ公｢Augustus Christian Frederick｣
1812年5月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ公｢Louis Augustus Karl Frederick Emil｣(~18181218死去)
1812年5月5日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ副総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ｴｲﾝｽﾞﾘｰ｣(~1813年)
1812年5月5日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||文化9年3月24日|ｺﾞﾛｰﾆﾝら脱獄
1812年5月5日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|文化9年3月24日|<隠居>陸奥棚倉藩6万石｢小笠原長堯｣隠居⇒
  六男｢小笠原長昌｣が継ぐ(⇒文化14(1817)年9月14日､肥前唐津藩に移封)
1812年5月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢絹のはしご｣》
1812年5月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾛｼｱのｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世に国交断絶を通告



1820迄(2692件)

1812年5月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第21代首相｢ｽﾍﾟﾝｻｰ･ﾊﾟｰｼｳﾞｧﾙ｣暗殺される/50歳(誕生17
  62年)
1812年5月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾊﾞﾋﾞﾛﾆｱのｷｭﾛｽ｣》
1812年5月14日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||文化9年4月4日|ｺﾞﾛｰﾆﾝら再び捕縛
1812年5月16日-09:00|日本|福島県白河市|文化9年4月6日|<隠居>陸奥白河藩11万石｢松平定信｣/子の定永が継ぐ
  (~文政6年3月24日･伊勢桑名に転封)
1812年5月17日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾌﾚｯｼｭﾒﾝﾄ島所有者｢ｼﾞｮﾅｻﾝ･ﾗﾝﾊﾞｰﾄ｣
1812年5月17日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾌﾚｯｼｭﾒﾝﾄ島所有者｢ﾄｰﾏｽ･ｶﾘｰ｣(~18160814)
1812年5月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾃﾞﾒﾄﾘｵとﾎﾟﾘﾋﾞｵ｣》
1812年5月19日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連合陸海軍総長｢Sebastian Francisco de Miranda y Rodri
  guez｣(~7.25)
1812年5月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>2代ｵｴｲﾗｽ公･2代ﾎﾟﾝﾊﾞﾙ候｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎｾ･ﾄﾞ･ｶﾙﾊﾞﾙﾎ･ｴ･ﾒﾛ｣
1812年5月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>3代ｵｴｲﾗｽ公･3代ﾎﾟﾝﾊﾞﾙ候｢ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧﾘｮ･ﾒﾛ･ｴ･
  ﾀﾞｳﾝ｣(~18210101死去)
1812年5月26日-09:00|日本|京都府京都市|文化9年4月16日|<就任>京都所司代｢大久保忠真｣(⇒1818(文政1年8月
  2日))
1812年5月28日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|文化9年4月18日|<死去>武蔵六浦藩12000石｢米倉昌俊｣(29歳
  )⇒6月10日､養子｢米倉昌寿｣が継ぐ(⇒万延元(1860)年6月24日､隠居)
1812年5月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦5月16日|ｵｽﾏﾝ帝国がﾛｼｱとﾌﾞｶﾚｽﾄ条約を結ぶ/1809年以来の両国
  の戦争が終結
1812年5月28日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月16日|ﾌﾞｶﾚｽﾄ条約によりﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱとしてﾛｼｱに併合される
1812年5月29日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶17年4月19日|官軍､定州城を陥落(洪景来の乱平定)
1812年5月29日-09:00|日本|東京都江東区|文化9年4月19日|<大相撲>文化9年4月場所[江戸深川元町神明宮](5日
  間)優勝:(西前5)越ﾉ海,4勝0敗1分/のちの大関玉垣
1812年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ副大統領(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱの大統領に従属)｢ﾊﾟｳﾞｪﾙ･ｳﾞｧｼﾘ
  ｴｳﾞｨﾁ･ﾁﾁｬｺﾞﾌ(ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ･ﾜﾗｷｱのﾛｼｱ総督)｣(~9月)
1812年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｻﾏﾗﾝｶを占領
1812年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾌｱﾝ･ﾓﾝﾃﾍﾞﾙﾃﾞ将軍にひきいられたｽﾍﾟｲﾝ軍は地震の被害に乗じて反攻.ｶﾗ
  ｶｽを包囲/共和国軍はﾗ･ｸﾞｱｲﾗのたたかいにやぶれｶﾗｶｽを放棄
1812年6月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||憲法制定会議,自由出生法を制定.奴隷は一代限りとなる
1812年6月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ｷﾝﾃﾞﾗﾝ･ｲ･ｵﾚｺﾞﾝ｣(~1815.6)
1812年6月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<発足>ｱﾒﾘｶ､ﾐｽﾞｰﾘ準州､設置
1812年6月9日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金載ｻﾝ｣(~18160605)
1812年6月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ連合王国第22代首相｢第2代ﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙ伯爵ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾞﾝｸｽ･ｼﾞｪﾝｷﾝｿﾝ｣ﾄ
  ｰﾘｰ党(~18270410)
1812年6月11日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|文化9年5月3日|<死去>小笠原長堯(52歳)前陸奥棚倉藩主
1812年6月14日-09:00|日本|長野県上田市|文化9年5月6日|<隠居>信濃国上田藩53000石｢松平忠済｣隠居⇒養子｢
  松平忠学｣が継ぐ(⇒文政13(1830)年4月20日､隠居)
1812年6月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶがｲｷﾞﾘｽに抗議し宣戦布告｡第二次英米戦争(ﾏﾃﾞｨｿﾝ戦争)開始｡英軍
  ､ﾃﾞﾄﾛｲﾄを占領
1812年6月24日-09:00|日本|  ||文化9年5月16日|<死去>井上士朗(71歳)俳人､医師
1812年6月24日-04:00|ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが60万の大軍隊を率いてﾈﾏﾝ河を渡りﾛｼｱに侵入
1812年6月25日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国名誉大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾍﾞﾆｰﾄ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ･ｱﾙｶﾔ｣｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･
  ｱﾔﾗ･ｲ･ﾍﾞﾙｶﾞﾗ｣(~8.5)
1812年6月26日-09:00|日本|新潟県柏崎市|文化9年5月18日|<死去>越後椎谷藩1万石｢堀直温｣(32歳)⇒7月10日､
  養子｢堀直哉｣が継ぐ(⇒文政13年9月3日(18301019)､死去)
1812年6月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono3世｣(2期目~18141103)
1812年6月28日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾘﾄｱﾆｱをﾌﾗﾝｽが占領(~18121210)
1812年6月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞのｳﾞｨﾙﾅを占拠
1812年7月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ行政委員会委員長｢ﾆｺﾗｲ侯爵ｼﾋﾟｵﾝ･ｼﾌﾟﾘｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾙｲ･ﾏﾙﾀﾝ･ﾏﾘｰ･ｴﾘｻﾞﾍ
  ﾞｽ｣(~12月)
1812年7月2日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ臨時政府委員会議長代行｢ﾕｾﾞﾌ･ﾌﾗﾋﾞｱ･ｼｴﾗｺﾌｽｷ･ﾊｰﾌﾞ･ﾄﾞｳｪﾝｶﾞ｣(~1
  8日)
1812年7月3日-09:00|日本|大分県佐伯市|文化9年5月25日|<隠居>豊後佐伯藩2万石｢毛利高誠｣隠居⇒長男｢毛利
  高翰｣が継ぐ(⇒天保3(1832)年5月23日､隠居)
1812年7月5日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱ(ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ)の東半分がﾌﾞｶﾚｽﾄ条約(18120528署名)でｵｽﾏﾝ帝国
  からﾛｼｱに割譲
1812年7月5日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾐｽ｣(1期目~9.14)
1812年7月6日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ大佐の指揮するﾌﾟｴﾙﾄ･ｶﾍﾞｰﾘｮ要塞,ｻﾝﾌｪﾘｰﾍﾟ守備隊の裏切りに
  よりｽﾍﾟｲﾝ軍に敗北
1812年7月8日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾐﾝｽｸをﾌﾗﾝｽが占領/ﾌﾗﾝｽ占領下ﾍﾞﾗﾙｰｼはﾘﾄｱﾆｱ大公国の一部としてﾐﾝｽｸ､
  ｸﾞﾛﾄﾞﾉ､ﾋﾞｬｳｨｽﾄｸ地域とｽﾓﾚﾝｽｸ総督に従属しているﾓｷﾞﾚﾌ州とﾋﾞﾃﾌﾟｽｸ州地域に分割(~18121116)
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1812年7月8日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱのﾌﾗﾝｽ総督｢ﾎｰｹﾞﾝﾄﾞﾙﾌﾟ伯爵ﾃﾞｨﾙｸ｣(~12.10)
1812年7月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･議長｢ﾄﾘﾋﾞｵ･ﾓﾝﾃｽ･ｶﾛｶ･ｲ･ﾍﾟﾚｽ｣(~18170726)
1812年7月9日-09:00|日本|  ||文化9年6月|<出版>長谷川雪旦｢古画要覧｣
1812年7月12日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾍﾞﾆｰﾄ･ﾍﾟﾚｽ｣(~1813年)
1812年7月12日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾐﾗﾝﾀﾞの率いる独立軍,ﾗ･ﾋﾞｸﾄﾘｱで最終降伏
1812年7月12日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ軍,ｱｯﾊﾟｰ･ｶﾅﾀﾞに侵入.ﾃﾞﾄﾛｲﾄを奪回
1812年7月13日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾋﾞﾆｮﾝ男爵ﾙｲ･ﾋﾟｴｰﾙ･ｴﾄﾞｩｱｰﾙ｣(~12.8)
1812年7月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏｯｷﾉｰ砦のｱﾒﾘｶ軍､降伏
1812年7月18日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ臨時政府委員会委員長｢ｽﾀﾆｽﾜﾌ･ﾌﾗﾋﾞｱ･ﾍﾟﾚｼｳﾞｨｴﾄ･ｿｳﾀﾝ･ﾍﾙﾌﾞ･ｼﾛｺ
  ﾑﾗ｣(~8.28)
1812年7月18日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｴﾙﾌﾞﾛ条約/ﾛｼｱ皇帝ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世が大陸封鎖を解除して､ｶｰﾙ･ﾖﾊﾝと和解して同盟
  を結ぶ
1812年7月20日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ﾘﾄｱﾆｱ司令官｢ﾘｶｰﾙ男爵ｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾋﾟｴｰﾙ･ｼﾙｳﾞｪｽﾄﾙ｣(~8月)
1812年7月20日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸｰﾙﾗﾝﾄ県をﾌﾗﾝｽが占領(~12.20);ﾀﾞｳｶﾞｳﾞﾋﾟﾙをﾌﾗﾝｽが占領(~9.28)
1812年7月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｽﾍﾟｲﾝのｻﾗﾏﾝｶでﾌﾗﾝｽ軍を破を破り制圧.さらに迎撃に
  出たﾏﾙﾓﾝ軍を大破
1812年7月23日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督｢ｽｶｰﾚｯﾄ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ･ｽﾄｩﾙｻﾞ｣(~18130617)
1812年7月25日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗの革命指導者ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞがｽﾍﾟｲﾝ軍に降伏し､共和国が
  崩壊
1812年7月25日-09:00|日本|長野県諏訪市|文化9年6月17日|<死去>諏訪忠厚(67歳)前信濃諏訪藩主
1812年7月26日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Jose de Medinilla y Pineda｣(1期目
  ~18220815)
1812年7月29日 04:00|ﾁﾘ|  |||ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝの王党派,反革命を起こしﾛｻｽを放逐
1812年7月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝのｶｰﾙ･ﾊﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ首相が治安警察令を発布
1812年8月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ﾘﾄｱﾆｱ司令官｢ｸｼｴﾝｼｭ･ﾐﾊｳ･ｹﾞﾃﾞｵﾝ･ﾋｴﾛﾆﾑ｣(~9.28)
1812年8月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾗ･ｺﾞﾒﾗ及びｴﾙ･ﾋｴﾛ総支配人｢Baltasar Valcarcel｣(2期
  目~1822年)
1812年8月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢James Willoughby Gordon｣ｲｷﾞﾘｽ(~18141003)
1812年8月 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾍﾟｲﾅｰﾄﾞ｣(1回目~1814年)
1812年8月1日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸｰﾙﾗﾝﾄﾞ公国とｾﾐｶﾞﾘｱ公国､およびﾋﾟﾙﾃﾝ地区は､最終的にﾌﾗﾝｽとｻｸｿﾝ人の
  共同保護領の下で名目上再建.ﾛｼｱ政府はﾘｶﾞに避難
1812年8月6日-09:00|日本|宮崎県日南市|文化9年6月29日|<死去>日向飫肥藩51000石｢伊東祐民｣(21歳)⇒弟｢伊
  東祐丕｣が継ぐ(⇒文化11(1814)年8月14日､18歳で死去)
1812年8月7日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ｣(2回目~18160807)
1812年8月8日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾃﾞｨｱﾎﾞｰﾝ､ﾛｰﾜｰ･ｶﾅﾀﾞ総督と停戦に調印
1812年8月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞを占拠/ｽﾍﾟｲﾝ王ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄは逃亡し､各地
  のﾌﾗﾝｽ軍は統制を失い分断される
1812年8月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||米軍ﾊﾙ将軍､英軍に降伏､ﾐｼｶﾞﾝ準州､英軍の支配下に置かれる
1812年8月17日-04:00|ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがｽﾓﾚﾝｽｸを攻略
1812年8月18日 02:00|日本|鳥取県鳥取市|文化9年7月12日|<鳥取文化9年の大火｢佐橋火事｣>巳半刻(午前11時ご
  ろ)辻売町の佐橋鉄蔵屋敷から出火,大榎木町､小性町､江崎町､大工町通と次々に延焼､残らず焼き尽くした/勢
  いづいた炎は､学館定府屋敷あたり一円に飛び火し若桜町内外の中程まで焼いた/今ひとつの飛び火は､百軒長
  屋のあたりより三御役所と御会所､分知飛騨守伸雅館の長屋と向こう屋敷のすべてを焼き､城内も危ない状況
  となった/一方､城下を焼抜けた炎は､智頭街道あたりへ進出､同所の惣御門より町方の中程まで焼いた/ついで
  鹿奴海街道内外町方の中程から丹後惣門を焼失､外丹後町､内外惣門とも焼き尽くし､同所の御作事場所､下の
  町より大下の町､内田町で焼け止まり､戌の刻(20時ごろ)前に鎮火/被害は､御用屋敷(役所)20か所､惣門(城の
  外構えの門)3か所､土橋2か所､重臣の飛騨守屋敷2か所､兵部屋敷2か所､侍屋敷244か所､町家は世帯数で2436軒
  ､内9軒は消火のための崩し家､寺3か所､塔頭1か所などが全焼
1812年8月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||米海軍､ﾉｳﾞｧ･ｽｺｼｱ沖の海戦で英海軍に勝利
1812年8月25日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶ軍ﾃﾞｨｱﾎﾞｰﾝ､ﾏﾃﾞｨｿﾝの意向で停戦を終わらせる
1812年8月28日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ﾏﾙｺｽ･ｶｴﾀｰﾉ･ﾃﾞ･ｱﾌﾞﾚｳ･
  ｴ･ﾒﾈｾｽ｣(~18170202)
1812年8月28日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ臨時政府委員会委員長｢ﾎｰｹﾞﾝﾄﾞﾙﾌﾟ伯爵ﾃﾞｨﾙｸ｣(~12.8)
1812年9月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがｻｸﾗﾒﾝﾄの新植民地放棄(~12月)
1812年9月3日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官｢Juan Domingo de Monteverde
  ｣(~18131228)
1812年9月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾃｲﾗｰ､ﾊﾘｿﾝ砦をﾈｲﾃｨｳﾞ･ｱﾒﾘｶﾝの攻撃から守り抜く
1812年9月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾊﾙｼｯﾄ･ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~18150401)
1812年9月6日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ｱｰﾑﾌｪﾙﾄ伯爵ｸﾞｽﾀﾌ･ﾏｳﾘｯﾂ｣(~18130413)
1812年9月6日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文化9年8月|<隠居>肥前唐津藩6万石｢水野忠光｣隠居⇒次男｢水野忠邦｣
  が継ぐ(⇒文化14(1817)年8月､遠江浜松藩6万石に移封)
1812年9月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣⇒ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ侯(~18280524死去)
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1812年9月7日-04:00|ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1812/8/26|ﾌﾗﾝｽ軍が､ﾓｽｸﾜ西方のﾎﾞﾛﾃﾞｨﾉの戦いでｸﾄｩｰｿﾞﾌ将軍率い
  るﾛｼｱ軍を破る
1812年9月14日-04:00|ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ率いるﾌﾗﾝｽ軍がﾓｽｸﾜを占領(~10.23)(ﾛｼｱ帝国の一部は1812年6月~1
  2月に占領され､ﾓｽｸﾜ政府総督(ﾓｽｸﾜ)､ｽﾓﾚﾝｽｸ政府総督､ﾘﾄｱﾆｱ大公国､ｸｰﾙﾗﾝﾄ公国に分割された)
1812年9月14日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾎｰｽﾌｫｰﾄﾞ中佐｣(~1
  8160708)
1812年9月15日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|文化9年8月10日|<死去>大久保忠喜(67歳)前下野烏山藩主
1812年9月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾌﾗﾝｽ軍が､ﾌﾞﾙｺﾞｽから撤退
1812年9月19日-09:00|日本/ﾛｼｱ|  ||文化9年8月14日|高田屋嘉兵衛､国後島海上でﾛｼｱ船に捕らえられる
1812年9月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ連合州上級臨時政府議
  長｢ﾌｱﾝ･ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾏﾘｱｰﾉ･ﾃﾞ･ﾌﾟｴﾙﾚﾄﾞﾝ･ｲ･ｵﾄﾞｶﾞﾝ｣(~10.8)
1812年9月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣
1812年9月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯｢ｹﾞｵﾙｸ1世｣(~18130909死去)
1812年9月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢試金石｣》
1812年10月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)
1812年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｿﾞｰﾘ｣
1812年10月1日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾍﾞﾙｸﾞﾗﾉ軍,ﾋﾞﾙｶﾌﾟｰｷﾞｵのたたかいに敗れる
1812年10月2日-09:00|日本|東京都|文化9年8月27日|<死去>市場通笑(76歳)戯作者
1812年10月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ)｢ｹﾑ･ｻｳﾞｧﾝ4世ﾊﾞﾌﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1867年
  10月没)､摂政｢ﾗﾆ･ﾄﾞｩﾙｶﾞ･ﾊﾞｲ｣(2回目~18181228)
1812年10月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>初代ｳｪﾘﾝﾄﾝ伯｢ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣⇒初代ｳｪﾘﾝﾄﾝ侯(⇒18140511､ｳｪﾘﾝﾄﾝ公~1
  8520914死去)
1812年10月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾚﾜ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約による)
1812年10月5日-09:00|日本|  ||文化9年9月|<出版>歌川豊国｢東名残門出錦袖｣
1812年10月5日-09:00|日本|  ||文化9年9月|<出版>北斎｢画道独稽古｣
1812年10月8日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ第二連合政府代表｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾎﾝﾃ｣(~18130819),｢ﾌ
  ｱﾝ･ﾎｾ･ﾊﾟｿ,ﾆｺﾗｽ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾍﾟｰﾆｬ,ｶﾞﾙﾊﾞｼｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾎﾟｻｰﾀﾞｽ｣(~18140131)
1812年10月8日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ臨時最高行政長官｢ﾌｱﾝ
  ･ﾎｾ･ｴｽﾃﾊﾞﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾟｯｿ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ｣(~18130220)
1812年10月11日-09:00|日本|山形県米沢市|文化9年9月7日|<交替>出羽米沢藩15万石｢上杉治広｣隠居⇒養子｢上
  杉斉定｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年2月2日､死去)
1812年10月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍とｶﾅﾀﾞ人の民兵が､ｸｨｰﾝｽﾄﾝ･ﾊｲﾂの戦いでｱﾒﾘｶ軍を破る
1812年10月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||米艦ﾜｽﾌﾟ､英艦ﾌﾛﾘｯｸを破る
1812年10月17日-09:00|日本|千葉県君津市|文化9年9月13日|<交替>上総国久留里藩3万石｢黒田直方｣隠居⇒養子
  ｢黒田直侯｣が継ぐ(⇒文政6(1823)年10月21日､隠居)
1812年10月19日-04:00|ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝの仏軍ﾓｽｸﾜを撤退
1812年10月21日-09:00|日本|新潟県五泉市|文化9年9月17日|<死去>堀直教(62歳)元越後村松藩主
1812年10月22日-09:00|日本|山形県鶴岡市|文化9年9月18日|<死去>酒井忠徳(58歳)前出羽庄内藩主
1812年10月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||米艦ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ･ｽﾃｲﾂ､英艦ﾏｹﾄﾞﾆｱﾝを破る
1812年10月27日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ･ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州議会議長｢ｶﾐﾛ･ﾄｰﾚｽ･ﾃﾉﾘｵ｣(~18141005)
1812年10月28日-09:00|日本|岡山県総社市|文化9年9月24日|<死去>蒔田定祥(44歳)備中浅尾領主⇒定邦が継ぐ
1812年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘｰ率いるｴｼﾞﾌﾟﾄがﾒﾃﾞｨﾅ占領
1812年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督領主｢ｽｶﾙﾗﾄ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｶﾘﾏﾁ｣(2回目~18190620)
1812年11月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾍﾞﾙｸﾞﾗﾉ軍,ｱﾖｳｰﾏでも惨敗.独立軍はほぼ崩壊
1812年11月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄがﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞを再び占拠.国王に返り咲く
1812年11月5日-09:00|日本|長崎県対馬市|文化9年10月2日|<交替>対馬府中藩22800石｢宗義功｣隠居⇒次男｢宗義
  質｣が継ぐ(⇒天保9(1838)年8月9日､死去)
1812年11月9日 10:00|日本|長崎県長崎市|文化9年10月6日|夜､長崎金屋町の秀七宅より出火,11町を焼く/堀町､
  今町､新興善町､浦五島町､本五島町､樺島町､平戸町､大村町､本博多町､島原町に延焼/焼失家屋339戸､土蔵37戸
  前､取崩し家屋38軒→10月8日鎮火
1812年11月20日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ銀行創設
1812年11月20日-09:00|日本|兵庫県小野市|文化9年10月17日|<死去>播磨小野藩1万石｢一柳末昭｣(23歳)12月8日
  ､弟｢一柳末周｣が継ぐ(⇒天保2(1831)年11月23日､隠居)
1812年11月21日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|文化9年10月18日|<交替>播磨山崎藩1万石｢本多忠居｣隠居⇒次男｢本
  多忠敬｣が継ぐ(⇒天保5(1834)年11月27日､隠居)
1812年11月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢成り行き泥棒､または鞄の取り違え》
1812年11月25日-09:00|日本|福島県いわき市|文化9年10月22日|<死去>陸奥磐城平藩67000石｢安藤信馨｣(45歳)
  ⇒甥｢安藤信義｣が継ぐ(⇒文政12(1829)年7月5日､隠居)
1812年11月26日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｻﾏﾗﾝｸﾞ号､ﾏﾄﾞﾗｽからｽﾍﾟｲﾝﾄﾞﾙを持って到着｡ﾏｸｳｫﾘｰ総督､ｺｲﾝの中央をくり
  ぬき､1枚を2枚のｺｲﾝとして流通させる｡外部は｢ﾎｰﾘｰ･ﾀﾞﾗｰ｣と呼ばれ5ｼﾘﾝｸﾞで流通｡内部は｢ﾀﾞﾝﾌﾟ｣と呼ばれ､15
  ﾍﾟﾝｽで流通
1812年11月26日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｱﾙﾌﾞﾗ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ｣(~12.13)､｢ﾌｪﾘﾍ



1820迄(2692件)

  ﾟ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾙｶﾞﾗ･ｱｽｶﾗﾃ･ｲ･ｶｲｾﾄﾞ｣(~12.14)
1812年11月29日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾌﾗﾝｽ/ﾛｼｱ|  |||(25日～)退却するﾅﾎﾟﾚｵﾝ軍がﾍﾞﾗﾙｰｼのﾍﾞﾚｼﾞﾅ川越えで大打撃を
  うける
1812年11月29日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|文化9年10月26日|<死去>出羽本荘藩2万石｢六郷政速｣(49歳)⇒1
  2月28日､三男｢六郷政純｣が継ぐ(⇒文政5(1822)年8月22日､22歳で死去)
1812年12月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Pedro Jose Vieira｣(~1813年)
1812年12月1日-09:00|日本|  ||文化9年10月28日|<死去>勝川春好(70歳)浮世絵師
1812年12月2日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｷﾄ軍,ﾄﾘﾋﾞｵ･ﾓﾝﾃｽが率いるｸﾞｱﾔｷﾙの王党派軍のまえに次々と
  敗退.ｻﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｲﾊﾞｰﾗの決戦で,最終的に崩壊.ｽﾍﾟｲﾝ軍がｷﾄを制圧
1812年12月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾏﾃﾞｨｿﾝ大統領が再選される
1812年12月3日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｷｬﾒﾛﾝ｣(2回目~18180418)
1812年12月6日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ臨時政府委員会委員長代行｢ｽﾀﾆｽﾜﾌ･ﾌﾗﾋﾞｱ･ﾍﾟﾚｼｳﾞｨｴﾄ･ｿｳﾀﾝ･ﾍﾙﾌﾞ
  ･ｼﾛｺﾑﾗ｣(⇒11日､ｶｳﾅｽ公国で続く/18121221~18130501ﾜﾙｼｬﾜに､18130715~30日ﾄﾞﾚｽﾃﾞﾝ､ｻﾞｸｾﾝ州に亡命)
1812年12月7日-09:00|日本|  ||文化9年11月4日|武蔵･相模地震/M6家屋多数倒壊､死者多数
1812年12月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州南部､ｻﾝﾜﾝｷｬﾋﾟｽﾄﾗｰﾉで地震(M7.5)死者50人
1812年12月10日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ軍がﾋﾞﾙﾅを再占領
1812年12月12日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾒｱﾘｰ･ﾗｲﾋﾞｰ､ｼﾄﾞﾆｰに新しい商店を開店
1812年12月12日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｲｵｱﾝ･ｹﾞｵﾙｹﾞ･ｶﾗｹﾞｱ｣(~18180929)
1812年12月12日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ対立総督･司令官(ﾁﾗﾅ⇒ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ)｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾚﾊ･ｲ･ﾏﾘｽｶﾙ｣
  (~18130521没)
1812年12月12日-09:00|日本|東京都墨田区|文化9年11月9日|<大相撲>文化9年11月場所[江戸本所回向院](10日
  間)優勝:(東前4)頂,7勝2敗1分
1812年12月14日-04:00|ﾛｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  ||ﾛｼｱ暦:1812/12/2|ﾅﾎﾟﾚｵﾝの軍隊がﾓｽｸﾜからの撤退を終わる
1812年12月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>初代ｳﾞｨﾄｰﾘｱ公｢ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣ﾄﾚｽ･ｳﾞｪﾄﾞﾗｽ侯(~18520914死去)
1812年12月19日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢George William Richard Harcourt｣
1812年12月19日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督代理｢Scott｣(~18130501)
1812年12月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾙｶ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)
1812年12月24日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ｶﾙﾀﾍﾅ軍をひきいﾓﾝﾎﾟｯｽとﾃﾅﾘｰﾌｪを占領/ﾏｸﾞﾀﾞﾚｰﾅ川領域に
  独立派の支配権確立
1812年12月24日 08:00|日本|東京都|文化9年11月21日|17時過ぎ､浅草龍泉寺村より出火､南烈風にて吉原新町へ
  火移り､夫れより一廓悉く焼亡
1812年12月25日-09:00|日本|栃木県大田原市|文化9年11月22日|<交替>下野大田原藩11400石｢大田原光清｣隠居
  ⇒養子｢大田原愛清｣が継ぐ(⇒弘化4(1847)年3月10日､隠居)
1812年12月25日-09:00|日本|兵庫県姫路市|文化9年11月22日|<交替>播磨林田藩1万石｢建部政賢｣隠居⇒四男｢建
  部政醇｣が継ぐ(⇒嘉永2(1849)年2月8日､隠居)
1812年12月27日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾒﾒﾙはﾛｼｱに占領された(~1813年1月)
1812年12月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ･ｿﾅﾀ第10番ﾄ長調Op.96》
1812年12月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||米艦ｺﾝｽﾃｨﾃｭｰｼｮﾝ､英艦ｼﾞｬｳﾞｧを破る
1812年12月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝがﾌﾗﾝｽとの同盟を破棄し､ﾛｼｱと中立協定を結ぶ
1813年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<再位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Mahmud Badaruddin2世｣⇒｢Sultan Ahmad Najamuddin
  2世｣(~1818年)
1813年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾃﾝ摂政｢Muhammad Muhyuddin｣(~1816年)
1813年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｲｷﾞﾘｽ居留者代表｢ｳｨﾘｱﾑ･Gordon McKenzie｣1期目(~1815年)
1813年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾚﾝﾊﾞｳ統治者(ﾔﾝ･ﾃﾞｨ･ﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾑﾀﾞ･ﾚﾝﾊﾞｳ)｢ﾗｼﾞｬ･ｱﾘ･ﾋﾞﾝ･ﾃﾞｰﾝ･ｱﾗﾝﾊﾟｷ｣(~18320
  913)
1813年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ﾁｬﾉｳ｣
1813年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾗﾝﾅｰ国主(ﾁｬｵ)｢ﾀﾝﾏﾗﾝｶｰ｣(~18220504)
1813年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王｢ﾏ･ﾉｲ｣(1820年ﾀｲに逃亡~1821年没)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｱｯﾀ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1819年)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｨﾙﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾀｺﾙ)｢ｽﾙﾀﾝｼﾞ｣(~1851年)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾁｬﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾋﾞﾝﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾝ･ﾊｽﾇｻ｣(~18300424没)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾗﾊﾞ国摂政｢ｶｼﾊﾞｲ･ｱﾝｸﾞﾘｱ｣(~1814年)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾙﾀﾞﾙｶﾞﾄﾞ国統治者(ｶｰﾝ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾅﾄｩｶﾝｼﾞ･ｻﾗﾊﾞﾄｶﾝｼﾞ｣(~1867年没)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｼｭﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾝｸﾞﾗﾑ･ｼﾝ｣(~不明)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｼﾞｬﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾌｧｲｽﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1835年没)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞﾗ･ｼﾝ2世ﾃﾞｵ｣(2回目~1816年)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｾｲﾗ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾏﾀﾞﾙｼﾝｼﾞ1世ｳﾞｧﾊﾂｨﾝｼﾞ｣(~1837年)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｿﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾞﾍﾟﾝﾄﾞﾗ･ﾊﾟﾙ｣(~1834年11月没)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｼｬﾑｼｪﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(2回目~12.22)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾙ国摂政｢ｱﾊﾟｻﾍﾌﾞ･ﾆﾝﾊﾞﾙｶﾙ｣(~1814年)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾕﾙﾊﾞﾆ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾘﾋﾞｸﾗﾑ･ﾊﾞﾝｼﾞ･ﾃﾞｵ｣(~1822年没)
1813年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｷﾞｭﾗｰ国はﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞに併合;ｼﾊﾞ国はﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞに併合(~1830年)
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1813年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾘｱﾝ･ｶﾗｴｲ汗国(ﾍﾟﾙｼｬ内)ﾊﾝ｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ｶﾗｴｲ･ﾄﾙﾊﾞﾃｨ｣(~1816
  年)
1813年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｶﾘﾑ･ﾊｰﾝ｣(~1816年)
1813年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾒﾌﾄｩﾘはﾛｼｱの宗主権下
1813年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾎｲがﾍﾟﾙｼｬに再編入
1813年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1817年2月)
1813年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1814年)
1813年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Mahmoud Pasha｣(~1834年)
1813年-03:00|ｹﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾃ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Fumo Luti Kipunga ibn Fumo Madi, Mfalume｣(~1818年)
1813年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ﾏﾆｶ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾁｶﾝｶﾞ･ﾆｬﾏﾝﾄﾞﾄ2世ｲﾝﾊﾑｰﾄﾀ｣(~1818年)
1813年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾙｼｯﾄﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾃﾞﾙﾃﾞﾝﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年
  )
1813年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱﾈﾎ統治者(ｱﾌﾟﾀｶﾞ)｢ｺﾑﾗﾝｶﾞﾝ｣(~1821年)
1813年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢Mark Wilks｣(~1816年)
1813年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾆｸﾞﾊﾞ摂政｢ﾌｫﾘ･ﾄｽ｣(~1815年没)
1813年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Blas Jose Pico｣(~1814年)
1813年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ｶﾙﾛｽ･ﾃﾞ･ｳﾙﾃｨｱ･ｲ･ﾓﾝﾄｰﾔ｣(~181
  8年)
1813年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ聴問庁長官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｵｶﾝﾎﾟ(革命政府)｣⇒｢ﾊﾞﾙﾃ
  ﾞﾎﾖｽ侯爵ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ ｵﾖｽ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞﾙ･ﾘｬﾉ｣(~1814年)
1813年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾋﾞｸﾄﾙ･ﾃﾞ･ｻﾙｾﾄﾞ･ｲ･ｿﾓﾃﾞｳﾞｨｯﾗ｣⇒｢ｶﾙﾛｽ･ﾒｲﾅｰ｣(~1815年)
1813年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾏﾃｵ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾏﾝﾘｹ｣(~1815年)
1813年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘｰ率いるｴｼﾞﾌﾟﾄがｼﾞｯﾀﾞ占領
1813年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Capan-odjlu Celaleddin Mehmed Pasha｣(~1816
  年)
1813年1月 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾞﾙｸﾞﾗﾉ指揮下のﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ軍,ｱﾙﾄﾍﾟﾙｰに侵攻するもｳｱｷの戦闘でｽﾍﾟｲﾝ軍
  に敗北.さらにﾂｸﾏﾝまで追撃されるが,苦戦のうえﾂｸﾏﾝを確保
1813年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合評議会議長｢ﾊﾝｽ･ﾌｫﾝ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ｣Con(2期目⇒18140101､代行~1814040
  6)
1813年1月1日-09:00|日本|  ||文化9年11月29日|<死去>4代瀬川菊之丞(31歳)歌舞伎役者
1813年1月9日-09:00|日本|  ||文化9年12月7日|<死去>樋口道立(75歳)俳人､儒学者
1813年1月10日-09:00|日本|東京都|文化9年12月8日|<死去>4代澤村宗十郎(29歳)歌舞伎役者
1813年1月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  |||英､対露･ﾌﾟﾛｲｾﾝ援助条約締結
1813年1月15日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Jose Angel de Soveron｣(1期
  目~18140529)
1813年1月17日-09:00|日本|福島県いわき市|文化9年12月15日|<死去>本多忠籌(74歳)前陸奥泉藩主､元側用人･
  老中格
1813年1月18日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾗｺﾞｽﾀを占領
1813年1月21日-09:00|日本|  ||文化9年12月19日|大名･旗本らの系譜｢寛政重修諸家譜｣1,530巻完成
1813年1月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍とｶﾅﾀﾞ人民兵､ｲﾝﾃﾞｨｱﾝの勢力がﾃﾞﾄﾛｲﾄ城塞の戦いでｱﾒﾘｶ
  軍を破る
1813年1月23日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘｰ率いるｴｼﾞﾌﾟﾄがﾒｯｶ占領
1813年1月23日-09:00|日本|福井県鯖江市|文化9年12月21日|<死去>越前鯖江藩5万石｢間部詮熙｣⇒長男｢間部詮
  允｣が継ぐ(⇒文化11(1814)年7月17日､死去)
1813年1月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝでﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｯｸ協会発足(⇒ﾛｲﾔﾙ･ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｯｸ)
1813年1月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||皇帝ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世が､幽閉中の教皇ﾋﾟｳｽ7世と政教条約を結んで､ﾅﾎﾟﾚｵﾝ自身の皇
  統の正統性を認めさせる
1813年1月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾌﾞﾙｽｷｰﾉ氏､または冒険する息子｣》
1813年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国でｼﾞｪｰﾝ･ｵｰｽﾃｨﾝの長編小説｢高慢と偏見｣発刊
1813年1月30日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月18日|ｵｰｽﾄﾘｱとﾛｼｱの間に休戦条約が結ばれる
1813年1月31日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ制憲議会開催/国名をﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ連合国と決め,貴族制度,拷問の
  廃止などで合意.自由出生法が制定され奴隷は一代限りとなる
1813年2月1日-09:00|日本|長野県上田市|文化10年|上田藩､文武学校明倫堂を設立
1813年2月1日-08:00|中国|  ||清･嘉慶18年|<死去>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ｱﾙﾀﾞｼｰﾙ｣
1813年2月1日-08:00|中国|  ||清･嘉慶18年|<即位>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ﾊﾞｲｷﾞｰﾙ｣(~1866年､死去)
1813年2月1日-09:00|日本|  ||文化10年1月|<出版>画工,堀田連山｢絵本婚礼道しるべ｣
1813年2月1日-09:00|日本|  ||文化10年1月|<出版>葛秀麿(歌麿の門人)｢役者用文章｣
1813年2月1日-09:00|日本|  ||文化10年1月|<出版>葛飾北斎｢伝心画鏡｣
1813年2月1日-09:00|日本|  ||文化10年1月|<出版>十遍舎一九自画作｢絵本江戸名所｣
1813年2月1日-09:00|日本|  ||文化10年1月|<出版>石田玉山,歌書｢定家撰錦葉集｣
1813年2月1日-09:00|日本|  ||文化10年1月|<出版>北尾政美｢絵本孝経｣
1813年2月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ独立戦争:ｻﾝﾛﾚﾝｿの戦い>で諸州連合軍がｽﾍﾟｲﾝ王党派軍撃破
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1813年2月4日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｸﾙｿﾞﾗを占領
1813年2月4日-09:00|日本|  ||文化10年1月4日|<死去>渡辺南岳(47歳)画家
1813年2月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾀﾝｸﾚﾃﾞｨ｣》
1813年2月8日-09:00|日本|京都府京都市|文化10年1月8日|<死去>鷹司輔平(75歳)元関白､内大臣
1813年2月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ侯･3代ﾃﾝﾌﾟﾙ伯･2代ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ=ﾃﾝﾌﾟﾙ=
  ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ｣
1813年2月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ=ｼｬﾝﾄﾞｽ公･4代ﾃﾝﾌﾟﾙ伯･3代ﾆｭｰｼﾞｪﾝﾄ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾃﾝﾌﾟﾙ=ﾆｭ
  ｰｼﾞｪﾝﾄ=ﾌﾞﾘｯｼﾞｽ=ｼｬﾝﾄﾞｽ=ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ｣(⇒18220204兼ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ=ｼｬﾝﾄﾞｽ公･初代ｼｬﾝﾄﾞｽ候･ｽﾄｰの初代ﾃﾝﾌﾟﾙ伯~18390
  117死去)
1813年2月18日-11:30|ﾉｰﾌｫｰｸ島/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ島司令官代理｢William Hutchinson｣(~18140228)
1813年2月18日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｲﾀﾎﾟｱﾝでﾌﾗﾝｼｽｺに率いられた漁業奴隷の反乱/監督ら白人12人を殺害し,ｻﾙﾊ
  ﾞﾄﾞﾙへ向かう/ｼﾞｮｱﾈｽ河で軍の反撃にあい壊滅.56人が死亡,4人が縛り首
1813年2月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Jose Maria Lastres y Mora｣(~同年)⇒総督｢Fra
  ncisco Carlos Gabriel de Gand-Vialin｣(2期目~同年)⇒総督代理｢Pedro Grimarest｣(1期目~同年)⇒暫定総
  督｢Andres Mendoza｣(~同年)⇒総督｢Fernando Gomez de Butron｣(1期目~1814年)
1813年2月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ臨時最高行政長官｢(毎
  月交代)ﾆｺﾗｽ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾟｰﾆｬ･ﾌﾈｽ/ﾎｾ･ｼﾞｭﾘｱﾝ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｴﾁｬﾗﾙ/ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾖﾝﾃ(18130820まで)/ｹﾞﾙｳ
  ﾞｧｼｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾎﾟｻﾀﾞｽ(18130820から)｣(~18140131)
1813年2月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾞｽﾄﾝ工業会社設立許可､近代型機械制一貫生産綿工業開始
1813年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾐﾝﾄｰ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ｴﾘｵｯﾄ=ﾏｰﾚｲ=ｷﾆﾝﾏｳﾝﾄﾞ｣(~18140621死去)
1813年2月24日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||米英戦争.ｶﾞｲｱﾅ沖で,ｲｷﾞﾘｽ船ﾋﾟｰｺｯｸがｱﾒﾘｶ船に撃沈される
1813年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世の｢ﾛｼｱ遠征｣失敗を機に､ｲｷﾞﾘｽ､ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ﾛｼｱが参加した軍
  事同盟｢第6回対仏大同盟｣結成(～1814年)
1813年2月28日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ｶﾙﾀﾍﾅからﾍﾞﾈｽﾞｴﾗに反攻開始/ｸｸﾀのたたかいに勝利
1813年2月28日-09:00|日本|東京都台東区|文化10年1月28日|<大相撲>文化10年1月場所[江戸浅草観世音](10日
  間)優勝:(東前1)柏戸,7勝1敗1分1無勝負/この場所から頂より改め
1813年2月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝが､ﾛｼｱとｶﾘｯｼｭ条約を締結し､ﾛｼｱと和平友好同盟を結ぶ
1813年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞﾝﾄﾞ国摂政｢ﾗﾆ･ｿﾌﾞﾗﾋ･ｶｳﾙ｣(~18140623没)
1813年3月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾕｽﾌ･ｻｲｱｰ･ﾘｰ｣(2回目~1814年)
1813年3月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ領内に進攻したﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ｻﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞﾙ･ﾀﾁﾗを占領
1813年3月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾛｻﾞﾘｵ北方のﾊﾟﾗﾅ河畔ｻﾝﾛﾚﾝｿのたたかい/ｻﾝﾏﾙﾃｨﾝの指揮するﾗﾌﾟﾗﾀ軍が,ｻﾊﾞﾗ
  の指揮する王党派軍を撃破
1813年3月3日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟをﾌﾗﾝｽからｽｳｪｰﾃﾞﾝに割譲(~18140530)
1813年3月4日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ･ﾀﾞﾚﾝﾃﾞﾘ｣(~18150330)
1813年3月4日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｶﾙﾃﾞﾛﾝ伯ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾏﾘｱ･ｶｼﾞｪﾊﾃﾞﾙ･ﾚｲ｣(~18160920
  )
1813年3月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝがﾌﾗﾝｽに宣戦布告
1813年3月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ﾋﾟｳｽ7世が､ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世との政教条約を破棄
1813年3月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<離脱>ﾗｲﾝ同盟:ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘﾝ公国
1813年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾛｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾆｰﾙ･ﾌﾟﾘﾑﾛｰｽﾞ｣
1813年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾛｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾌﾟﾘﾑﾛｰｽﾞ｣(~18680304死去)
1813年3月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾃｨｱｰﾗ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｴ･ﾗｼﾞｶﾞﾝ)｢ｶﾗﾑ･ｼﾝ｣(~18451223没)､摂政｢ﾏﾊﾗﾆ
  ･ｵｰｽ･ｶｳﾙ｣(~1823年10月没)
1813年3月26日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾚﾝｶﾞ河口でﾗﾌｧｴﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｿｯﾀ大佐の率いるﾀﾙｶｳｱﾉ民兵隊が副王軍に惨敗/部隊はｺﾝ
  ｾﾌﾟｼｵﾝを占領
1813年3月29日-09:00|日本|愛知県豊田市|文化10年2月27日|<交替>三河挙母藩2万石｢内藤政峻｣隠居⇒養子｢内
  藤政成｣が継ぐ(⇒文政13(1830)年9月20日､隠居)
1813年3月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<離脱>ﾗｲﾝ同盟:ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ公国
1813年4月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾏｾﾄﾞﾆｱﾝ｣(1325t､1812.12,ｱｿﾞﾚｽ諸島南方海域にて拿捕した
  ｲｷﾞﾘｽ海軍38門砲艦MacedonianをWoolwich Dockyardで改装)
1813年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴｰﾙｱﾝﾄﾆｵﾀﾞﾐｱｰﾆ｣
1813年4月5日-09:00|日本|東京都中央区|文化10年3月5日|<初演>四代目鶴屋南北｢於染久松色読販｣江戸森田座<
  お染の七役>町娘お染､若衆久松､芸者小糸､老女貞昌､鬼婆土手お六､田舎娘お光､奥女中竹川･(7役)五代目岩井
  半四郎
1813年4月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾏｶﾞﾝｶﾞ･ﾏﾆｷﾔ｣(2回目~18261114)
1813年4月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの数学者･天文学者ﾗｸﾞﾗﾝｼﾞｭ/77歳(誕生17360125)
1813年4月12日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾓﾚﾛｽ軍,ｱｶﾌﾟﾙｺを占領.南ﾒｷｼｺの支配権を獲得
1813年4月13日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官｢第9回政府理事会:ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾚﾗ･ｲ･ｳﾞｪﾙﾄﾞｩｰｺﾞ
  (3回目､11月まで)/ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ｲﾝﾌｧﾝﾃ･ｲ･ﾛﾊｽ(議長､18130823~18140111)/ﾎｾ･ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ﾗ･･ｾﾙﾀﾞ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ｺﾝﾁｬ/ﾌ
  ﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾚｽ･ｻﾗｽ(18130413~8.23議長､18131009まで)/ﾏﾇｴﾙ･ﾏﾝｿ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ･ｲ･ｻﾝﾀ･ｸﾙｽ(2回目)/ﾎｾ･ｻﾝﾃｨｱｺ
  ﾞ･ﾎﾟﾙﾀﾚｽ･ﾗﾗｲﾝ(2回目)/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾎｾ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ﾊﾗｹﾏﾀﾞ(2回目)/ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｵｲｷﾞﾝｽ･ﾘｹﾙﾒ(2回目､18131129から)/ﾌｱﾝ･ｴｶﾞ
  ﾆｬ･ﾘｽｺ/ｱｳｸﾞｽﾃｨﾇｽ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｴｲｻﾞｷﾞﾚ･ｱﾚﾁｬｳﾞｧﾗ(18140111から議長)/ﾎｾ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ｼｴﾝﾌｴｺﾞｽ･ｱﾙﾃｱｶﾞ｣(~18140307)



1820迄(2692件)

1813年4月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾒﾘｶ軍､ｽﾍﾟｲﾝ領ｳｪｽﾄ･ﾌﾛﾘﾀﾞのﾓｰﾋﾞﾙを占領
1813年4月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｰﾏ･ｳﾞｧﾙﾏ3世｣(~18461227没)､摂政｢ﾗﾆ･ｶﾞｳﾘ･ﾗｸｼ
  ｭﾐ･ﾊﾞｲ｣(2回目~18150818)
1813年4月19日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ ｴｲﾝｽﾞﾘｰ｣(~1814年)
1813年4月21日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾊｰｳﾞｪｲ｣(2回目~8.13)
1813年4月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾊﾞﾝﾀﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｷﾓｼﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾛｰｼﾞ｣(~18310620没)
1813年4月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｬﾝﾌﾞｰｼﾞ3世ｱｯﾊﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1821070
  2没)
1813年4月27日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾏｳﾚ川南岸のﾊﾟﾚﾊで両者の遭遇戦.独立軍の圧勝
1813年4月27日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ軍が､ｲｷﾞﾘｽからﾄﾛﾝﾄを奪う
1813年4月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶ軍の攻撃によりﾖｰｸが焼失
1813年5月 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾎﾟﾄｼをｱﾙｾﾞﾝﾁﾝが占領(~12月)
1813年5月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ｸﾘｵｰｼﾞｮの独立派,ｻﾝｶﾙﾛｽの砦を占拠
1813年5月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢George William Ramsay｣(~18150401)
1813年5月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ﾛｼｱ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾗｲﾌﾟﾂｨｯﾋ近くのﾘｭﾂｪﾝでﾛｼｱ･ﾌﾟﾛｼｱ連合軍を破る
1813年5月2日 04:00|ﾁﾘ|  |||独立派,ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝの奪還に成功
1813年5月8日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾁｪﾙｿを占領
1813年5月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾊｲｵ州ﾒｲｸﾞｽ城塞の戦いで､ｱﾒﾘｶ軍がｲｷﾞﾘｽ軍の包囲を破る
1813年5月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾀﾞﾝﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾙ･ｶｰﾝ1世｣(~1825年没)､｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶﾏﾙ
  ･ｱﾄﾞ=ﾃﾞｨﾝ･ｶｰﾝ2世｣(~1815年没)
1813年5月11日-09:00|日本|東京都台東区|文化10年4月11日|浅草弁天の池で､水車を仕掛け､人力を用いずに人
  形を踊らせる､鳴り物入り｢からくり興行｣開始
1813年5月13日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾀｲ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王｢ｱﾝ･ﾁｬﾝ2世(2回目~18350107)
1813年5月14日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ,蜂起2周年を記し独立を宣言
1813年5月14日-09:00|日本|東京都|文化10年4月14日|幕府が､伊勢町に米会所を設置し､120人に株札を免許
1813年5月14日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|文化10年4月14日|<交替>摂津尼崎藩48000石｢松平忠宝｣隠居⇒次男｢
  松平忠誨｣が継ぐ(⇒文政12(1829)年8月27日､死去)
1813年5月15日 04:00|ﾁﾘ|  |||追撃中のｶﾚﾗ軍,ﾇﾌﾞﾚ川北岸ｻﾝｶﾙﾛｽで惨敗
1813年5月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||20日からのﾊﾞｳﾂｪﾝの戦いでﾌﾗﾝｽ軍がｵｰｽﾄﾘｱとﾌﾟﾛｲｾﾝに勝利
1813年5月21日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾁﾘ対立総督･司令官(ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ)｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾚﾊ･ｲ･ﾏﾘｽｶﾙ｣
1813年5月21日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ対立総督･司令官(ﾁﾗﾅ⇒ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ)｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾝﾁｪｽ｣(~181401
  01)
1813年5月22日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｱﾌ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ｣(~18140219)
1813年5月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｱﾙｼﾞｪﾘｱのｲﾀﾘｱ女｣》
1813年5月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ｼﾞｪﾗｰﾙ･ﾃﾞｭﾛｯｸ｣
1813年5月26日-09:00|日本|熊本県人吉市|文化10年4月26日|<死去>相良長寛(63歳)前肥後人吉藩主
1813年5月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||(ｼﾞｮｰｼﾞ砦の戦い)(25~)ｱﾒﾘｶ軍はﾅｲｱｶﾞﾗ川がｵﾝﾀﾘｵ湖に流れ込む場所に
  あるｼﾞｮｰｼﾞ砦の戦いでｲｷﾞﾘｽ軍の基地を奪取し､守備兵を破った
1813年5月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｻｹｯﾂ湾の戦い>ｱﾒﾘｶ軍がｲｷﾞﾘｽ軍の攻撃を撃退
1813年5月30日-09:00|日本|  ||文化10年5月|<出版>鈍々亭和樽編(辰斎･一九･柳斎･辰湖･京伝･三馬･北嵩･北馬
  ･北寿･俊満･辰光･辰一･辰暁などの挿画)｢狂歌関東百題集｣
1813年5月31日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾌﾞﾗｯｸｽﾗﾝﾄﾞらが､初めてﾌﾞﾙｰﾏｳﾝﾃﾝｽﾞの横断に成功
1813年6月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||米艦ﾁｪｻﾋﾟｰｸ､英艦ｼｬﾉﾝに拿捕される
1813年6月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝとﾌﾟﾛｲｾﾝ･ﾛｼｱ軍がﾌﾟﾚｼｭｳﾞｨｯﾂで40日間の休戦協定を結ぶ
1813年6月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<米英戦争:ｽﾄｰﾆｰ･ｸﾘｰｸの戦い>ｵﾝﾀﾘｵ州で英国軍が米国軍に勝利
1813年6月7日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｼｪﾜ王｢ｳｪﾙﾃﾞ･ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ･ﾃｵﾄﾞﾛｽ｣
1813年6月7日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｼｪﾜ王｢ｻｰﾚ･ｾﾗｼｴ｣(~18471012没)
1813年6月13日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｼﾞｭｯﾊﾟﾅを占領
1813年6月14日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾗﾙﾌ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ卿｣(1期目~182
  10412)
1813年6月14日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(2回目~18210730)
1813年6月15日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ東部ではｻﾝﾁｱｺﾞ･ﾏﾘｰﾆｮが反乱開始
1813年6月15日-09:00|日本|長崎県対馬市|文化10年5月17日|<死去>宗義功(41歳)前対馬府中藩主
1813年6月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ﾛｼｱと同盟を結ぶ
1813年6月17日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾏﾙｺﾋﾞｯﾁ･ﾊｰﾃｨﾝｸﾞ｣(~1817年10月)
1813年6月18日-09:00|日本|愛知県刈谷市|文化10年5月20日|<死去>三河刈谷藩23000石｢土井利謙｣(27歳)⇒弟｢
  土井利以｣が継ぐ(⇒文政12(1829)年11月30日､死去)
1813年6月18日-09:00|日本|東京都|文化10年5月20日|<死去>朋誠堂喜三二(手柄岡持)(79歳)出羽久保田藩士､戯
  作者･狂歌帥
1813年6月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<半島戦争:ﾋﾞﾄﾘｱの戦い>ｲｷﾞﾘｽ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｽﾍﾟｲﾝ連合がﾌﾗ
  ﾝｽに勝利
1813年6月22日-09:00|日本|長野県須坂市|文化10年5月24日|<交替>信濃須坂藩10053石｢堀直晧｣隠居⇒長男｢堀
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  直興｣が継ぐ(⇒文政4年6月10日(18210709)､死去)
1813年6月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾋﾞｰﾊﾞｰ･ﾀﾞﾑｽﾞの戦い>ﾅｲｱｶﾞﾗ滝の西で英国軍ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ待ち伏せで米国軍
  降伏
1813年6月26日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Sir John Skinner｣(~18141207)
1813年6月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾗｲﾋｪﾝﾊﾞｯﾊで､ﾛｼｱ､ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ｵｰｽﾄﾘｱが条約を結ぶ
1813年6月28日-09:00|日本|  ||文化10年6月|<出版>北尾政美｢魚貝略画式｣
1813年7月 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾖﾊﾝ･ｶｰﾙ･ﾃｭｴﾚﾋﾄ･ｶｽﾃﾝｼｵﾙﾄ｣(~18190618)
1813年7月16日-09:00|日本|広島県福山市|文化10年6月19日|分郡多治米村,雷雨激しく農家30戸崩壊,2人死亡
1813年7月17日-09:00|日本|福島県相馬市|文化10年6月20日|<死去>相馬祥胤(49歳)前陸奥相馬中村藩主
1813年7月25日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  ||文化10年6月28日|ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ総督ﾗｯﾌﾙｽﾞがｵﾗﾝﾀﾞ商館乗っ取りを
  企てる/ﾗｯﾌﾙｽﾞが元甲比丹ﾜﾙﾃﾞﾅｰﾙ､蘭人ｶﾂｻなどとともにｵﾗﾝﾀﾞ国旗を掲げた英国船2隻で来航/商館長ﾄﾞｰﾌの巧
  妙な拒絶で商館の明け渡しを拒否､幕府に内密に画策し､ｵﾗﾝﾀﾞ船として貿易させ斥ける
1813年7月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ﾊﾞｰﾝﾄ･ｺｰﾝの戦い>ｱﾒﾘｶ軍がｸﾘｰｸ族ﾚｯﾄﾞ･ｽﾃｨｯｸｽを急襲し一旦潰走させたが､戦
  士たちが戻って来てｱﾒﾘｶ軍を撃退
1813年7月27日-09:00|日本|  ||文化10年7月|<出版>佐山半七丸(速水暁斎画)｢都風俗化粧伝｣
1813年7月27日-08:00|中国|  ||清･嘉慶18年7月|清がｱﾍﾝの販売禁止令を公布し､ｱﾍﾝの販売と吸引を禁止
1813年7月31日-09:00|日本|東京都|文化10年7月5日|<死去>蒲生君平.赤痢のため(46歳)儒学者､尊王論者.寛政
  の三奇人の一人
1813年8月-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ﾛｼｱの軍事同盟｢第6回対仏大同盟｣にｵｰｽ
  ﾄﾘｱ､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ､ﾗｲﾝ同盟諸邦が参加
1813年8月3日-09:00|日本|群馬県沼田市|文化10年7月8日|<交替>上野沼田藩35000石｢土岐頼布｣隠居⇒養子｢土
  岐頼潤｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年9月22日､死去)
1813年8月4日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾛｺﾞｽﾞﾆﾂｧを占領
1813年8月4日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗで､独立運動指導者のﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙがｶﾗｶｽを奪還
1813年8月6日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗで第2次共和国が成立(~19140716)
1813年8月8日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ連邦人民解放軍総長｢ｻｲﾓﾝ･ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾝﾃｨｼﾏ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･
  ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ･ｲ･ﾊﾟﾗｼｵｽ｣(⇒10.14解放者･陸軍最高司令官~18140908)
1813年8月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Pedro Fagundes Bacellar Antas e Meneses｣
1813年8月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Luis Beltrao de Gouveia e Almeida｣(~18140701死去)
1813年8月11日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱのﾌﾗﾝﾂ1世(ﾅﾎﾟﾚｵﾝの義父)､対仏宣戦布告
1813年8月13日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾌﾟﾘｰ卿｣(1回目~1815年7月)
1813年8月17日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱによるｱｸﾞﾗﾑ(ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ)占領
1813年8月17日-09:00|日本|東京都|文化10年7月22日|<死去>初代中山文七(82歳)歌舞伎役者
1813年8月19日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱによるｶｰﾙｼｭﾀｯﾄ(ｶﾙﾛｳﾞｧﾂ)占領
1813年8月21日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾏｰｸ･ｳｨﾙｸｽ｣(~18160414)
1813年8月23日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ大統領｢ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ｲﾝﾌｧﾝﾃ｣(~18140110)
1813年8月26日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｲｸﾞﾅｰｸ･ｸﾞﾛﾌ･ｷﾞｭﾗｲ｣(2度目~18311111)
1813年8月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶｯﾂﾊﾞｯﾊで､ﾌﾗﾝｽ軍がﾌﾟﾛｲｾﾝ軍に敗れる
1813年8月26日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾌｨｳﾒをｵｰｽﾄﾘｱが占領(~18140530)
1813年8月26日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｳｨｯﾄﾜｰｽ伯爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨｯﾄﾜｰｽ｣(~18171009)
1813年8月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾅﾎﾟﾚｵﾝ戦争:ﾄﾞﾚｽﾃﾞﾝの戦い>(26日～)ﾌﾗﾝｽ軍が第六次対仏大同盟軍に勝
  利
1813年8月29日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国誉大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ｣(~18141212)
1813年8月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<ｸﾘｰｸ戦争:ﾐﾑｽﾞ砦虐殺>ｸﾘｰｸ族がﾐﾑｽﾞ要塞を襲い､500人の白人が殺害される
1813年8月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻﾝ･ﾏﾙｼｱﾙのたたかい.これに敗れたﾌﾗﾝｽ軍はｽﾍﾟｲﾝより全面撤退
1813年9月 10:00|ｸｯｸ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||(または10月)ｴﾝﾃﾞﾊﾞｰでｲｷﾞﾘｽ大尉ｾｵﾄﾞｱｳｫｰｶｰがﾗﾛﾄﾝｶﾞを発見し､後にｳｫｰ
  ｶｰｽﾞｱｲﾗﾝﾄﾞと呼ばれた
1813年9月3日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督代行｢ｲｸﾞﾅﾂ･ｶｰﾙ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｺﾘﾝｽｷｰ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾚｽﾞｹ(全権裁判所長
  官)｣(~18150421)
1813年9月4日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾎｾ･ｶﾞﾙﾄﾞｷ･ﾃﾞ･ﾊﾗﾍﾞｲﾃｨｱ｣(~18161210死去)
1813年9月4日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|文化10年8月10日|<死去>秋田倩季(63歳)前陸奥三春藩主
1813年9月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯｢ｹﾞｵﾙｸ1世｣
1813年9月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯｢ｹﾞｵﾙｸ2世｣(~18450515死去)
1813年9月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ､ﾌﾟﾛｲｾﾝ､ｵｰｽﾄﾘｱがﾃｨﾙﾋﾞｯﾂ協定を結び､攻守同盟を成立させる/ﾗ
  ｲﾝ同盟解散
1813年9月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<米英戦争:ｴﾘｰ湖の湖上戦>ｱﾒﾘｶの提督ｵﾘｳﾞｧｰ･ﾊｻﾞｰﾄﾞ･ﾍﾟﾘｰの新造船団
  が5大湖のｲｷﾞﾘｽ海軍力と補給路を壊滅させる
1813年9月11日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事代理｢John Burgess Haffey｣(~同月)
1813年9月11日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾓﾅｶﾞｽ軍､ｶﾁﾎﾟでﾎﾞﾚｽ軍を打ち破る
1813年9月11日-09:00|日本|愛知県刈谷市|文化10年8月17日|<死去>土井利徳(66歳)前三河刈谷藩主
1813年9月14日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌｨｳﾒをﾌﾗﾝｽが短期間再占領(~15日)
1813年9月19日-09:00|日本|福島県二本松市|文化10年8月25日|<死去>陸奥二本松藩100700石｢丹羽長祥｣(34歳)
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  ⇒11月19日､長男｢丹羽長富｣が継ぐ(⇒安政5(1858)年10月11日､隠居)
1813年9月20日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｼﾊﾟﾝ島､ﾛﾌﾟﾄﾞ島､ｺﾛﾁｪｯﾌﾟ島､ｶｳﾞﾀｯﾄ島を占領(~1815年7月)
1813年9月21日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｳｽｷｭﾌﾞﾘ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~18151109)
1813年9月29日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱがﾗｲﾊﾞｯﾊを再占領
1813年9月29日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化10年9月6日|<死去>初代･中山文七/82才
1813年9月30日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾄﾞﾙ銀貨と｢ﾀﾞﾝﾌﾟ｣唯一の合法的な通貨となる
1813年9月30日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ共和国宣言
1813年9月30日-09:00|日本|徳島県徳島市|文化10年9月7日|<交替>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀治昭｣隠居⇒次
  男｢蜂須賀斉昌｣が継ぐ(⇒天保14(1843)年10月､隠居)
1813年10月 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾃﾑｽﾞ川の戦いでﾃｸﾑｼが戦死､ｲﾝﾃﾞｨｱﾝのﾏｲｱﾐ連合が崩壊
1813年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1813年10月1日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||ﾍﾞﾙｸﾞﾗﾉ軍,ﾋﾞﾙｶﾌﾟｰｷﾞｵのたたかいに敗れる
1813年10月2日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟｽｺ･ｸﾙｯｸ､昼間働いている徒弟などのために夜間学校を開く
1813年10月3日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>革命ｾﾙﾋﾞｱ管理評議会会長｢ﾑﾗﾃﾞﾝ･ﾐﾛｳﾞｧﾉｳﾞｨｯﾁ｣(~1814年)
1813年10月3日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｲﾘｭﾘｱ暫定民政･軍事総督｢ｸﾘｽﾄﾌ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾗｯﾃﾙﾏﾝ｣
  (~18150318)
1813年10月3日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国のｾﾙﾋﾞｱ支配が復活
1813年10月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<解任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾐﾝﾄ男爵ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ｴﾘｵｯﾄ=ﾏ
  ﾚｰ=ｷﾆﾝﾏｳﾝﾄﾞ｣摂政皇太子ｼﾞｮｰｼﾞの圧力で
1813年10月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾞﾝｶﾞﾙ総督(ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾓｲﾗ伯爵ﾌﾗﾝｼｽ･ﾛｰﾄﾞﾝ=ﾍｲｽ
  ﾃｨﾝｸﾞｽ｣(18170213からﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ侯爵~18230109)
1813年10月5日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾒｲﾄﾗﾝﾄﾞ卿｣(~18240117死去)
1813年10月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<米英戦争:ﾃﾑｽﾞの戦い>ﾃﾑｽﾞ川(ﾋｭｰﾛﾝとｴﾘｰ湖を結ぶ河)でﾊﾘｿﾝの率いる
  ｱﾒﾘｶ軍が,ﾈｲﾃｨｳﾞ･ｱﾒﾘｶﾝとｲｷﾞﾘｽの連合軍を破る
1813年10月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍は敗走するﾌﾗﾝｽ軍を追い,ﾋﾟﾚﾈｰ山脈を越えてﾌﾗﾝｽ領内まで進出
  .ﾍﾞｲﾖﾝとﾎﾞﾙﾄﾞｰを制圧
1813年10月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<離脱>ﾗｲﾝ同盟:ﾊﾞｲｴﾙﾝ王国
1813年10月8日-08:00|中国|  ||清･嘉慶18年9月15日|李文成率いる天理教徒の反乱がおこり､林清の一隊が紫禁
  城に乱入
1813年10月12日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｸﾞﾘｽﾀｰﾝ条約で､第1次ﾛｼｱ･ﾍﾟﾙｼｬ戦争が終結/ﾍﾟﾙｼｬは､ﾊﾞｸｰ､ｼ
  ｪｷ(ｼｬｯｷ)､ｸﾊﾞ､ｼﾙｳﾞｧﾝ(ｼｬﾏｶ)､ﾀﾘｼｭ､ｶﾗﾊﾞﾌ(ｶﾗﾊﾞｰｸﾞ)の主権をﾛｼｱに譲渡
1813年10月12日-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬが､ﾛｼｱとｺﾞﾚｽﾀｰﾝ平和条約を締結/ｶﾗﾊﾞｰｸﾞ､ﾀﾞﾙﾊﾞﾝﾄﾞなどｶﾌｶｽﾞとｶｽﾋ
  ﾟ海の間の全地域に関する主権を放棄
1813年10月12日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ共和国執政官｢ﾎｾ･ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ﾌﾗﾝｼｱ･ｲ･ﾍﾞﾗｽｺ｣｢ﾌﾙ
  ﾍﾝｼｵ･ｲｪｸﾞﾛｽ･ｲ･ﾌﾗﾝｺ･ﾃﾞ･ﾄｰﾚｽ｣(~18141004)
1813年10月12日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ,本国とﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽの双方に対し独立共和国樹立宣言/ｽﾍﾟｲﾝ
  軍にたいし蜂起
1813年10月14日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｶﾗｶｽ市参事会,公民議会においてﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙを最高司令官に任命.｢解放者｣の
  称号を授与.戦時独裁体制を敷く
1813年10月18日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾐｰﾄﾞ｣(~18140107)
1813年10月19日-09:00|日本/ﾛｼｱ|北海道函館市|文化10年9月26日|幕府､箱館にてｺﾞﾛｰﾆﾝを釈放
1813年10月19日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦10月6日|<ﾅﾎﾟﾚｵﾝ戦争:ﾗｲﾌﾟﾂｨﾋの戦い>(16~)ﾌﾟﾛｲｾﾝ･ﾛｼ
  ｱ･ｵｰｽﾄﾘｱ同盟軍が､ﾗｲﾌﾟﾁｯﾋでﾌﾗﾝｽ軍を破る
1813年10月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ中央行政長官｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｶｰﾙ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ｳﾞｫﾑ･ｳﾝﾄ･ﾂﾑ･ｼｭﾀｲﾝ(ﾌﾟﾛ
  ｲｾﾝ)｣(~18140615)
1813年10月24日-09:00|日本|  ||文化10年10月|<出版>北尾政美｢草花略画式｣
1813年10月24日-09:00|日本|静岡県富士宮市|文化10年10月|富士妙蓮寺表門等再建
1813年10月24日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ帝国とｲｽﾗﾑｶﾞｰｼﾞｬｰﾙ朝が｢ｺﾞﾚｽﾀｰﾝ条約｣締結.ﾛｼｱのｶｽﾋﾟ海航行可能へ
1813年10月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ同盟首座大司教候｢ｳｼﾞｪｰﾇ･ﾄﾞ･ﾎﾞｱﾙﾈ(ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ大公)｣(~1813.12)
1813年10月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ大公｢ｳｼﾞｪｰﾇ･ﾛｰｽﾞ･ﾄﾞ･ﾎﾞｱﾙﾈ｣(~12月)
1813年10月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ大公｢ｶｰﾙ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾌｫﾝ･ﾀﾞｰﾙﾍﾞﾙｸ｣
1813年10月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<離脱>ﾗｲﾝ同盟:ｳﾞｭﾙﾂﾌﾞﾙｸ大公国
1813年10月26日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||<米英戦争:ｼｬﾄｰｹﾞｰの戦い>ｶﾅﾀﾞ侵攻を目論む米軍をｹﾍﾞｯｸ州でｶﾅﾀﾞ軍が
  撃退
1813年10月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ｵﾙﾀﾝｽ･ﾃﾞｭﾛｯｸ｣(~18290924)
1813年10月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃをｵｰｽﾄﾘｱが占領
1813年10月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<再任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯｢ｶｰﾙ｣ﾍｯｾﾝ選帝侯の宗主権下で復活(~1
  8540717死去)
1813年10月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<再任>ﾍｯｾﾝ選帝侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~18210227死去)
1813年10月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣ﾍｯｾﾝ選帝侯の宗主権下で復活(~181602
  15死去)
1813年10月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｳﾞｨｸﾄﾙ･ｱﾏﾃﾞｳｽ｣ﾍｯｾﾝ選帝侯の宗主権下で復活(~18



1820迄(2692件)

  341112死去断絶し､本家のﾍｯｾﾝ選帝侯領に回収)
1813年11月 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||ﾍﾞﾙｸﾞﾗﾉ軍,ｱﾖｳｰﾏでも惨敗,軍はほぼ崩壊
1813年11月2日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾔﾋﾔ2世･ｲﾌﾞﾝ･ｽﾙｰﾙ｣(~1827年8月)
1813年11月2日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<退任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｶﾞｰﾘｰﾌﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾏｻｰﾄﾞ｣
1813年11月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<離脱>ﾗｲﾝ同盟:ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ王国
1813年11月2日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｽﾌﾟﾘｯﾄをｵｰｽﾄﾘｱが占領
1813年11月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<解体>ﾗｲﾝ同盟
1813年11月5日-09:00|日本|長野県長野市|文化10年10月13日|信濃･善光寺町で米価騰貴から打ち壊しがおこる
1813年11月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾐﾙｻﾞ･ﾏﾊﾗｵ)｢ﾊﾞﾙﾏﾙｼﾞｰ2世｣(~18190325)､摂政｢ﾌｾｲﾝ･ﾐﾔﾝ｣(~
  1814年)
1813年11月6日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾓﾚﾛｽが､ﾒｷｼｺのｽﾍﾟｲﾝからの独立を宣言
1813年11月7日-09:00|日本|富山県|文化10年10月15日|富山藩領の農民が,年貫減免と新田開発反対などをがか
  げて強訴し村役人･庄屋宅を襲う
1813年11月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾛﾘﾀﾞで､ｱﾒﾘｶ軍とｸﾘｰｸ族の大規模な衝突があり､300人以上のｸﾘｰｸ族が死亡
1813年11月11日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<米英戦争:ｸﾗｲｽﾗｰ農園の戦い>ｵﾝﾀﾘｵ州ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ奪取を目指して戦
  力を投入したｱﾒﾘｶ軍であったが､数では10分の1とはるかに劣勢であったｲｷﾞﾘｽ軍が圧倒的な勝利を得た
1813年11月12日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｭﾘｱ
  ｽ｣(2回目~18140625)
1813年11月15日-09:00|日本|  ||文化10年10月23日|<死去>奥文鳴(41歳)画家
1813年11月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ連合総局長｢ｷﾞｰｽﾍﾞﾙﾄ･ｶﾚﾙ･ﾌｧﾝ･ﾎｰｹﾞﾝﾄﾞﾙﾌﾟ/ｸﾞﾗｰﾍﾞﾝﾓｱ領主･ﾏｱｽ
  ﾀﾞﾑ=ﾍﾞﾝｿｰﾝ=ﾋﾝｹﾚﾉｰﾙﾄ卿･ｱﾀﾞﾑ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾞｭｰﾙ･ｱﾙﾏﾝ･ｳﾞｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｭｲﾝ｣(~12.6)
1813年11月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<発足>ｵﾗﾝﾀﾞ連合[ｵﾗﾆｴ･ﾅｯｿｰ公の名において]ﾌﾗﾝｽに背く
1813年11月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ･ﾜｰｸﾞﾅｰが戦火のさなか発疹ﾁﾌｽで/ﾘﾋｬﾙﾄ･ﾜｰｸﾞﾅｰの父
1813年11月23日-09:00|日本|  ||文化10年冬|<刊行>経世家海保青陵｢稽古談｣
1813年11月27日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||『ｼﾄﾞﾆｰ･ｶﾞｾﾞｯﾄ』紙､ﾊﾟﾗﾏｯﾀとｳｨﾝｻﾞｰ間の道路が開通したことを報道
1813年12月-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾏｯｻﾜがｴｼﾞﾌﾟﾄに占領される(名目上はｵｽﾏﾝ帝国の一部~1826年)
1813年12月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ黒公｣ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯か
  ら昇格(~18150615ｶﾄﾙ･ﾌﾞﾗの戦いで戦死)ｴｰﾙｽ公
1813年12月 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ﾄﾄﾆｶﾊﾟﾝでｲﾝﾃﾞｨｵ指導者ｱﾅｽﾀｼｵ･ﾂﾙによる蜂起.20日間で敗北
1813年12月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ軍ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ侵攻作戦失敗
1813年12月2日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ｵﾗﾝﾀﾞ連合君主｢ｳｨﾚﾑ6世ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ5世の三男(⇒18150316ﾈｰﾃ
  ﾞﾙﾗﾝﾄ王国国王ｳｨﾚﾑ1世~18401007~18431212死去71歳)
1813年12月2日-09:00|日本|石川県|文化10年11月10日|能登国に貸米要求一揆が起こる
1813年12月2日-09:00|日本|福島県相馬市|文化10年11月10日|<交替>陸奥中村藩6万石｢相馬樹胤｣隠居⇒弟｢相馬
  益胤｣が継ぐ(⇒天保6(1835)年3月7日､隠居)
1813年12月5日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｾﾊﾞｰﾘｮｽ,ﾔｰﾆｪｽにひきいられた王党派の反攻/ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙはｱﾗｳﾚのたたかいに勝
  利
1813年12月6日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｻﾞﾗがｵｰｽﾄﾘｱに占領される
1813年12月7日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国枢密院議長｢ﾓﾙﾄｹ･ﾃｨﾙ･ﾌﾞﾚｹﾞﾝﾄｳﾞｪｰﾄ伯爵ﾖｱﾋﾑ･ｺﾞｯｽｹ｣(~18
  180824没)
1813年12月7日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖﾊﾝ1世｣(2回目~18360420)
1813年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《交響曲第7番ｲ長調Op.92》《ｳｪﾘﾝﾄﾝの勝利､
  またはｳﾞｨｯﾄﾘｱの戦い》
1813年12月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｽﾍﾟｲﾝ王｢ｼﾞｮｾﾌ｣
1813年12月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ｽﾍﾟｲﾝ国王(ﾎﾞﾙﾎﾞﾝ朝)｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世｣(~18330929死去48歳)ﾅﾎﾟﾚｵﾝとｳﾞｧ
  ﾗﾝｾｰ条約締結
1813年12月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗﾀﾞﾝﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1813年12月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､ｲｷﾞﾘｽとの通商禁止令が発効
1813年12月18日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英軍､ﾅｲｱｶﾞﾗ砦を陥落させる
1813年12月20日-09:00|日本|東京都墨田区|文化10年11月28日|<大相撲>文化10年11月場所[江戸本所回向院](10
  日間)優勝:(西前1)柏戸,7勝1敗1無勝負
1813年12月21日 11:00|日本|東京都|文化10年11月29日|夜､高砂町西側より出火､(中略)和泉町東側より大坂町､
  堺町､葺屋町､両座の芝居､難波町､よし町､乗物町､稲荷堀酒井侯御やしきに至り､翌朝六時過ぎ鎮火
1813年12月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾌｧﾃ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(2回目~18540711)
1813年12月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ軍がｸﾘｰｸ族の聖地のｴｽｶﾅﾁｬﾊを攻略
1813年12月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶18年12月|済州島で民乱発生
1813年12月23日-08:00|中国|  ||清･嘉慶18年12月|李文成率いる天理教徒の反乱が清軍に鎮圧される
1813年12月24日-09:00|日本|京都府京都市|文化10年閏11月2日|<死去>117代天皇･女帝｢後桜町天皇｣(74歳､元文
  5(1740)0803生)
1813年12月25日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾕｰﾍﾟﾝとﾏﾙﾒﾃﾞｨが連合国軍(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ軍とﾌﾟﾛｲｾﾝ軍)に占領さ
  れる
1813年12月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾊﾟﾙﾐｰﾗのｱｳﾚﾘｱｰﾉ｣》
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1813年12月28日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官｢Juan Manuel Cagigal y Ni
  no｣(~18140814)
1813年12月29日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽでﾅﾎﾟﾚｵﾝ憲法が廃止される/旧憲法が復活
1813年12月31日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ連合国務長官｢ｱﾝﾄﾝ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ･ﾌｧﾙｸ｣(~18180319)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾞﾘｱﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾅﾄｩ･ｼﾝｼﾞ｣(~1838年没)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾗ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾊﾙﾊﾞﾑｼﾞ･ﾒｶﾞﾊﾞｲ｣(~1838年没)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝﾀｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ｾﾝ｣(2回目~1831年)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾗﾊﾞ国統治者(ｻﾙｹﾙ)｢ﾏﾅｼﾞ2世ｱﾝｸﾞﾘｱ｣(2回目~1817年)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾝﾀﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｶﾝｼﾞ･ﾃﾞｳﾞｧｼﾞ｣(~1821年没)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝｼﾞｪﾘ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｼﾞｬｶﾞﾂｨﾝｼﾞ｣(~1858年没)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼｰ国統治者(ﾗｵ)｢ﾗﾑ･ﾁｬﾝﾄﾞ･ﾗｵ｣(~1835年没)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾘ国統治者(ﾗｵ)｢ﾌｧｲﾗﾝ･ｼﾝ｣(~1857年没)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾐｰﾙ･ｶｰﾝ｣(3回目~1815年)
1814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙｶﾞｼ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｼﾝ｣(~1859年)
1814年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｷ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Ismayil Khan Donboli｣(~1819年)
1814年-04:00|UAE|  |||<即位>ｼｬﾙｼﾞｬ､ﾗｱｽ･ｱﾙ=ﾊｲﾏ首長代理｢Sheikh Hassan bin Rahma Al Qasimi｣(~1820年)
1814年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国国王｢Ssemakookiro Wasajja Nabbunga｣
1814年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｲﾊﾞﾝﾀﾞ統治者(ﾑﾄｩﾊﾞ･ﾑﾄｳ)｢ﾑﾛｺﾞ｣(~1864年)
1814年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ﾍﾞｷﾙ･ｱｶﾞ｣(~1821年)
1814年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国首相｢Kadduwamala｣⇒｢Katimpa｣⇒｢Kafumbirwango｣⇒｢Kimoga｣⇒
  ｢Ssebuko｣(~1832年)
1814年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷﾄｩﾏ｣(~1828年頃)
1814年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾍﾞﾗﾙｰｼのﾛｼｱ軍事総督兼ﾋﾞﾃﾌﾟｽｸ県とﾓｷﾞﾘｮﾌ県民事最高管理者｢ｹﾞﾙﾂｫｰｸﾞ･
  ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸｽｷｰ｣(2回目~1822年8月)
1814年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国国王｢Kamaanya Kadduwamala Mukasa｣(~1836年死去)
1814年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾒﾈﾂｨ･ﾎﾟﾄﾞﾙｽｷｰ軍総督兼ﾎﾟﾄﾞﾘｱ､ｳﾞｫﾙｨｰﾆ行政区域民事主席管理者｢Alekse
  y Nikolayevich Bakhmetyev｣(~1825年)
1814年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾌﾟﾛﾀﾞﾝ･ｸﾞﾘｺﾞﾘｴｳﾞｨｯﾁ｣(~同年)
1814年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Pedro Grimarest｣(2期目~1815年)
1814年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｰﾆｭ公｢ｳｼﾞｪｰﾇ1世｣(~1880年)
1814年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世｣(~18240618死去)
1814年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾋﾞｬﾙﾆ･ｳﾞｨｸﾞﾌｿﾝ･ﾄﾗﾚﾝｾﾝ｣(~18150520)
1814年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞﾚﾚﾄﾝ｣(~1816年12月)
1814年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<即位>ｶﾌ･ﾌﾞﾛﾑ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世｣(~1826年5月没)
1814年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Vicente Lima｣(~4.20)
1814年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者｢ﾎｾ･ﾒﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｷﾛｶﾞ｣(~1817年)
1814年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ･ﾄﾞﾐﾝｹﾞｽ｣(~1817年)
1814年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Alberto Maynez｣(~1816年)
1814年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾚｵﾝ総督･代官｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ｸﾞｱﾙ･ｲ･ｶﾙﾌﾞﾛ｣(~18160917没)
1814年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾌｱﾋﾈ統治者｢Te na ni`a｣
1814年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾌｱﾋﾈ統治者｢Mahine Te hei `ura Puru｣(~18150318)
1814年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾝｶﾞﾙ国をｲｷﾞﾘｽが統治(~1816年)
1814年1月1日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ対立総督･司令官(ﾁﾗﾅ⇒ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ)｢ｶﾞﾋﾞｰﾉ ｶﾞｲﾝｻﾞ･ｲ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ
  ･ﾒﾄﾞﾗﾉ｣(~7.19 )
1814年1月4日-09:00|日本|広島県広島市|文化10年閏11月13日|<死去>浅野重晟(72歳)前安芸広島藩主
1814年1月5日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶｯﾀﾛ(ｺﾄﾙ)砦のﾌﾗﾝｽ軍駐屯地が降伏/ｲｷﾞﾘｽがｶｯﾀﾛ占領(~12日)
1814年1月7日-09:00|日本|  ||文化10年閏11月16日|<死去>尾池春水(64歳)歌人､土佐藩士
1814年1月14日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｷｰﾙ条約でﾃﾞﾝﾏｰｸがﾉﾙｳｪｰをｽｳｪｰﾃﾞﾝに譲渡
1814年1月14日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸが､ｲｷﾞﾘｽとｽｳｪｰﾃﾞﾝと講和を結ぶ(ｷｰﾙ条約)
1814年1月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾍﾙｺﾞﾗﾝﾄはｲｷﾞﾘｽの植民地(ｷｰﾙ条約でﾃﾞﾝﾏｰｸから英国に正式に譲
  渡)
1814年1月14日-09:00|日本|福井県|文化10年閏11月23日|丹生郡蒲生浦から茱崎浦まで延焼,家199軒など焼失
1814年1月18日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾗｸﾞｰｻﾞ共和国総長｢ｼﾞｮﾙｼﾞ伯爵ｼﾓｰﾈ｣再建(2度目~29日)
1814年1月24日-09:00|日本|東京都|文化10年12月4日|<死去>尾藤二洲(69歳)儒学者､寛政の三博士の一人
1814年1月29日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞをｵｰｽﾄﾘｱが占領
1814年1月31日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ最高執政官｢ｶﾞﾙﾊﾞｼｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾎﾟｻｰﾀﾞｽ｣(~18150109)
  三頭制をやめ,最高執政官制に移行
1814年2月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世の派兵により共和派各地で敗北/ﾎﾞｺﾞﾀ共和国崩壊
1814年2月1日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<ﾏﾖﾝ山噴火>ﾌｨﾘﾋﾟﾝの成層火山が噴火.死者1200人以上
1814年2月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~18391203死去)ﾃﾞﾝﾏｰｸ王､ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ=ﾎﾙ
  ｼｭﾀｲﾝ公としてはﾌﾚｾﾞﾘｸ6世
1814年2月12日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾗ･ﾋﾞｸﾄﾘｱの戦い｡青年･学生を中心とする独立軍部隊がﾘﾊﾞｽの指揮の下､ﾎﾞﾍ
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  ﾞｽ軍を迎え撃つ｡共和軍はﾋﾞｾﾝﾃ･ｶﾝﾎﾟ･ｴﾘｱｽの増援を得て勝利｡王党派軍は敗散
1814年2月15日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰ領がﾌﾗﾝｽから分離､4連合国統治(~1815年)ｸﾞｰｳﾞｪﾙﾇｰﾙが
  率いるﾍﾞﾙｷﾞｰ臨時政府に編入(ｵﾗﾝﾀﾞ支配下)
1814年2月15日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞはﾍﾞﾙｷﾞｰ総督支配下(~3.9)
1814年2月20日-09:00|日本|  ||文化11年1月|<出版>北尾政美｢心機一掃｣
1814年2月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《交響曲第8番ﾍ長調Op.93》
1814年3月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾊﾟｸｿｽ諸島を占領
1814年3月3日-09:00|日本|東京都|文化11年1月12日|<死去>歌川豊春(80歳)浮世絵師/歌川流の画祖
1814年3月4日-09:00|日本|広島県広島市南区|文化11年1月13日|安芸郡仁保島向灘浦出火,209軒(216竈)焼失
1814年3月7日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ暫定最高監督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾗﾓﾝ･ﾃﾞ･ｲﾘｻﾘ･ｱﾛﾝｿ｣(~14日)
1814年3月10日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ総督(連合国代表)｢ﾖﾊﾝ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｻｯｸ｣(~18150
  512)
1814年3月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､ﾗｲﾝの戦いで同盟国軍に敗れる
1814年3月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾎﾞﾙﾄﾞｰを占拠
1814年3月14日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ最高監督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾗｽﾄﾗ･ｲ･ﾃﾞﾗ･ｿｯﾀ｣(~7.23)
1814年3月14日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高会議議長｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾈｽﾄﾘｵ･ﾘｾｱｶﾞ･ｲ･ﾚｲﾅ｣(⇒10.24最高政府議長~
  18150224)
1814年3月16日-09:00|日本|東京都|文化11年1月25日|<死去>画工,松田亀玉
1814年3月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ軍ｱﾝﾄﾞﾙｰ･ｼﾞｬｸｿﾝ将軍,ｸﾘｰｸ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝを破る
1814年3月20日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾞｲｱ州ｶｼｮｴｰﾗのﾎﾟﾝﾀ農場で奴隷の反乱が発生
1814年3月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝが､ｱﾙｼ･ｼｭﾛｰﾌﾞでｵｰｽﾄﾘｱ軍に敗れる
1814年3月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ軍ｼﾞｬｸｿﾝ将軍,ﾎｰｽｼｭｰ･ﾍﾞﾝﾄﾞでｸﾘｰｸ族とﾁｪﾛｷｰ族を破る
1814年3月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾗﾝｽが連合軍に降伏しﾊﾟﾘが開城
1814年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｱﾙﾍﾞﾙﾃｨｰﾆ｣
1814年4月6日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ卿｣(~18260305)
1814年4月6日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<再任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ18世｣(~18150320)､｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾌﾗﾝﾁｪｽｸ･ｱﾝﾄ
  ﾆｰ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾃﾞｭｴﾅ･ｲ･ｼｽﾈﾛｽ｣(2回目~18160923)
1814年4月6日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国国務院副議長兼閣僚評議会議長｢ｷﾞｰｽﾍﾞﾙﾄ･ｶﾚﾙ･ﾌｧﾝ･ﾎｰｹﾞﾝﾄﾞﾙ
  ﾌﾟ｣(~18161107)
1814年4月6日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾊﾝｽ･ﾌｫﾝ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ｣Con(1期目~9.22)
1814年4月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(復古ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ朝)ﾙｲ18世[ﾙｲ16世の弟](~18150320)
1814年4月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾌﾗﾝｽ皇帝ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ､ﾊﾟﾘ郊外南東の｢ﾌｫﾝﾃｰﾇﾌﾞﾛｰ宮殿｣で
1814年4月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾏ公｢ﾏｰﾘｱ･ﾙｲｰｻﾞ｣(~18471217死去56歳)
1814年4月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ｲﾀﾘｱ王(ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ朝)｢ﾅﾎﾟﾚｵｰﾈ1世｣ﾌﾗﾝｽ皇帝
1814年4月11日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ｻﾝﾏﾘﾉは教皇の保護下(~18600318)
1814年4月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､ﾏﾃﾞｨｿﾝ大統領､出港禁止法と輸入禁止法を廃止する法案に署名
1814年4月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾗﾝｽと｢第6次対仏大同盟｣諸国との間で講和条約｢ﾌｫﾝﾃｰﾇﾌﾞﾛｰ
  条約｣締結
1814年4月17日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ暫定政府(反乱によって設立)大統領･議長｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾏﾘｰ･ﾙｲ･ｺﾞﾝ
  ｻﾞｸﾞ･ﾄﾞ･ﾐﾛ･ﾃﾗｯﾂｧｰﾆ｣(~6.17)
1814年4月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝでｴﾘｵ将軍のｸｰﾃﾞﾀｰ.ｶﾃﾞｨｽ憲法が破棄され王政復古､ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世復位
1814年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ=ﾌﾞﾙｰｽ｣
1814年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾙｰﾃﾞﾈﾙ=ﾌﾞﾙｰｽ｣(⇒18210717初代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ
  侯~18560104死去)
1814年4月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝがｴﾙﾊﾞ島に向かうためﾊﾟﾘを出発
1814年4月20日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Jose de Moldes｣(~1815.1)
1814年4月20日-09:00|日本|東京都中央区|文化11年3月|｢隅田川花御所染｣初演､[作･四代目鶴屋南北],市村座
1814年4月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ･ｱﾝﾃﾗｵ､土砂くずれ､死者260
1814年4月21日-09:00|日本|  ||文化11年3月2日|<死去>亀井南冥.自宅の失火により焼死(72歳)儒学者､医者､漢
  詩人
1814年4月26日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽﾀｰ副官｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｴ･ｾﾝﾃｯﾚｽ｣(~1821061
  0没)
1814年4月27日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾃﾞｨﾘﾔ首長｢ｻｳﾄﾞ1世ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｽﾞｨｰｽﾞ｣
1814年4月27日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾃﾞｨﾘﾔ首長｢ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ1世ｲﾌﾞﾝ･ｻｳﾄﾞ｣(~18180911)
1814年4月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ﾄｽｶｰﾅ大公(ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ=ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ家)｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世｣(~18240618)
1814年4月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾐﾗﾉが､ｵｰｽﾄﾘｱ軍に占拠される
1814年5月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《弦楽四重奏曲第11番ﾍ短調｢ｾﾘｵｰｿ｣》
1814年5月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ｳﾞｭﾙﾂﾌﾞﾙｸ大公｢Ferdinand3世｣ﾊﾞｲｴﾙﾝ王国に統合
1814年5月3日-03:00|ｸｳｪｰﾄ|  |||<死去>ｸｳｪｰﾄ統治者｢ｼｪｲｸ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ1世･ｲﾌﾞﾝ･ｻﾊﾞ･ｱﾙ･ｻﾊﾞ｣
1814年5月3日-03:00|ｸｳｪｰﾄ|  |||<就任>ｸｳｪｰﾄ統治者｢ｼｪｲｸ･ｼﾞｬﾋﾞﾙ1世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｱﾙ･ｻﾊﾞ｣(~1859年没)
1814年5月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>初代ｳｪﾘﾝﾄﾝ侯｢ｱｰｻｰ･ｳｪﾙｽﾞﾘｰ｣⇒初代ｳｪﾘﾝﾄﾝ公兼初代ﾄﾞｩﾛ候(~18520914
  死去)
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1814年5月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Jose Miguel de Carvajal-Vargas y Manriq
  ue de Lara｣(~11.15)
1814年5月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ国王ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ7世,ｶﾃﾞｨｽ憲法を無効と宣言
1814年5月10日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ｼﾞｮｰﾀﾞﾝ｣⇒総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾃﾞﾗｳ
  ﾞｧﾙ｣(~1815年9月)
1814年5月13日-09:00|日本|徳島県|文化11年3月24日|<死去>蜂須賀治昭(58歳)前阿波徳島藩主
1814年5月16日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人ﾌﾞﾗｳﾝが指揮するｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ艦隊,ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵのｽﾍﾟｲﾝ艦隊を壊
  滅に追込む
1814年5月17日-01:00|ﾓﾅｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>連合軍ﾓﾅｺ司令官｢ﾘｯﾀｰ･ﾌｫﾝ･ﾊﾞｳｱｰ(ｵｰｽﾄﾘｱ)｣(~同年)
1814年5月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｴﾙｺﾚ･ｺﾝｻﾙｳﾞｨ｣(2回目~18230820)
1814年5月17日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣(~10.10､退位)
1814年5月17日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<退位>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾌﾚﾃﾞﾘｸ6世｣(~18391203死去71歳)
1814年5月17日-01:00|ﾓﾅｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||対仏大同盟諸国がﾓﾅｺを占領(~18140617)
1814年5月17日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰ憲法制定
1814年5月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｵﾝｽﾞﾛｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵﾝｽﾞﾛｰ｣
1814年5月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｵﾝｽﾞﾛｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｵﾝｽﾞﾛｰ｣先代の息子(~18270222死去)
1814年5月18日-09:00|日本|京都府京都市左京区|文化11年3月29日|<鞍馬山火災>鞍馬寺本堂以下の多くの堂舎
  を焼失し義経着用緋縅の鎧も失われた
1814年5月19日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ首席国務長官｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｺﾞｯﾄｼｬﾙｸ･ﾌｫﾝ･ﾊｯｸｽﾊｳｾﾞﾝ｣(~8.20)
1814年5月20日-09:00|日本|  ||文化11年4月|<出版>西村中和｢近江名所図会｣
1814年5月22日-09:00|日本|東京都墨田区|文化11年4月3日|<大相撲>文化11年4月場所[江戸本所回向院](10日間
  )優勝:(東前2)揚羽,7勝1敗1分1休
1814年5月22日-09:00|日本|北海道|文化11年4月3日|村松藩領全藩一揆起こる
1814年5月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ｢ﾌｨﾃﾞﾘｵ｣(第三稿)がｹﾙﾝﾄﾅｰﾄｰｱ劇場で上演され､大成
  功をおさめる
1814年5月23日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文化11年4月4日|<死去>水野忠光(44歳)前肥前唐津藩主
1814年5月24日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||ﾍﾟｽｴﾗ,ﾌﾞﾗﾝｺ将軍の部隊をｻﾝﾀｸﾙｽに派遣.ﾌﾞﾗﾝｺ軍はｻﾝﾀｸﾙｽを占拠.その後ｱﾚﾅ
  ﾚｽ=ﾜﾙﾈｽの部隊を追撃｡ｱﾚﾅﾚｽ､ﾌﾛﾘｰﾀﾞに副王軍を迎撃し殲滅する｡副王軍はｻﾝﾀｸﾙｽおよびｻﾙﾀから撤退．
1814年5月24日-09:00|日本|新潟県五泉市|文化11年4月5日|村松藩領全藩一揆ほぼ終息/約66軒打ちこわしをう
  ける
1814年5月30日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ公｢ｵﾉﾚ4世｣(~18190216没)
1814年5月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||同盟国とﾌﾗﾝｽとの間で第1次ﾊﾟﾘ条約が締結される
1814年5月30日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｸﾗｲﾝが正式にｵｰｽﾄﾘｱに返還される
1814年5月30日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｸﾛｱﾁｱが正式にｵｰｽﾄﾘｱに返還される
1814年5月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃが正式にｵｰｽﾄﾘｱに復元された(ｲﾘｭﾘｱ内に残る)
1814年5月30日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟとﾏﾙﾃｨﾆｸ島が正式にﾌﾗﾝｽ領になる
1814年5月30日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｻﾝﾄ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞのｽﾍﾟｲﾝ帰属が決定
1814年6月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｲ18世が､新体制の基礎となる憲章を制定
1814年6月4日-09:00|日本|東京都江東区|文化11年4月16日|板倉内膳正内粟屋宗太郎(9歳)､深川堂で1000射中､
  通矢947本を射る
1814年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｻﾝﾄﾞｳｨｯﾁ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1814年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｻﾝﾄﾞｳｨｯﾁ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣先代の息子(~18180521死去)
1814年6月10日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｶｯﾀﾛはｵｰｽﾄﾘｱに復元(王領ﾀﾞﾙﾏﾁｱの一部)
1814年6月15日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍,ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀの戦いでﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ軍を撃破､ﾊﾞﾚﾝｼｱを攻略
1814年6月17日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ公国摂政｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾏﾘｰ･ｼﾞｪﾛｰﾑ･ｵﾉﾚ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ(行政長官)｣(~18150303)
1814年6月17日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ総督･国務院議長｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾏﾘｰ･ﾙｲ･ｺﾞﾝｻﾞｰｸﾞ･ﾃﾞ･ﾐﾛ･ﾃﾗｯﾂｧｰﾆ｣(~
  18281222)
1814年6月17日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||ﾏﾝﾄﾝとﾛｸﾌﾞﾘｭﾇはﾓﾅｺ公国に復元
1814年6月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶19年5月|都(ｿｳﾙ)で暴動発生(凶年で穀物不足のため)
1814年6月19日-09:00|日本|栃木県大田原市|文化11年5月2日|<死去>大関増陽(31歳)前下野黒羽藩主
1814年6月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾐﾝﾄｰ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ｴﾘｵｯﾄ=ﾏｰﾚｲ=ｷﾆﾝﾏｳﾝﾄﾞ｣
1814年6月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾐﾝﾄｰ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ｴﾘｵｯﾄ=ﾏｰﾚｲ=ｷﾆﾝﾏｳﾝﾄﾞ｣(~18590731死去)
1814年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞﾝﾄﾞ国摂政｢ﾌｧﾃ･ｼﾝ｣(~18190616)
1814年6月23日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵのｽﾍﾟｲﾝ軍が降伏.ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ軍がﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵを支配下
  に置く
1814年6月23日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Spooner｣(2期目~181
  50510)
1814年6月24日-09:00|日本|福井県鯖江市|文化11年5月7日|鯖江藩､御稽古所(のち進徳館)を開く
1814年6月25日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ卿ﾘｰｽ｣(~
  18150731)
1814年6月25日-09:00|日本|新潟県長岡市|文化11年5月8日|越後･長岡藩領で､米価騰貴のための米屋うちこわし
  が起る



1820迄(2692件)

1814年6月26日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｺﾙﾌ島を占領
1814年6月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ﾐｰﾙ･ﾊﾞｽﾞ･ｶｰﾝ｣ｼﾞｬﾝﾑｰ･ｶｼﾐｰﾙが占領(~8月)
1814年6月28日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ東方州総督管理官｢Juan Jose Duran｣(~7.19)
1814年7月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ総司令官｢John Lindsay｣(~9月)
1814年7月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ﾌﾘｹﾞｰﾄ｢ﾓﾎｰｸ｣(1350t)
1814年7月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Luis Beltrao de Gouveia e Almeida｣
1814年7月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ暫定総督｢会議/Joaquim de Meneses Athaide/Manuel C. de Al
  meida e Albuquerque/Antonio Alberto de Andrade Perdigao/Antonio Rodrigues de Sa｣(~18150422)
1814年7月2日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾞﾘｯｸﾞ(帆船)｢ﾓｰﾆﾝｸﾞｽﾀｰ(140ﾄﾝ)｣がﾄﾚｽ海峡で難破.22人が死亡
1814年7月2日-09:00|日本|新潟県|文化11年5月15日|<北越騒動(越後国)>幕領蒲原郡加茂･上条村で町家7軒打ち
  こわしを受ける
1814年7月3日-09:00|日本|秋田県秋田市|文化11年5月16日|<土崎湊文化11年の大火>全市域8割が被災
1814年7月5日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<米英戦争:ﾁｯﾊﾟﾜの戦い>ｶﾅﾀﾞｵﾝﾀﾘｵ州ﾁｯﾊﾟﾜで米軍が始めて英軍に
  勝利
1814年7月5日-09:00|日本|新潟県|文化11年5月18日|<北越騒動(越後国)>幕領蒲原郡中条町で打ちこわし起こる
1814年7月6日-09:00|日本|新潟県|文化11年5月19日|<北越騒動(越後国)>白河藩預地蒲原郡五泉町で米屋10軒余
  打ちこわしを受ける
1814年7月9日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>東方州知事｢Nicolas Rodriguez Pena｣(~8.25)
1814年7月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ､ﾜｽﾞｨﾙ･ｱﾙ･ﾏﾏﾘｸ)｢ｶﾞｰｼﾞｰ･ｱﾄﾞﾃﾞｨﾝ･ﾗﾌｧｱｯﾄ･ｱﾄﾞ･ﾀﾞｳﾗ
  ･･ｱﾌﾞｰﾙ･ﾓｻﾞｯﾌｧﾙ･ﾊｲﾀﾞﾙ･ｶｰﾝ｣(~18181019)
1814年7月11日-09:00|日本|新潟県|文化11年5月24日|<北越騒動(越後国)>(15日~)越後･蒲郡郡岩船町の幕府領
  で農民が大挙して富豪や庄屋などを打ち壊す
1814年7月12日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏｯｶｰｼｰ｣(1回目~12.
  3)
1814年7月13日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文化11年5月26日|京都三十三間堂通矢､｢半堂千射｣で松野内蔵
  (13歳)が通矢数995(総矢数1,000本)を記録
1814年7月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ4世｣(再興~18460121死去66歳)
1814年7月16日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾗｶｽ,ｽﾍﾟｲﾝ軍の手に落ちる
1814年7月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝで､ﾏｼｭｰ･ﾌﾘﾝﾀﾞｰｽﾞの『ｵｰｽﾄﾗﾘｱ大陸への旅』出版される｡書物
  の中で､ﾌﾘﾝﾀﾞｰｽﾞ､大陸を｢ｵｰｽﾄﾗﾘｱ｣と言及
1814年7月19日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾀﾞ･ｵﾘｴﾝﾀﾙ･ﾃﾞﾙ･ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ州最高責任者臨時代表兼政治
  軍事総督｢Nicolas Rodriguez de la Pena Funes｣(~8.30)
1814年7月19日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ対立総督･司令官(ﾁﾗﾅ⇒ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ)｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾃﾞ･ｵｿﾘｵ｣(~10.10)
1814年7月20日 06:00|ﾍﾞﾘｰｽﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰｽﾞ居留地管理者(ｼﾞｬﾏｲｶの知事に従属)｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｱｰｻｰ｣(~18
  22年4月)
1814年7月23日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ最高監督｢第10回政府理事会､国家主権代表:ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾚﾗ･ｳ
  ﾞｪﾙﾄﾞｩｰｺﾞ(4回目)/ﾌﾘｱﾝ･ｳﾘｳﾞｨ･ﾘﾊﾞｽ(ｳﾘﾍﾞ･ﾘﾊﾞｽ)/ﾏﾇｴﾙ･ﾑﾆｮｽ･ｳﾙｽﾞｱ｣(~10.14)
1814年7月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾃｨｰﾌﾞﾝｿﾝ､蒸気機関車の試運転で､8輌の車輛を時速6.4km/hで引いて走った
1814年7月25日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<米英戦争:ﾗﾝﾃﾞｨｰｽﾞ･ﾚｰﾝの戦い>ｶﾅﾀﾞｵﾝﾀﾘｵ州ﾗﾝﾃﾞｨｰｽﾞ･ﾚｲﾝでｱﾒﾘｶ
  軍とｲｷﾞﾘｽ軍が激しく戦闘､決着付かず
1814年7月28日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||発疹ﾁﾌｽが発生したｻﾘｰ号到着｡死者50人
1814年8月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ国務長官｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾛﾃﾞﾜｲｸ ﾖｰｾﾞﾌ･ｾﾙｳﾞｪｴｽ･ﾌｧﾝ･ｺﾞｯﾍﾞﾙｼｭﾛｲ｣(~181
  5年9月)
1814年8月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｵｰｽﾄﾘｱ領の低地地方を併合
1814年8月1日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|文化11年6月16日|<死去>亀井矩貞(76歳)前石見津和野藩主
1814年8月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国統治者(ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ)｢ｻﾀｼﾞ･ﾗｸﾊｼﾞ｣(~18200224没)
1814年8月7日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ﾀﾘｼｭ汗国ﾊｰﾝ｢ﾐｰﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊｰﾝ｣
1814年8月7日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾀﾘｼｭ汗国ﾊｰﾝ｢ﾐｰﾙ･ﾊｻﾝ･ﾊｰﾝ｣(~1826年6月)
1814年8月8日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|長崎県長崎市|文化11年6月23日|蘭人ｶﾂｻが再び英船で来航し蘭館の引
  き渡しを要求する/ﾄﾞｰﾌは拒絶.蘭館を守り祖国の再興を期する
1814年8月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､ｸﾘｰｸ族とｱﾒﾘｶ軍の間で講和条約(ﾌｫｰﾄ･ｼﾞｬｸｿﾝ条約)が結ばれ､ｸﾘｰｸ戦争
  が終結
1814年8月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Manuel Ibarra｣(~同年)
1814年8月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ｵﾗﾝﾀﾞ条約により､1803年1月1日現在のｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ植民地
  の領有地が復元される(ｹｰﾌﾟ､ｶﾞｲｱﾅ､ﾏﾗﾊﾞｰﾙ海岸を除く)
1814年8月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||英国とｵﾗﾝﾀﾞが｢ﾛﾝﾄﾞﾝ条約｣締結.ﾏﾚｰ半島･ｽﾏﾄﾗ島間の勢力圏画定へ
1814年8月13日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｶﾞｲｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺ,ｾﾝﾄﾙｼｱ,ｶﾞｲｱﾅ(ｴｾｷﾎﾞ､ﾃﾞﾒﾗﾗ､ﾍ
  ﾞﾙﾋﾞｾ)は英国に帰属
1814年8月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｲﾀﾘｱのﾄﾙｺ人｣》
1814年8月14日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官｢Jose Tomas Boves Rodrigue
  z｣(~12.1死去)
1814年8月18日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾗｸﾞｱで最後の決戦.ｽﾍﾟｲﾝ軍は1万のうち2千を失う.独立軍は3千の兵
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  がほぼ玉砕
1814年8月19日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ国務委員会議長(ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸ)｢ｸﾇｰﾄ･ﾌｫﾝ･ﾄﾛｲﾙ｣(18140
  912まで行動~18320909)
1814年8月20日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ首席国務長官｢ﾏﾙｸｽ･ｷﾞｮｰ ﾛｰｾﾞﾝｸﾗﾝﾂ｣(~18150131)
1814年8月22日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢三頭政治(反乱):ｼﾞｮｱﾝ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾊﾞﾚｯﾄ/ﾏﾇｴﾙ･ｺﾞ
  ﾒｽ･ﾄﾞﾘﾍﾞｲﾗ/ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣(~1815年4月)
1814年8月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<米英戦争:ﾌﾞﾗｰﾃﾞﾝｽﾊﾞｰｸﾞの戦い>ﾜｼﾝﾄﾝD.C,ｲｷﾞﾘｽ軍により占拠されﾎﾜｲ
  ﾄﾊｳｽは灰塵に帰す
1814年8月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾆｭｰ･ﾖｰｸ｣(1130t)ﾜｼﾝﾄﾝにてｲｷﾞﾘｽに拿捕されるのを防ぐため
  焼却処分
1814年8月25日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢Colin Campbell｣
1814年8月25日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾄﾞﾝ卿｣(1期目~18211115)
1814年8月25日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>東方州知事｢Miguel Estanislao Soler｣(~18150225)
1814年8月27日-09:00|日本|長野県須坂市|文化11年7月13日|<死去>堀直皓(60歳)前信濃須坂藩主
1814年8月30日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ東方州総督管理官｢Miguel Estanislao Benito M
  anuel Jacinto Jose Buenaventura Soler de Otarola｣(~18150225)
1814年8月30日-09:00|日本|千葉県市原市|文化11年7月16日|<死去>上総五井藩1万石｢有馬久保｣(36歳)⇒嫡男｢
  有馬氏貞｣が継ぐ(⇒天保4(1833)年1月28日､死去)
1814年8月30日-09:00|日本|長崎県大村市|文化11年7月16日|<死去>大村純鎮(56歳)前肥前大村藩主
1814年8月31日-09:00|日本|福井県鯖江市|文化11年7月17日|<死去>越前鯖江藩5万石｢間部詮允｣(25歳)⇒9月22
  日､弟｢間部詮勝｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年11月20日､1万石を減封し4万石､隠居)
1814年9月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾆｺﾗｲｴﾌ軍事知事｢Aleksandr Yakovlevich Rudzevich｣(~1815.12)
1814年9月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｱでﾌｨﾘｷ･ｴﾃﾘｱが結成
1814年9月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ総司令官｢Jean Anne Francois de Choiseul + Nicol
  as de Perrinelle Dumay｣(~12.9)
1814年9月10日-09:00|日本|  ||文化11年7月27日|<死去>3代常磐津兼太夫(54歳)浄瑠璃太夫
1814年9月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||米海軍､ｼｬﾝﾌﾟﾚｰﾝ湖の戦いで勝利
1814年9月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄｽｶｰﾅ大公ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世がﾌｨﾚﾝﾂｪに復帰
1814年9月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｼｽ･ｽｺｯﾄ･ｷｰ｢ｽﾀｰ･ｽﾊﾟﾝｸﾞﾙﾄﾞﾊﾞﾅｰ｣作詞(1931年米国歌となる)
1814年9月15日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾊﾑﾀﾞ｣54歳
1814年9月15日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷｭﾗｿｰ知事｢John Le Couteur｣(~18160304)
1814年9月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<米英戦争:ﾎﾞﾙﾃｨﾓｱの戦い>(12日~)米軍がﾌｫｰﾄﾏｸﾍﾝﾘｰ砦を防衛(国歌｢星
  条旗｣誕生へ)
1814年9月17日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ｳﾄﾏﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘ｣(~12.20殺される51歳)
1814年9月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｱﾝﾎﾙﾄ島がﾃﾞﾝﾏｰｸに復帰
1814年9月21日-09:00|日本|茨城県下妻市|文化11年8月8日|<死去>常陸下妻藩1万石｢井上正広｣(62歳)⇒弟｢井上
  正建｣が継ぐ(⇒文化13(1816)年9月14日､隠居)
1814年9月22日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長代行｢ﾖﾊﾝ･ｺﾝﾗｯﾄﾞ･ｴｯｼｬｰ･ｳﾞｫﾑ･ﾙｰｼｭ｣Con(~12.12)
1814年9月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｳｨﾙﾄﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣
1814年9月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｳｨﾙﾄﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(~18820307死去)
1814年9月27日-09:00|日本|宮崎県日南市|文化11年8月14日|<死去>日向飫肥藩51000石｢伊東祐丕｣(18歳)⇒甥｢
  伊東祐相｣が継ぐ(⇒明治2(1869)年6月19日､版籍奉還)
1814年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘｱ･ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1814年10月2日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾗﾝｶｸﾞｱの戦いでﾁﾘがｽﾍﾟｲﾝに敗れる/ﾁﾘは再びｽﾍﾟｲﾝの支配下に入る
1814年10月2日-09:00|日本|  ||文化11年8月19日|<死去>初代中山文五郎(54歳)歌舞伎役者
1814年10月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾝｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｿﾏﾅｽ･ｼﾝ｣(~18480131)､摂政｢ﾓﾊﾝﾗｰﾙ｣(~1816年)
1814年10月4日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ最高独裁者(18160601から永久最高独裁者)｢ﾎｾ･ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾛﾄﾞ
  ﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ﾌﾗﾝｼｱ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~18400920)
1814年10月4日-09:00|日本|愛媛県松山市|文化11年8月21日|<死去>俳人｢栗田樗堂｣
1814年10月5日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領代行｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｴｳｾﾞﾋﾞｵ･ｶﾙﾛｽ･ﾃﾞﾙ･ﾛｻﾘｵ･ﾃﾞﾙ･ｶ
  ｽﾃｨｰｼﾞｮ･ｲ･ﾗﾀﾞ｣(~11.28)
1814年10月9日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|文化11年8月26日|<死去>松平直紹(56歳)前越後糸魚川藩主
1814年10月10日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ国務院｢ﾏｰｶｽ･ｼﾞｮｴ･ﾛｰｾﾞﾝｸﾗﾝﾂ/ﾏﾃｨｱｽ･ｵｯﾄｰ･ﾚｽ･ｿﾞﾝﾒﾙﾋﾙﾑ/ｼﾞｮﾅｽ･
  ｺﾚｯﾄ/ﾆｰﾙｽ･ｱｰﾙ/ｶｰｽﾃﾝ･ﾀﾝｸ･ｱﾝｶｰ(海外､就任しなかった)/ﾃﾞｨﾃﾞﾘｯｸ･ﾍｰｶﾞｰﾏﾝ(15日~11.10)/ﾄｰﾏｽ･ﾌｧｰｽﾃｨﾝｸﾞ(15
  日~11.10)｣(~11.10)
1814年10月10日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾏｰｶｽ･ｼﾞｮｴ･ﾛｰｾﾞﾝｸﾗﾝﾂ｣(~18141104)
1814年10月10日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<退位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣
1814年10月10日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官(ｻﾝﾃｨｱｺﾞ)｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾃﾞ･ｵｿﾘｵ｣(~18151226)
1814年10月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾉｰﾌｧｰ国王｢ｹﾞｵﾙｸ3世｣ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ国王(~18200129死去)
1814年10月12日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾚﾗに代わりｵﾋｷﾞﾝｽがｱﾗｳｺに進出.ｶﾝﾁｬ･ﾗﾔﾀﾞでｽﾍﾟｲﾝ軍に闘いを挑むも敗
  北
1814年10月13日-09:00|日本|  ||文化11年9月|<出版>歌川国丸｢高祖大士真実録｣
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1814年10月13日-09:00|日本|  ||文化11年9月|<出版>歌川美丸｢巣鴨名産菊の栞｣
1814年10月13日-09:00|日本|  ||文化11年9月|<出版>合川亭珉和｢漫画百女｣
1814年10月13日-09:00|日本|  ||文化11年9月|地理学者伊能忠敬｢沿海実測全図｣完成
1814年10月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Jacinto Diaz Capilla｣(~1821年)
1814年10月16日-09:00|日本|広島県広島市|文化11年9月4日|安芸郡仁保島大河浦出火,130軒焼失
1814年10月24日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<公布>ｱﾊﾟﾂｨﾝｶﾞﾝ憲法
1814年10月28日-09:00|日本|京都府京都市|文化11年9月16日|<就任>関白｢一条忠良｣(~文政6年0319)
1814年10月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||蒸気機関を持つ軍艦ﾌﾙﾄﾝ号が進水
1814年11月1日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨｳﾒはﾄﾘｴｽﾃに従属
1814年11月1日-09:00|日本|兵庫県朝来市|文化11年9月20日|<交替>但馬出石藩58000石｢仙石久道｣隠居⇒長男｢
  仙石政美｣が継ぐ(⇒文政7年5月3日(18240530)､死去)
1814年11月4日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢副王ｶｰﾙ･ﾖﾊﾝ王子｣(1回目~11日)
1814年11月4日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰ憲法が制定される
1814年11月4日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾓｽ協定においてﾌﾚﾄﾞﾘｯｸ王はﾉﾙｳｪｰ王位から退官し､ﾉﾙｳｪｰ王にはｽｳｪｰ
  ﾃﾞﾝのｶｰﾙ13世が即位/1905年までｽｳｪｰﾃﾞﾝとﾉﾙｳｪｰは同君連合となった(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ=ﾉﾙｳｪｰ)
1814年11月5日-09:00|日本|滋賀県野洲市|文化11年9月24日|<死去>遠藤胤富(52歳)前近江三上藩主
1814年11月7日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲｼｪﾙ長官｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾏｯｼﾞ｣(~18260830)
1814年11月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｬｸｿﾝ､ﾌﾛﾘﾀﾞのﾍﾟﾝｻｺｰﾗを占領
1814年11月7日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文化11年9月26日|京都三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､奥田郡
  次郎(11歳)が11,760本(総矢数12,384)を記録
1814年11月8日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|文化11年9月27日|<死去>近江仁正寺藩17000石｢市橋長昭｣(42
  歳)⇒11月29日､長男｢市橋長発｣が継ぐ(⇒文政5(1822)年正月晦日､18歳で死去)
1814年11月9日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono4世｣(~18231206)
1814年11月10日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ国王｢ｶｰﾙ2世(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王ｶｰﾙ13世)｣(~18180205没)
1814年11月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｴｯｾﾝ伯爵ﾊﾝｽ･ﾍﾝﾘｯｸ｣(~18160621)
1814年11月11日-09:00|日本|兵庫県姫路市|文化11年9月30日|<交替>播磨姫路藩15万石｢酒井忠道｣隠居⇒弟｢酒
  井忠実｣が継ぐ(⇒天保6(1835)年4月27日､隠居)
1814年11月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Pedro Cevallos Guerra｣(3期目~18160124
  )
1814年11月22日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾙｰｶｽ｣(~18160418)
1814年11月24日-08:00|中国|  |||中国･雲南､石屏地震M6､死者数百人
1814年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝとｲｷﾞﾘｽがﾃﾍﾗﾝ条約に調印
1814年11月28日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領｢ﾎｾ･ｸｽﾄﾃﾞｨｵ･ｶｴﾀｰﾉ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾛﾋﾞﾗ｣(1回目~18
  150328)
1814年12月 04:00|ﾁﾘ|  |||ｻﾝﾁｱｺﾞは副王軍の手に落ちた
1814年12月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官｢Jose Tomas Boves Rodrigue
  z｣
1814年12月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化11年10月20日|<死去>初代奈河七五三助(61歳)歌舞伎作者
1814年12月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾏﾙｷ=ﾄﾞ=ｻﾄﾞがｼｬﾗﾝﾄﾝの精神病院で/74歳(誕生17400602)｢悪徳の栄え｣
1814年12月2日-09:00|日本|東京都台東区|文化11年10月21日|江戸寛永寺本坊焼失
1814年12月3日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｼﾞｮﾝ･J･ﾒｲﾘﾝｸﾞ｣(~18150124
  )
1814年12月4日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｸｽｺで独立派の蜂起/ﾗﾊﾟｽ,ｱﾔｸﾁｮ,ｱﾚｷﾊﾟなどを占拠.独立宣言を発す
1814年12月7日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢Baron Eugene Edouard Boyer de Peyre
  leau｣(~14日)
1814年12月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの機械技術者ﾌﾞﾗﾏｰ/65歳(誕生:17490413)/水洗ﾄｲﾚ､印刷機械､蒸
  気機関など多くの発明を行った
1814年12月9日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ総司令官｢Pierre Rene Marie｣(1期目~1818年)
1814年12月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ上院､合衆国銀行を設立する法案を可決
1814年12月12日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長代行｢ﾖﾊﾝ･(ﾊﾝｽ)･ｺﾝﾗｯﾄﾞ･ﾌｨﾝｽﾗｰ｣(~14日)
1814年12月12日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ﾎﾞｺﾞﾀのｽﾍﾟｲﾝ軍の降服協定をとりつける.ﾎﾞｺﾞﾀ政府成立
1814年12月12日-09:00|日本|  ||文化11年11月|<刊行>葛飾北斎｢北斎漫画｣初編
1814年12月12日-09:00|日本|  ||文化11年11月|<刊行>曲亭(滝沢)馬琴｢南総里見八犬伝｣初巻
1814年12月12日-09:00|日本|東京都中央区|文化11年11月|富本斎宮太夫(初代清元延寿太夫)が市村座に出演し､
  清元節を興す
1814年12月14日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Charles Alexandre Leon Durand｣(~181508
  10)
1814年12月16日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長代行｢ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ﾜｲｽ2世｣Con(1期目⇒21日､議長~181
  51231)
1814年12月19日-09:00|日本|東京都墨田区|文化11年11月8日|<大相撲>文化11年11月場所[江戸本所回向院](10
  日間)優勝:(西大関)玉垣,7勝1敗1預1休
1814年12月20日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ｳﾄﾏﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘ｣殺される/51歳
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1814年12月20日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~18240328死去66歳)
1814年12月22日-09:00|日本|岡山県岡山市|文化11年11月11日|岡山の神官･黒住宗忠が黒住教を開教
1814年12月23日-09:00|日本|新潟県|文化11年11月12日|越後で大地震/家屋破壊無数/火災あり/死者3万余
1814年12月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰのｶﾞﾝで､ｱﾒﾘｶとｲｷﾞﾘｽが平和条約を締結し､1812年6月以来のｱﾒﾘ
  ｶ･ｲｷﾞﾘｽ戦争が終結
1814年12月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはｵｰｽﾄﾘｱに再編(ｲﾘｭﾘｱ内)
1814年12月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｼｼﾞｽﾓﾝﾄﾞ｣》
1815年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<就任>化身ﾗﾏ｢ﾙｳﾞｻﾝﾁｭﾙﾃｨﾑｼﾞｸﾞﾒﾄﾞ(ｼﾞｪﾌﾟﾂﾝﾀﾝﾊﾟ5世)｣(~1841年没)
1815年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｲｷﾞﾘｽ居留者代表｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Stuart｣(~1816年)
1815年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｼｬﾘﾌ･ｻｲｰﾌ･ｳﾙ･ｱﾗﾝ｣(~1819年)
1815年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾝﾊﾞｽ国ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad 'Ali Shafi ud-din1世｣(~1828年)
1815年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｱｸ第9代ｽﾙﾀﾝ｢al-Sayyid al-Sharif Ismail Abdul Jalil Jalaluddin｣(~18
  54年)
1815年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝｶﾗﾝ君主｢Cakraningrat8世｣(~1847年)
1815年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾅｰｲ･ﾊﾟｲ(ﾀｲ族)｣(~1816年)
1815年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ﾊﾟﾀﾆ･ｼｬﾑ知事｢ﾅｲ･ﾌｧｲ｣(~1816年)
1815年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾑﾌﾟｰﾝ国主｢ﾌﾞﾝﾏｰﾑｱﾝ｣(~1827年)
1815年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾂｧﾌﾟｰﾄﾞﾙｼﾞ｣⇒｢ｿﾅﾑ･ﾄﾞﾙｷﾞｬﾙ｣(~1819年)
1815年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏｽﾀﾝｸﾞ王｢ｼﾞｬﾑ･ﾃﾞｨﾊﾟﾙ･ﾀﾞｸﾞﾗ･ﾗﾄﾞｽ｣(~1837年没)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾙｼｮｯﾀﾑ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾌﾞﾗﾏﾙﾊﾞｰﾙ･ﾗｲ｣(~1821年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾀｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｺﾞﾊﾟｰﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(2回目~1824年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾆﾊﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾑﾝｸﾞﾘ･ﾀﾞｽ｣(2回目~1816年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国統治者(ﾀﾗﾅ･ｻﾍﾌﾞ)｢ｹﾊﾙ･ｼﾝ｣(2回目~1839年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ｶｰﾝ｣(~同年)⇒｢ﾑﾅﾜﾙ･ｶｰﾝ｣(~1823年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾙﾑﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌｧﾃ･ﾌﾟﾗｶｼｭ｣(~1850年6月没)､摂政｢ｸﾞﾚﾘ･ﾗﾆ･ｻﾋﾊﾞ｣(~1827年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾛｯｸ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｶﾗﾑ･ｼﾝ｣(~1819年没)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰｺﾃｨ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｾｲﾂ･ﾗﾑ｣(~1854年没)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾐ国統治者(ﾗﾅ)｢ｺﾞｳﾞｧﾙﾀﾞﾝ･ｼﾝ｣(~1867年没)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾗｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑ･ｻﾗﾝ･ｽﾝ｣(2回目~1848年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(2回目~1828年8月)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｼｬｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾏﾍﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ｣(~18160208)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｼﾞ統治者(ﾗﾅ)｢ﾙﾄﾞﾗﾊﾟﾙ｣(2回目~1842年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｻﾝ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｼﾞｮｸﾞ･ﾗｰｼﾞ･ｼﾝ｣(~1858年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｳﾀﾞｲｼﾑｼﾞ4世｣(~18281027没)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙ･ﾗﾊﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞﾜﾝ･ﾅﾝﾀﾞ･ﾊﾟﾙ｣(~管理者~1825年没)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ﾙｱｯﾗｰ･ｶｰﾝ｣(~1819年6月没)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾌﾛｸﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｻﾝｻｰﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(2回目~1849年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾝｶﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1844年没)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｶﾞﾙ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾈﾜﾙ･ｼﾝ｣(~1831年没)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾀｰﾙ国､ﾀﾛｯｸ国､ﾊﾞｶﾞｯﾄ国､ﾊﾞｶﾞﾙ国､ﾊﾞﾙｻﾝ国､ﾍﾞｼﾞｬ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｻﾝｸﾞﾘ国がｸﾙに復元(~1841年)
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾞｬｽﾜﾝ国､ﾇﾙﾌﾟｰﾙ国はﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞに併合
1815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国をﾊﾞﾛｰﾀﾞが占領(~1820年)
1815年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞｹｲ･ｵﾙﾀﾞ･ﾊﾝ｢ｼｶﾞｲ｣ﾇﾗﾘの五男(~1823年)
1815年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ｲｽﾞﾑ･ｱｲﾙ･ﾊｰﾝ｣(~18190805)
1815年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>上ﾔｰﾌｧ･ｻﾙﾀﾝ｢Qahtan ibn `Umar ibn Qahtan Al Harhara｣(~1840年)
1815年-03:00|ｿﾏﾘｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｰﾃｨｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Suldaan Cismaan "Bah-Dir"(Cismaan1世)｣(~1842年)
1815年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾗﾊｲﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾌﾞﾙﾊﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾃﾞｨﾆ｣
1815年-02:00|ｴｽﾜﾃｨﾆ|  |||<就任>ｽﾜｼﾞﾗﾝﾄﾞ最高支配者｢ﾝｸﾞﾜ4世｣(~1839年没)
1815年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<再位>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ(ﾍﾟｰﾀｰ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ)｣(~18230702死去69歳)
1815年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｼﾞｭｸﾞのｸﾞﾙﾏﾝｼｭ国統治者｢ﾊﾞﾝﾊﾞ･ﾆｮﾗ2世｣
1815年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾊﾞｷﾘ｣(~1816年)
1815年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｼﾞｭｸﾞのｸﾞﾙﾏﾝｼｭ国統治者｢ｸﾍﾟ･ﾄｰﾆ2世｣
1815年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Francisco Antonio de Villar y Herrera｣(1期目~同年)
  ⇒総督｢Luis Antonio Flores｣(~1816年)
1815年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Luis Joaquim Lisboa｣
1815年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Ana Maria de Castejon y Davila｣
1815年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾆｸﾞﾊﾞ統治者(ﾌｨｵ)｢ﾌｫﾘ･ﾄｽ｣⇒｢ｴｸｳｪ･ｿｰｳｰ｣(~1846年)
1815年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢運営委員会｣(~1816年)
1815年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞｳｫﾙ統治者(ﾃｨｰﾝ)｢ｱﾏﾘ･ｼﾞｮﾙ･ﾎﾞﾙｿ･ﾌｧﾙ｣(~1825年)
1815年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使｢Emilius Marius Georgius Lobner｣(~18160706)
1815年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｱﾘ･ﾁｪﾙﾉ･ｲﾌﾞﾗｰ･ﾜｰﾝ｣(~1816年)
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1815年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Maria Luisa de Silva y Castejon｣(~18250715死去)､｢Juan
   Bautista Maria de Queralt y de Pinos｣(~18250715)
1815年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Pedro Jose Caupers｣(~1832年)
1815年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>北ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官代理｢Frederik Diderick Sechmann Fleischer
  ｣(~1817年)
1815年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾗ･ｹﾙﾝ知事｢Manuel de la Fuente｣(~18171022)
1815年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ﾍﾝﾘｰ･ﾛｰﾘﾝｽﾞ｣(~1817年)
1815年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ聴問庁長官｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣⇒｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ(革命政府)｣
1815年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｱﾔﾗ･ｸﾞﾃﾞｨｰﾆｮ･ﾒﾃﾞｨﾅ･ｲ･ｶﾙﾃﾞﾛﾝ｣(~1816年没)
1815年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領両ｶﾅﾀﾞ総督｢ｺﾞｰﾄﾞﾝ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ卿｣(~1816年)
1815年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｿﾄ｣(~1816年)
1815年1月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｳｨﾘｱﾑ･ｺｯｸｽら､ﾊﾞｻｰｽﾄまでのﾌﾞﾙｰ･ﾏｳﾝﾃﾝｽﾞ越えの道路を完成
1815年1月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Jose Gervasio Artigas｣(2期目~18
  171022)
1815年1月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾗﾝｽ･ｵｰｽﾄﾘｱが対ﾛ秘密軍事同盟を結成
1815年1月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<米英戦争:ﾆｭｰｵｰﾘﾝｽﾞの戦い>米ﾙｲｼﾞｱﾅ州ﾆｭｰｵｰﾘｰﾝｽﾞ攻略を目指していた
  ｲｷﾞﾘｽ軍がｱﾒﾘｶ軍に敗れる
1815年1月10日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ最高執政官｢ｶﾙﾛｽ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ｱﾙｳﾞｪｱｰﾙ･ﾊﾞﾙﾊﾞｽﾄﾛ｣(~4.18)
1815年1月10日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ｳﾙｸﾞｱｲでﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ派の自治政府｢ｳﾙｸﾞｱｲ東方共和国｣を創設/ｱﾙﾃｨｶﾞｽは北西
  部にもうひとつの行政組織｢連邦同盟｣を設立
1815年1月10日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞﾙﾌｫｱ｣(2期目~18160
  701)
1815年1月14日-09:00|日本|長崎県平戸市|文化11年12月5日|<死去>平戸新田藩1万石｢松浦良｣(25歳)⇒翌年1月､
  養子｢松浦晧｣が継ぐ(⇒嘉永3(1850)年8月21日､隠居)
1815年1月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶ海軍ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ･ｽﾃｰﾂ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ｣(2200t)ｲｷﾞﾘｽに捕獲(⇒181
  8.6,破壊処分)
1815年1月23日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<就任>ﾌｻｲﾝ朝大法官(首相)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾗﾋﾞ･ｻﾞﾛｳｸ･ｶｽﾞﾅﾀﾞｰﾙ｣(~18221029)
1815年1月24日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾟｰﾃﾞｨ｣(~3月)
1815年1月24日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝのｵﾗﾝﾀﾞ部分を占領(~1815.7)
1815年1月24日 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾏﾙﾀﾝ政権再開(~7月)
1815年1月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾜﾙ国統治者(ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ﾊﾞﾆｰ･ｼﾝ｣(~18570730没)､｢ﾊﾞﾙｳﾞｧﾝﾄ･ｼﾝ｣(~1826
  年)
1815年1月27日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾏﾃﾞｨｿﾝ､大統領に4万の州兵を招集する権限を認める法案に署名
1815年2月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ首席国務長官｢ﾏﾃｨｱｽ･ｵｯﾄｰ･ﾚｽ･ｿﾒﾙﾋﾙﾑ｣(~18220709)
1815年2月6日-09:00|日本|  ||文化11年12月28日|<死去>榎本星布尼(83歳)俳人
1815年2月9日-09:00|日本|  ||文化12年1月|<出版>葛飾北斎｢絵本浄瑠璃絶句｣
1815年2月9日-09:00|日本|  ||文化12年1月|<出版>牧墨僊｢墨僊叢画｣
1815年2月9日-09:00|日本|京都府京都市右京区|文化12年1月|天龍寺法堂･方丈などの焼失
1815年2月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||第2次米英戦争(ﾎﾞｳﾔｰ砦の戦い)約1000名強のｲｷﾞﾘｽ軍が370名のｱﾒﾘｶ軍
  守備隊を降伏させた
1815年2月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾄﾞｰｾｯﾄ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣
1815年2月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞｰｾｯﾄ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ=ｼﾞｬｰﾒｲﾝ｣(~18430729死去廃絶)
1815年2月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶ上院､ｶﾞﾝ条約批准
1815年2月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶの蒸気船製作者ﾌﾙﾄﾝ
1815年2月24日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高政府議長｢ﾎｾ ﾏﾘｱ･ﾃｸﾛ･ﾓﾚﾛｽ･ｲ･ﾍﾟﾚｽ･ﾊﾟﾎﾞﾝ｣(~11.13)
1815年2月26日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>東方州知事｢Fernando Otorgues｣(~7月)
1815年3月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾊｼﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ6世ﾊﾙﾅｼﾞ｣(~4.11)
1815年3月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞｲﾖﾝをﾌﾗﾝｽが占領(~同年)
1815年3月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏｯｶｰｼｰ｣(2度目~6月)
1815年3月1日-09:00|日本|石川県|文化12年1月21日|加賀で大地震/小松城大破
1815年3月2日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<退任>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王･ｼﾝﾊﾗ国王｢ｼｭﾘ･ｳﾞｨｸﾗﾏ･ﾗｼﾞｬｼﾑﾊ｣(~18320130死去)
1815年3月2日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ｷｬﾝﾃﾞｨ王国の内乱に乗じてｷｬﾝﾃﾞｨ王国を滅ぼす/ｷｬﾝﾃﾞｨは1つ
  の州になる
1815年3月3日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ公国摂政｢ｵﾉﾚ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ･ｳﾞｧﾚﾝﾃｨﾉﾜ(行政長官)｣(~18190216)
1815年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾒﾘｶ,ｱﾙｼﾞｪに対して宣戦布告
1815年3月4日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ東方州政治総督｢Tomas Garcia de Zuniga y Warn
  es｣(~21日)
1815年3月4日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾟﾏｶｳ,ｽﾍﾟｲﾝ軍に敗れ処刑される
1815年3月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾋﾞﾗｽﾌﾟﾙ国ｲｷﾞﾘｽの保護領
1815年3月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾏﾙﾒﾃﾞｨ､ﾕｰﾍﾟﾝはﾌﾟﾛｲｾﾝ(1871年からﾄﾞｲﾂ)の一部
1815年3月6日-09:00|日本|高知県高知市|文化12年1月26日|陽貴山に東照宮を勧進建立
1815年3月9日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領代行｢ｼﾞｬﾝ･ｸﾘｿｽﾄｰﾑ･ｱﾝﾍﾞｰﾙ｣(2回目~10日)
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1815年3月10日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｻﾍﾞ･ﾍﾟｼｮﾝ｣(3回目~18180329)
1815年3月12日-09:00|日本|大阪府高槻市|文化12年2月2日|<死去>永井直進(55歳)前摂津高槻藩主
1815年3月13日-01:00|ﾓﾅｺ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾓﾅｺ･ｲｷﾞﾘｽ司令官｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾊﾞｰｸ｣(~6月)
1815年3月13日-01:00|ﾓﾅｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾓﾅｺをｱﾝｸﾞﾛｻﾙﾃﾞｰﾆｬが占領(~11.20)
1815年3月16日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ｵﾗﾝﾀﾞ王国国王｢ｳｨﾚﾑ1世｣(~18401007)兼ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｳｨﾘｱﾑ1
  世｣(⇒18150609大公~18401007)
1815年3月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<編入>ﾍﾞﾙｷﾞｰ⇒ｵﾗﾝﾀﾞ王国
1815年3月16日-09:00|日本|滋賀県長浜市|文化12年2月6日|<交替>近江宮川藩13000石｢堀田正穀｣隠居⇒長男｢堀
  田正民｣が継ぐ(⇒天保9(1838)年8月19日､58歳で死去)
1815年3月18日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｲﾘｭﾘｱ王国ﾗｲﾊﾞｯﾊ州総督代行｢ﾌﾗﾝﾂ･ｸｻｰｳﾞｧｰ･ﾘｯﾀｰ･ﾌﾗ
  ｯﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ﾌﾗﾃﾞﾈｯｸ｣(~18170103)
1815年3月18日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾌｱﾋﾈ統治者｢Teri`i tari`a Ari`i paea vahine｣(~18520318)
1815年3月19日-09:00|日本|東京都千代田区|文化12年2月9日|<改名>清水徳川家3万俵｢徳川菊千代｣⇒｢徳川斉順
  ｣(⇒文化13(1816)年6月3日､紀州藩主｢徳川治宝｣の養嗣子となる)
1815年3月20日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<再任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ皇帝(ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ家)ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世｣
1815年3月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｲ18世がﾊﾟﾘから逃亡､ﾅﾎﾟﾚｵﾝがﾊﾟﾘに入り第一帝政再興(百日天下)<復位>ﾌﾗﾝｽ
  国王(ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ朝)｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世｣(~18150622)
1815年3月21日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Fernando Otorgues｣(~6.23)
1815年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が穀物法を制定し､安価穀物の輸入を規制
1815年3月26日-08:00|中国|  |||<死去>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢9世ﾙﾝﾄｸ･ｷﾞｬﾂｫ｣
1815年3月26日-08:00|中国|  |||<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢第7代ﾃﾞﾓ･ﾘﾝﾎﾟﾁｪ｣(~18190328)
1815年3月28日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領｢ﾎｾ･ﾐｹﾞﾙ･ﾍﾟｲ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ｣(~1815
  0728)
1815年3月30日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾌﾙｼｯﾄﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~10.27)
1815年3月30日-09:00|日本|  ||文化12年2月20日|<死去>芝山持豊(74歳)権大納言､歌人
1815年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ総督｢Georg Ritter von Oechsner｣(~8月)
1815年4月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ｶﾌﾞﾗﾙ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ｸﾞｯﾄﾞﾙﾌｨﾑ｣(1回目~1818年4
  月)
1815年4月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ﾗｳﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~18180105)
1815年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾒﾙｸﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1815年4月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Peter Lotharius von Oxholm｣(~1816050
  1)
1815年4月6日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Athanase Hyacinthe Bouvet de Lozier｣(~1817063
  0)
1815年4月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ系のﾛﾝﾊﾞﾙﾄﾞ=ｳﾞｪﾈﾄ王国成立/首都はﾐﾗｰﾉ
1815年4月10日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<噴火>(~12日)ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾀﾝﾎﾞﾗ山､直径6kmのｶﾙﾃﾞﾗ形成.火砕流､津波､疫病､
  飢饉などで犠牲者数117,000人
1815年4月10日-09:00|日本|  ||文化12年3月|<完成>司馬江漢,長崎紀行｢江漢西遊日記｣
1815年4月10日-08:00|中国|  ||清･嘉慶20年3月|清が外国商船のｱﾍﾝもちこみを禁止
1815年4月10日-09:00|日本|東京都港区|文化12年3月1日|<大相撲>文化12年3月場所[江戸西久保八幡宮](10日間
  )優勝:(東大関)柏戸,7勝1敗1無勝負1休
1815年4月11日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ｵﾏｰﾙ･ｱｶﾞ｣(~18170502没)
1815年4月15日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Christian Ludvig von H
  olten｣(1期目~18180701)
1815年4月17日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|文化12年3月8日|<死去>山城淀藩102000石｢稲葉正備｣(41歳)⇒
  長男｢稲葉正発｣が継ぐ(⇒文政6(1823)年6月21日､23歳で死去)
1815年4月18日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<辞任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ最高執政官｢ｶﾙﾛｽ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ｱﾙﾍﾞｱﾙ｣反乱によって
1815年4月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ最高執政官｢ﾎｾ･ﾛﾝﾄﾞ｣(~4.21,就任直後に辞任)
1815年4月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｰﾘ･ｶﾞﾙﾜｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾀﾞﾙｼｬﾝ･ｼｬｰ｣建国(~18590607没)
1815年4月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾞﾙﾜﾙ(ｸﾞﾘﾊｳﾞｧﾗ)国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1815年4月21日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<辞任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ最高執政官｢ﾎｾ･ﾛﾝﾄﾞ｣
1815年4月21日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ最高執政官｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾄｰﾏｽ｣(~18160416)
1815年4月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Florencio Jose Correia de Melo｣(~1819.5死去)
1815年4月23日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺとﾌｨﾘﾋﾟﾝ間のｶﾞﾚｵﾝ貿易が廃止される
1815年4月23日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙﾋﾞｱ王家のﾐﾛｼｭ･ｵﾌﾞﾚﾉｳﾞｨｯﾁがｵｽﾏﾝ帝国に対する第2次ｾﾙﾋﾞｱ蜂起を起こ
  す(~18170726)
1815年4月27日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ総督｢ﾐﾄﾛﾌｽｷｰ･ﾌｫﾝ･ﾐﾄﾛｳﾞｨｯﾂ･ｳﾝﾄ･ﾈﾐｼｭﾙ伯爵ｱﾝﾄﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~1
  8270123)
1815年4月28日-09:00|日本|  ||文化12年3月19日|<死去>狩野融川.製作を手掛けた朝鮮へ贈呈する屏風に対し､
  老中から不満を示され､憤激して下城途中に切腹(38歳)絵師
1815年5月 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾎﾟﾄｼをｱﾙｾﾞﾝﾁﾝが占領(~1815年12月)
1815年5月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾌﾟﾏｶﾜの反乱軍､ｼｸｱﾆの戦いでﾎｱﾝ･ﾗﾐﾚｽの率いる政府軍に破れ､処刑される
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1815年5月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<成立>ｸﾗｸﾌ共和国(~18461116ｵｰｽﾄﾘｱに併合)
1815年5月3日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾐｭﾗ､ﾄﾚﾝﾃｨｰﾉで墺軍にやぶれ退却/ﾄﾚﾝﾃｨｰﾉはｵｰｽﾄﾘｱ領に
1815年5月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮｾﾌ･ｼﾞｬｯｸ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾏﾘｰ･ﾃﾞｽﾉｽ･ﾄﾞ･ｹﾙｼﾞｬﾝ｣(到着
  ､就任を妨害された~同年)
1815年5月9日-09:00|日本|  ||文化12年4月|<出版>｢北斎漫画｣二･三編及び｢踊独稽古｣
1815年5月9日-09:00|日本|  ||文化12年4月|杉田玄白が｢蘭学事始｣を著す
1815年5月9日-09:00|日本|山口大学|文化12年4月|長州藩士上田纉明(鳳陽)山口に山口講堂を創設
1815年5月10日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢James Leith卿｣(~18161016死
  去)
1815年5月10日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾕﾘｳｽ｣(
  3回目~6.26)
1815年5月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｵﾆ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾐｰﾙ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ｣(~18381018没)
1815年5月12日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ･ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ﾖﾊﾝ･ｷﾞｽﾍﾞﾙﾄ･ｳﾞｪﾙｽﾄﾙｸ･ﾌｧﾝ･ｿﾞｰﾚﾝ｣(
  ^18151009)
1815年5月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾐｭﾗ､ﾅｰﾎﾟﾘを脱出ｺﾙｼｶへ
1815年5月20日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ｲｽﾚｲﾌﾙ･ｴｲﾅﾙｿﾝ｣(~18160512)
1815年5月20日-09:00|日本|福島県福島市|文化12年4月12日|<死去>陸奥福島藩3万石｢板倉勝長｣(55歳)⇒長男｢
  板倉勝俊｣が継ぐ(⇒天保5(1834)年12月13日､隠居)
1815年5月22日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾎｾ･ﾋﾟﾝﾄ･ｱﾙｺﾌｫﾗﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ･ｴ･ｿｳｻﾞ
  ｣(~18191113)
1815年5月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ4世｣ｼﾁﾘｱ王ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世(~18161212)
1815年5月23日-09:00|日本|東京都千代田区|文化12年4月15日|<就任>老中｢酒井忠進｣(~文政1年7月23日)
1815年5月27日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ副司令官｢Samuel Bartholomeus van den Broek｣(⇒1816年司
  令官~18171011死去)
1815年6月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱｯﾌﾟﾙﾄﾝ｣(~30日)
1815年6月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙﾃｨｶﾞｽ,ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵのﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ軍を駆逐.ｳﾙｸﾞｱｲの支配を確立
1815年6月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾗｰﾀﾞ｣(~1816.1)
1815年6月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ｶｼﾞｪﾊ,副王に着任.ﾓﾚﾛｽ追討に全力を注ぐ.ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ｲﾄｩﾙﾋﾞﾃﾞに率いられた副王軍
  がﾓﾚﾛｽ軍を撃破
1815年6月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<竣工>ｱﾒﾘｶ海軍外輪ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ﾌﾙﾄﾝ｣(1450t)
1815年6月3日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<復元>ﾀﾞﾙﾏﾁｱ王国(ｵｰｽﾄﾘｱ国内)
1815年6月5日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ総司令官｢James Leith｣ｲｷﾞﾘｽ司令官(~18日)⇒｢F
  rancis Delaval｣ｲｷﾞﾘｽ司令官(~1816年)
1815年6月5日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾙﾃｨﾆｸをｲｷﾞﾘｽが占領(~18160428)
1815年6月5日-09:00|日本|岩手県花巻市|文化12年4月28日|南部藩領八幡･寺林通の各村が買上げ米などに反対
  して強訴
1815年6月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化12年4月29日|<就任>大坂城代｢松平右京大夫輝延｣(~文政5.7.1)
1815年6月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾒｯﾃﾙﾆﾋの主導で､39国よりなるﾄﾞｲﾂ連邦が成立
1815年6月8日-09:00|日本|東京都中央区|文化12年5月|｢今様須磨の写絵｣初演､江戸市村座[詞･二代目桜田治助,
  曲･清澤萬吉､振･藤間勘十郎]
1815年6月9日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｳｨｰﾝ会議でｲｷﾞﾘｽはｵﾗﾝﾀﾞからｾｲﾛﾝ(ｽﾘﾗﾝｶ)と､南ｱﾌﾘｶのｹｰ
  ﾌﾟ植民地を獲得
1815年6月9日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｳｨｰﾝ会議でﾛｼｱはｽｳｪｰﾃﾞﾝよりﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞを獲得
1815年6月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||<再解体>ﾜﾙｼｬﾜ公国⇒ﾛｼｱ領ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ立憲王国とﾌﾟﾛｲｾﾝ領ﾎﾟｽﾞﾅﾝ大
  公国に分割領有
1815年6月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<再任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5世｣ｳｨｰﾝ会議の決定により領邦としての地位
  を回復し､ﾄﾞｲﾂ連邦に加盟(~18200120死去)
1815年6月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟｽﾞﾅﾝ大公国総督｢ｱﾝﾄﾆ･ﾍﾝﾘｸ･ﾗｼﾞｳﾞｨｳ｣(~1830.12)
1815年6月9日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<昇格>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ公国⇒ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ大公国
1815年6月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ立憲王国国王｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世｣ﾛｼｱ皇帝(~18251201死去)
1815年6月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾎﾟｽﾞﾅﾝ大公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣ﾌﾟﾛｾｲﾝ王(~18400607死去)
1815年6月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛﾝﾊﾞﾙﾄﾞ=ｳﾞｪﾈﾄ王｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世｣建国.首都はﾐﾗｰﾉ(~18350302死去)
1815年6月9日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||ｳｨｰﾝ会議で､ｻﾝﾏﾘﾉの独立が再確認される
1815年6月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳｨｰﾝ会議でｵｰｽﾄﾘｱは北ｲﾀﾘｱのﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ､ｳﾞｪﾈﾂｨｱを獲得
1815年6月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳｨｰﾝ会議でｻﾙﾃﾞｰﾆｬ王国はﾅﾎﾟﾚｵﾝ戦争で失った領土を回復｡同時にｼﾞｪﾉｳﾞｧを吸
  収
1815年6月9日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｳｨｰﾝ会議でｽｲｽの独立と永世中立が国際的に認められる
1815年6月9日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｳｨｰﾝ会議でｽｳｪｰﾃﾞﾝがﾃﾞﾝﾏｰｸからﾉﾙｳｪｰを獲得､同君連合下に
  入れる(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ=ﾉﾙｳｪｰ連合王国)
1815年6月10日-09:00|日本|東京都江東区|文化12年5月3日|丸岡藩士太田尾従太宗功､深川の千射興行で616本(
  矢数帖では611本)を射通す
1815年6月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂのｲｪｰﾅｰ大学で学生組合が創立
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1815年6月14日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ軍がｼｬﾙﾙﾛﾜに進出し､ﾌﾟﾛｼｱ軍が敗走
1815年6月15日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1815年6月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ黒公｣(ｴｰﾙｽ公)ｶﾄﾙ･ﾌﾞﾗの戦いで戦死
1815年6月15日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｶｰﾙ2世｣(~1826年解任)
1815年6月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公｢ｶｰﾙ2世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの息子(~18300909退位)
1815年6月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<ｶﾄﾙ･ﾌﾞﾗの戦い>ﾍﾞﾙｷﾞｰ中部で英蘭連合軍がﾌﾗﾝｽ軍攻撃
  を死守
1815年6月18日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾜｰﾃﾙﾛｰの戦いでﾅﾎﾟﾚｵﾝはｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾟﾛｼｱ連合軍に敗退
1815年6月19日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||米艦､ｱﾙｼﾞｪの戦艦を拿捕
1815年6月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ連邦元首｢ﾌﾗﾝﾂ1世(ｵｰｽﾄﾘｱ皇帝)｣(~18350302)
1815年6月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<発足>ﾄﾞｲﾂ連邦(18150608にｳｨｰﾝで署名~18660824)加盟諸
  邦:ｵｰｽﾄﾘｱ帝国､ﾌﾟﾛｲｾﾝ王国(18660614退去を発表､18660616連邦政府によって除名)､ﾊﾞｲｴﾙﾝ王国､ｻﾞｸｾﾝ王国､ﾊﾉ
  ｰﾌｧｰ王国､ﾍｯｾﾝ選帝侯国､ﾍｯｾﾝ大公国､ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公国(18480412からｼｭﾚｽｳﾞｨﾋ公国分離)､ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ大公国､ﾌﾞﾗｳﾝｼｭ
  ﾊﾞｲｸ公国､ﾅｯｻｳ公国､ｻﾞｸｾﾝ=ﾜｲﾏｰﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ大公国､ｻﾞｸｾﾝ=ｺﾞｰﾀ公国､ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公国(18250211､ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=
  ｺﾞｰﾀ公国､ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公国､ｻﾞｸｾﾝ･ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公国に再編)､ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ･ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ大公国､ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大公国､
  ｱﾝﾊﾙﾄ-ﾃﾞｯｻｳ公国､ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ公国､ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ公国(18630830､3公国をｱﾝﾊﾙﾄ公国に再編)､ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ･ｿﾞ
  ﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯国､ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ･ﾙﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯国､ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ･ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国(18500312､ﾌﾟﾛｲｾﾝに併合)､ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ侯
  国､ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ･ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯国(18500312､ﾌﾟﾛｲｾﾝに併合)､ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯国､ﾛｲｽ侯国(兄系)､ﾛｲｽ侯国(弟系)､ｼｬｳﾑﾌ
  ﾞﾙｸ･ﾘｯﾍﾟ侯国､ﾘｯﾍﾟ侯国､ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ､自由都市ﾘｭｰﾍﾞｯｸ､自由都市ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ､自由都市ﾌﾞﾚｰﾒﾝ､自由都市ﾊﾝﾌﾞﾙｸ
1815年6月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<再退位>ﾌﾗﾝｽ皇帝｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝ｣百日天下が終結
1815年6月22日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ皇帝(ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ家)ﾅﾎﾟﾚｵﾝ2世｣(~7.7)
1815年6月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>名目上ﾌﾗﾝｽ皇帝｢ﾅﾎﾟﾚｵﾝ2世｣ﾅﾎﾟﾚｵﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄの子ﾌﾗﾝｿﾜ(~7.7)
1815年6月23日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督代理｢Pedro Pablo Perez｣(~1816年)
1815年6月25日-09:00|日本|愛媛県今治市|文化12年5月18日|今治藩､池内八郎兵衛屋敷跡へ藩校(克明館)を再興
1815年6月26日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾛｰﾘﾝｽﾞ
  ｣(~18161016)
1815年6月27日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾄｰﾏｽ･Layard｣(1期目~9.18)
1815年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ(ﾍﾟｰﾀｰ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ)｣⇒ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ大公(~182
  30702死去)
1815年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公｢ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣⇒ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ大公(~182
  80614死去)
1815年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌﾗﾝﾂ1世｣⇒大公(~18370201死去)
1815年6月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ公｢ｶｰﾙ2世｣⇒大公(~18161106死去)
1815年6月28日-09:00|日本|東京都|文化12年5月21日|<死去>鳥居清長(64歳)浮世絵師
1815年6月30日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,ｱﾙｼﾞｪと講和条約締結
1815年6月30日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾞﾘｰ･ﾊｲﾄﾞ｣(~9.13)
1815年7月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>東方州知事｢Miguel Barreiro｣(~18170120)
1815年7月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Thomas Inches｣(~1816.10)
1815年7月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝのﾌﾗﾝｽ部分を再占領(~18161122)
1815年7月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝｽ級戦列艦｢ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝｽ｣(1891t,ﾁｬｰﾙｽﾞﾀｳﾝ海軍工廠
  で建造)
1815年7月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ﾌﾟﾛｼｱ同盟軍がﾊﾟﾘへ再入城し､ふたたび占領
1815年7月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(復古ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ朝)｢ﾙｲ18世｣(~18240916)
1815年7月7日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾟﾀｰｿﾝ｣(1回目~9月)
1815年7月7日-09:00|日本|大分県竹田市|文化12年6月1日|<交替>豊後岡藩70440石｢中川久貴｣隠居⇒婿養子｢中
  川久教｣が継ぐ(⇒天保11年9月28日(18401023)､死去)
1815年7月8日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<再任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌﾗﾝｽ王(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ家)ﾙｲ18世｣(~18240916)
1815年7月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国初代首相｢ｼｬﾙﾙ･ﾓｰﾘｽ･ﾄﾞ･ﾀﾚｰﾗﾝ=ﾍﾟﾘｺﾞｰﾙ｣(~18150926)
1815年7月22日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||ﾌﾞｲﾖﾝはﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸの一部
1815年7月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<加盟>ﾄﾞｲﾂ連邦:ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公国
1815年7月28日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌｱﾝ･ﾛﾌﾞｽﾃｨｱｰﾉ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾄﾞﾛﾚｽ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ
  ･ﾄﾘｾｽ･ｲ･ｷﾛｽ｣(~11.15)
1815年7月30日-09:00|日本|奈良県桜井市|文化12年6月24日|<死去>織田長教(83歳)前大和芝村藩主
1815年7月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ北東部ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ郊外で実験段階の蒸気機関車｢Mechanical T
  raveller｣のﾎﾞｲﾗｰが爆発し､見物人など13~16人が死亡
1815年8月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ州大統領｢Franz Seraph Freiherr von Hauer｣(~18170930)
1815年8月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾙﾀﾍﾅでﾎﾞｰﾍﾞｽの指導する王政派の反乱が起き,独立派は敗北
1815年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｼﾞｬﾜ級ﾌﾘｹﾞｲﾄ｢ｼﾞｬﾜ｣(1508t,Flannigan & Parsonsで建造)
1815年8月5日-09:00|日本|東京都台東区|文化12年7月|江戸浅草牛頭天王別荘大円精舎で､朝顔合わせ(ｺﾝｸｰﾙ)あ
  り
1815年8月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･嘉隆14年7月|嘉隆律例の発布
1815年8月7日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽが､22の州よりなる連邦国家になる
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1815年8月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏ﾅﾎﾟﾚｵﾝ､ｾﾝﾄ･ﾍﾚﾅ島へ配流
1815年8月9日-09:00|日本|福島県いわき市|文化12年7月5日|<交替>陸奥泉藩2万石｢本多忠誠｣隠居⇒長男｢本多
  忠知｣が継ぐ(⇒天保7(1836)年11月5日､隠居)
1815年8月10日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総督｢Sir James Leith｣(~18160726死去)
1815年8月10日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟをｲｷﾞﾘｽが占領(~18160726)
1815年8月10日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ王室,通商自由法を制定.島民による外国との貿易を認め,外国
  人の入国を許可
1815年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣
1815年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣(~18160219死去)
1815年8月12日-09:00|日本|秋田県秋田市|文化12年7月8日|<死去>出羽久保田藩205800石｢佐竹義和｣(41歳)⇒9
  月17日､長男｢佐竹義厚｣が継ぐ(⇒弘化3(1846)年9月8日､死去)
1815年8月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国摂政｢ｶﾞｳﾘ･ﾊﾟｰﾙｳﾞｧﾃ･ｨ･ﾊﾞｲ｣(~18290421)
1815年8月26日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢David Buchan｣(~同
  年)
1815年8月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝｽ級戦列艦｢ﾜｼﾝﾄﾝ｣(2257t,ﾎﾟｰﾂﾏｽ海軍工廠で建造)
  ﾎﾟｰﾂﾏｽにて
1815年9月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞﾐ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1815年9月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｽﾃﾍﾘﾝ｣(~1816年7月)
1815年9月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾌﾟﾘｰ卿｣(2回目~11.30)
1815年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<加盟>ﾄﾞｲﾂ連邦:ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ王国
1815年9月2日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ総督｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ｵｯﾄﾝ･ｳﾞｨｸﾄﾗﾝ･ｻﾞｶﾘｰ･ｳｨﾙﾏｰ｣(
  ~18301231)
1815年9月3日-09:00|日本|  ||文化12年8月|<刊行>仙石政和｢類聚国史｣(892年菅原道真編,散逸していたものを
  まとめる)
1815年9月3日-09:00|日本|  ||文化12年8月|<出版>大阪の狂画堂蘆洲｢芝翫節用戯通｣
1815年9月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾌﾛｸﾞ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1815年9月5日-09:00|日本|長野県長野市|文化12年8月3日|<死去>真田幸弘(76歳)前信濃松代藩主
1815年9月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹｵﾝﾀｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1815年9月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就役>ｱﾒﾘｶ海軍戦列艦｢ｺﾛﾝﾊﾞｽ｣(2480t,ﾜｼﾝﾄﾝ海軍工廠で建造)
1815年9月8日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|文化12年8月6日|<死去>近江水口藩25000石｢加藤明允｣(33歳)⇒9月27
  日､長男｢加藤明邦｣が継ぐ(⇒弘化2(1845)年2月5日､隠居)
1815年9月13日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾁｻﾞﾑ｣(~1816年7月
  )
1815年9月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ｼｰｳﾞｧｰｽ･
  ﾋﾞﾚ｣(~18161119没)
1815年9月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾙﾑﾙ国､ﾊﾞｼﾞ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1815年9月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国第2代首相｢ｱﾙﾏﾝ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾆｭﾛｰ･ﾃﾞｭ･ﾌﾟﾚｼ｣(~18181209)
1815年9月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦9月14日|ﾊﾟﾘで､ﾛｼｱ皇帝ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ､ｵｰｽﾄﾘｱ皇帝ﾌﾗﾝﾂ､ﾌﾟﾛｲｾﾝ王ﾌﾘｰﾄﾞﾘ
  ｯﾋ･ｳｨﾙﾍﾙﾑが署名して､女予言者の提言する｢神聖同盟｣が成る
1815年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｨﾘｯﾋﾟ｣
1815年10月3日-09:00|日本|  ||文化12年9月|<出版>歌川豊国｢四天王大阪入｣
1815年10月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｲｷﾞﾘｽ女王ｴﾘｻﾞﾍﾞｯﾀ｣》
1815年10月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ連邦議会大統領特使(ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ･ｱﾑ･ﾏｲﾝ)｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｰｾﾞﾌ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｱﾙﾋ
  ﾞﾆ ｱｳﾌ･ﾃﾞｭﾚﾝﾘｰﾄ｣(~12.16)
1815年10月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ連邦大統領｢ｵｰｽﾄﾘｱ皇帝｣(~18660824)
1815年10月13日-08:00|台湾|  |||台湾､台北淡水地震/M6.7~7.7､死者約100人
1815年10月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>元両ｼﾁﾘｱ王｢ｼﾞｮｱｯｷｰﾉ1世(ｼﾞｮｱｼｬﾝ･ﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ･ﾐﾕﾗ)｣銃殺
1815年10月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの物理学者ｼﾞｬﾝ･ﾌﾚﾝﾈﾙは､光の波動説の論文｢光の回析について｣を科学ｱ
  ｶﾃﾞﾐｰに提出
1815年10月15日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ1世､英国政府により南大西洋の孤島ｾﾝﾄﾍﾚﾅに流刑
1815年10月22日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｶｰﾆｰ･ﾎﾜｲﾄ｣(~18160318)
1815年10月22日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｾﾝｼｮﾝ島:英国が所有権を取得
1815年10月23日-08:00|中国|  |||中国･山西省､平陸地震M6.8､死者13090万人
1815年10月23日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文化12年9月21日|<交替>大和小泉藩11129石｢片桐貞彰｣隠居⇒
  長男｢片桐貞信｣が継ぐ(⇒天保12(1841)年9月21日､隠居)
1815年10月27日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~18180123)
1815年11月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶｯﾁ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(18191013条約により確認)
1815年11月4日-09:00|日本|千葉県富津市|文化12年10月4日|<死去>保科正率(64歳)前上総飯野藩主
1815年11月5日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<発足>英国保護領ｲｵﾆｱ諸島合衆国(ｺﾙﾌ島､ｹﾌｧﾛﾆｱ島､ｻﾞﾝﾃ島､ｻﾝﾀﾏｳﾗ島､
  ｲｻｶ島､ｾﾘｺﾞ島､ﾊﾟｸｿｽ島の7つの島からなる連邦共和国)
1815年11月5日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｾﾉ島は､ｲｷﾞﾘｽ保護領ｲｵﾆｱ諸島の一部となる
1815年11月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<創設>ｵｰｽﾄﾘｱ国立大学(工学と自然科学を研究⇒ｳｨｰﾝ工科大学)
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1815年11月6日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|文化12年10月6日|<交替>駿河小島藩1万石｢松平信圭｣隠居⇒長
  男｢松平信友｣が継ぐ(⇒天保7(1836)年5月14日､隠居)
1815年11月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで炭鉱内でも使える安全灯発明
1815年11月12日-09:00|日本|  ||文化12年10月12日|<死去>初代野沢吉兵衛(不明)浄瑠璃三味線方
1815年11月13日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高政府議長｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ｱﾗｽ｣(~12.15)
1815年11月14日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<即位>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ3世ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｱｳｸﾞｽﾄｩｽ｣(~18240309)
1815年11月15日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領｢ﾎｾ･ｶﾐﾛ･ｸﾚﾒﾝﾃ･ﾄｰﾚｽ･ﾃﾉﾘｵ｣(~18160314)
1815年11月15日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ｿｼｴﾃ諸島統治者｢Pomare2世｣(2期目~18211207)
1815年11月16日-09:00|日本|東京都|文化12年10月16日|<死去>初代尾上松緑(72歳)歌舞伎役者(初代尾上松助)
1815年11月16日-09:00|日本|栃木県日光市|文化12年10月16日|日光山五重塔が全焼
1815年11月17日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|文化12年10月17日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下俊良｣(21
  歳)⇒弟｢木下俊敦｣が継ぐ(⇒弘化4(1847)年8月16日､隠居)
1815年11月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾊﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌﾟﾗﾝ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣ｲｷﾞﾘｽ保護領(2回目~1839年)
1815年11月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾞｰﾙﾗﾝﾄをﾌﾟﾛｲｾﾝ(ﾗｲﾝ州の一部)に併合.一部はﾊﾞｲｴﾙﾝ州(ﾌﾟﾌｧﾙﾂ州の一部)に
  併合
1815年11月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  |||ﾊﾟﾘで､ﾅﾎﾟﾚｵﾝ追放後の第2次ﾊﾟﾘ条約が締結され､ｲｷﾞ
  ﾘｽ､ﾛｼｱ､ｵｰｽﾄﾘｱ､ﾌﾟﾛｲｾﾝが四国同盟を結ぶ/ﾌﾗﾝｽの侵略戦を防止し､ﾊﾟﾘ条約を監視するため
1815年11月21日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾏﾗｼｭﾘ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~18171106)
1815年11月21日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国管理評議会会長｢ﾍﾟﾀﾙ･ﾆｺﾗｴｳﾞｨ･ﾁ･ﾓﾚﾙ｣(~18160516)
1815年11月21日-09:00|日本|東京都足立区|文化12年10月21日|酒井抱一や谷文晁ら文人を審査員に招き､酒飲み
  比べが催される｡酒を九升一合飲んで千住宿の松助､饅頭を九九個も食べた千住掃部屋の八兵衛などの記録が
  残る(千住の酒合戦)
1815年11月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>4代ﾁｬﾑﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬﾑﾘｰ｣⇒初代ﾁｬﾑﾘｰ侯(~18270410死去)
1815年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｳﾞｪﾙﾗﾑ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｫﾙﾀｰ･ｸﾞﾘﾑｽﾄﾝ｣(~18451117死去)
1815年11月27日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ﾊﾞﾘ島で地震､死者10253人
1815年11月29日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾍﾟﾙｰ|  |||独立派の蜂起.支援に出たﾛﾝﾃﾞｳ指揮下のﾍﾟﾙｰ遠征軍,副王ｱﾊﾞｽｶﾙの軍
  とﾁｭｷﾊﾞﾝﾊﾞを中心に戦闘状態となるが,ｼﾍﾟｼﾍﾟで惨敗/独立派は壊滅,指導者は全員処刑される
1815年11月30日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾟﾀｰｿﾝ｣(2回目~18160802)
1815年12月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾆｺﾗｲｴﾌ軍事知事｢ﾗﾝｹﾞﾛﾝ伯爵Alexandre Louis Andrault｣(~1822.7)
1815年12月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾋｷﾞﾉ･ｸﾙﾎﾞ･ｾﾒﾄﾞ｣(~1823年1月)
1815年12月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督兼総司令官｢Pablo Morillo y Morillo｣(
  ~18201201)
1815年12月1日-09:00|日本|  ||文化12年11月|<出版>谷本春泉斎｢西山鑑知国師図会全伝｣
1815年12月1日-09:00|日本|静岡県|文化12年11月|駿河､遠江の各地で､強訴打ち壊しなど頻発
1815年12月1日-09:00|日本|東京都中央区|文化12年11月|<初演>｢慙紅葉汗顔見世｣<伊達の十段>[作･四代目鶴屋
  南北],七代目市川團十郎,三代目尾上梅幸,→三代目尾上菊五郎､中村座
1815年12月2日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ暫定市長｢ｼﾓﾝ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ｣(~1817年)
1815年12月9日-09:00|日本|山形県米沢市|文化12年11月9日|<交替>米沢新田藩1万石｢上杉勝定｣隠居⇒甥｢上杉
  勝義｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年3月9日､隠居)
1815年12月12日-09:00|日本|東京都千代田区|文化12年11月12日|<大相撲>文化12年11月場所[江戸麹町拾丁目心
  法寺](10日間)優勝:(東大関)柏戸,6勝1敗3休
1815年12月14日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾓﾚﾛｽ,ｹﾞﾚｰﾛで捕えられ処刑される
1815年12月15日 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||<就任>ﾒｷｼｺ最高政府議長｢執行委員会:ﾎｾ･ﾏﾇｴﾙ･ﾗﾌｧｴﾙ･ｼﾒｵﾝ･ﾃﾞ･ﾐｴﾙ･ｲ･ﾃﾗﾝ･ｲ･
  ﾃﾙｴﾙ/ｲｸﾞﾅｼｵ･ｱﾗｽ/ｱﾝﾄﾆｵ･ｸﾝﾌﾟﾘﾄﾞ｣(~1817年)
1815年12月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾞｲﾂ連邦議会大統領特使(ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ･ｱﾑ･ﾏｲﾝ)｢ﾌﾞｵﾙ=ｼｬｳｴﾝｼｭﾀｲﾝ伯爵ﾖﾊﾝ･
  ﾙﾄﾞﾙﾌ･ｸﾞﾗﾌﾌｫﾝ｣(~18230224)
1815年12月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1815年12月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣先代の三従兄弟(
  ~18420316死去)
1815年12月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ=ﾌﾞﾗｼﾞﾙ=ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪｽ連合王国成立
1815年12月16日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国摂政｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ王子｣(~18160320)
1815年12月16日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国女王｢ﾏﾘｱ1世｣(18080122以降､ﾌﾞﾗｼﾞﾙに避難~181
  60320没)
1815年12月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾝｶﾞﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1815年12月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｳﾞｧﾝ･ﾍﾞｰﾄｰｳﾞｪﾝ《序曲｢命名祝日｣Op.115》
1815年12月25日-09:00|日本|岐阜県郡上市|文化12年11月25日|<死去>美濃郡上藩48000石｢青山幸孝｣(38歳)⇒長
  男｢青山幸寛｣が継ぐ(⇒天保3(1832)年6月26日)
1815年12月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾄﾙｳﾞｧﾙﾄﾞとﾄﾞﾙﾘｽｶ｣》
1815年12月26日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督･司令官(ｻﾝﾃｨｱｺﾞ)｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶｼﾐﾛ･ﾏﾙｺ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟﾝﾃ･ｱﾝﾍﾙ･ﾃﾞｨｱｽ
  ･ｲ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣(~18170112)
1815年12月29日-09:00|日本|  ||文化12年11月29日|<死去>初代桂文治(43歳)落語家
1815年12月30日-08:00|中国|  ||清･嘉慶20年12月|清の直隷で宗教結社の清茶門(聞香教)を弾圧
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1816年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｲｷﾞﾘｽ居留者代表｢ｳｨﾘｱﾑ･Gordon McKenzie｣(2期目~18170420
  )
1816年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Mappatunru/I Mangikarang Karaeng Lembang Parang｣(~1825年
  )
1816年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｸｽﾌﾟﾊﾝ君主｢Sultan Sepuh8世 Syamsuddin｣(~1843年)
1816年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ君主｢Muhammad Rafiuddin｣(~1832年~1900年死去)
1816年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾀｲ|  |||ﾍﾟﾗはﾀｲ主権下(~18740120)
1816年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾁｪｯﾄﾄﾝ朝国王･ﾁｴﾝﾏｲ国主｢ﾀﾝﾏﾗﾝｶｰ｣(~1822年)
1816年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王｢ﾄｩｱﾝ･ｽﾛﾝ｣(~1832年)
1816年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾆﾊﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾌﾟﾗﾝ･ﾃﾞｳﾞ｣(~同年没)⇒｢ｷｼｪﾝ･ｼﾝ｣(~1866年没)
1816年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｳﾞﾅｶﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾜｼﾞｪｼﾑｼﾞ･ﾜｶﾂｨﾑｼﾞ｣(~1852年没)
1816年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾜﾗ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ｳﾒｲﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1819年没)
1816年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾙﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾗｵﾙ)｢ｼｳﾞｼﾝｼﾞ1世｣(~1822年)
1816年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑﾄﾞﾎﾙ国統治者(ﾗｼﾞｪ･ｺﾞﾙﾊﾟﾃﾞ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ)｢ｺﾞﾋﾞﾝﾄﾞﾗｵ･ﾗｰｼﾞｪ･ｺﾞｰﾙﾊﾟﾃﾞ｣(~1818022
  0没)
1816年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬｿ国､ﾅﾗｶﾞﾙ国､ﾊﾞｼｬｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1816年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾞｬﾝﾑｰがﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞに併合される(~18220617)
1816年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾏｸﾗﾝ統治者(ﾅｾﾞﾑ)｢ﾒﾌﾗﾌﾞ･ｶｰﾝ｣(~1839年)
1816年-04:00|UAE|  |||<死去>ｱﾌﾞﾀﾞﾋﾞ首長｢Sheikh Shakhbut bin Dhiyab Al Nahyan｣
1816年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｶﾙﾌﾞ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(7度目~1820年)
1816年-04:00|UAE|  |||<即位>ｱｼﾞｭﾏｰﾝ首長｢Sheikh Rashid bin Humaid Al Nuaimi｣(~1838年死去)
1816年-04:00|UAE|  |||<即位>ｱﾌﾞﾀﾞﾋﾞ首長｢Sheikh Muhammad bin Shakhbut Al Nahyan｣(~1818年)
1816年-04:00|UAE|  |||<即位>ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Abdullah1世 ibn Rashid Al Mu`alla｣(~1853
  年)
1816年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾝｽﾞﾜﾆ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ2世ﾋﾞﾝ･ｱﾗｳｨ｣(1回目~1832年)
1816年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Laz Ahmed Pasha｣(~同年)
1816年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾏﾛﾛｯｼﾔ軍事知事兼ﾎﾟﾙﾀﾊﾞ=ﾁｪﾙﾆｺﾞﾌ県民事最高管理者｢Knyaz' Nikolay Gri
  goryevich Repnin-Volkonskiy｣(~1834年)
1816年-02:00|南ｱﾌﾘｶ|  |||<即位>ｽﾞｰﾙｰ王国国王｢ｼｬｶ･ｽﾞｰﾙｰ｣建国(~18280922死去)
1816年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ｱﾖﾊﾝ｣
1816年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｸﾜﾝﾃﾞのﾊﾞﾘﾊﾞ国支配者｢ｦﾙｽﾙ1世ﾊﾞﾊﾞﾀﾝﾀﾒ｣
1816年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｹﾄｩ国支配者｢ｱｼﾞﾎﾞﾙ｣
1816年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾞﾏ･ﾀﾌﾞﾀﾞﾘ｣｣(1回目~1821年)
1816年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(両ｼﾁﾘｱ王の推定相続人の称号)｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ｣ｶﾙﾛの弟(~18250104)
1816年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｸﾜﾝﾃﾞのﾊﾞﾘﾊﾞ国支配者｢ｿﾙ1世｣(~1833年没)
1816年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｹﾄｩ国支配者｢ｱﾃﾞﾋﾞﾔ｣(~1853年没)
1816年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Francisco Antonio de Villar y Herrera｣(2期目~同年)
  ⇒総督｢Juan de Potons y Morica｣(~1818年)
1816年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯ｴﾙﾝｽﾄ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ(~1849年)
1816年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾄｰｲ･ﾄﾌｧ1世｣(~1818年没)
1816年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢少将Sir Hudson Lowe｣(~1821年)
1816年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Luis de Abreu Vieira｣(~1817年死去)
1816年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾕｽﾌ･ｻｰ･ﾘｰ｣(3回目)⇒｢ｱﾏﾄﾞｩ･ﾘｰ卿｣(1回目~1817
  年)
1816年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾜｰﾛ統治者(ﾌﾞﾗｸ)｢ｱﾏﾙ･ﾌｧｰﾃｨﾑ･ﾑﾎﾞﾙｿ･ﾑﾎﾞｼﾞ｣(~1825年)
1816年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督代理｢Juan Jose Duran｣(~8.21)
1816年 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副司令官代理｢Edward Beaks, Sr.｣(⇒1818年副司令官~1825年)
1816年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島知事｢Johan Samuel Rosensvard｣(~
  1818年死去)
1816年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ暫定聴問庁長官｢ﾎｾ･ﾊﾟｽｸｱﾙ･ﾃﾞ･ｳﾞｨﾍﾞﾛ･ｲ･ｻﾗﾊﾞﾘｱ｣(~1818年)
1816年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ､ﾈｲﾋﾞｽ､ｱﾝｷﾞﾗ､英領ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島植民地(~1871年)
1816年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督｢ﾎｾ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ｣⇒｢ﾌｱﾝ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾃﾞ･ｲﾄｩﾗﾙﾃﾞ｣(~18170717)
1816年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領両ｶﾅﾀﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｺｰﾌﾟ･ｼｬｰﾌﾞﾙｯｸ卿｣(~1818年)
1816年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾏｳﾘｼｵ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ｣(~同年)⇒｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾝ･ﾏｸｾﾝﾄ
  ｣(~同年)⇒｢ﾎｾ･ﾌｧｽｺｯﾄ｣(~18180526)
1816年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Pedro Maria de Allande｣(~1818年)
1816年1月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｺｯﾋﾟﾝｶﾞｰ｣(~18210710)
1816年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾊﾝｽ･ﾌｫﾝ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ｣Con(2期目~12.31)
1816年1月1日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ･ｷﾝｸﾞｽﾄﾝ間のｶﾅﾀﾞ初の乗合馬車の運行が開始される
1816年1月6日 04:00|ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｼﾝﾄ･ﾏｰﾙﾃﾝのｵﾗﾝﾀﾞ部分再開
1816年1月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯｢Frederick William｣
1816年1月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯｢William｣(⇒3.24ﾅｯｿｳ公)
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1816年1月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ﾙｲｰｼﾞ･ｹﾙﾋﾞｰﾆ《ﾚｸｨｴﾑﾊ短調》
1816年1月22日-09:00|日本|新潟県柏崎市|文化12年12月24日|<死去>堀著朝(52歳)前越後椎谷藩主
1816年1月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Juan Esteban Lozano de Torres｣(~26日)
1816年1月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Pedro Cevallos Guerra｣(4期目~10.30)
1816年1月26日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Francisco Bautista3世 Benitez de Lugo y Lugo
   Vina｣
1816年1月26日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Elena Sebastiana Benitez de Lugo Arias de Sa
  avedra y Urtusaustegui｣(~18371030)
1816年1月29日-09:00|日本|新潟県妙高市|文化13年|赤倉温泉開湯
1816年1月29日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|文化13年|<交替>日向国佐土原藩27000石｢島津忠持｣隠居⇒長男｢島津
  忠徹｣が継ぐ(⇒天保10年4月26日(18390607)､死去)
1816年1月29日-09:00|日本|山形県鶴岡市|文化13年|<移転>出羽庄内藩藩校｢致道館｣[曲輪十日町]
1816年1月29日-09:00|日本|  ||文化13年1月|<出版>魚屋北渓･磯野文斎｢狂歌御国ぶり｣
1816年1月29日-09:00|日本|  ||文化13年1月|<出版>北斎｢三体画譜｣
1816年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||>ｸﾆﾊﾙ国､ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国､ﾀﾞｰｺﾃｨ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1816年2月1日 04:00|BES諸島|  |||<再開>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島ｵﾗﾝﾀﾞ植民地
1816年2月1日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島知事代理｢Reinier 't Hoen｣(~18170602)
1816年2月2日-09:00|日本|  ||文化13年1月5日|<死去>安田躬弦(54歳)福井藩医､歌人
1816年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑｼｬｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾊﾞｰﾄ｣
1816年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑｼｬｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾊﾞｰﾄ=ﾊﾑﾃﾞﾝ｣(~18490201死去)
1816年2月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｼｬｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾍﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ｣(~1850年)
1816年2月9日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦:1816/1/28|ﾛｼｱ青年将校が｢救済同盟｣を結成
1816年2月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾅﾎﾟﾘで現役最古劇場｢ｻﾝ･ｶﾙﾛ劇場｣が火事で焼失(10ヶ月で再建)
1816年2月13日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾑｾﾞｲ｣(~18191101)
1816年2月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣
1816年2月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ｣(~18491225死去)
1816年2月19日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾄｰﾏｽ･Layard｣(2期目~1817051
  4)
1816年2月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ｵｰﾌﾞﾘｰ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣
1816年2月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣(~18250717死去)
1816年2月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｾｳﾞｨﾘｬの理髪師｣》
1816年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの哲学者･歴史家ﾌｧｰｶﾞｿﾝ/92歳(誕生17230623)
1816年2月27日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ｳｨﾚﾑ･ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾌｧﾝ･ﾊﾟﾝﾎｲｽ
  ｣(~7.18)
1816年3月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社副総督｢ｼﾞｮﾝ･Fendall, Jr.｣(~8月)
1816年3月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢John Fendall Jr.｣(~8月)
1816年3月1日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾊｰﾏﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾃﾞｰﾈﾙｽﾞ｣(~18180422没)
1816年3月4日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ｷｭﾗｿｰ総督｢Albert Kikkert｣(~18191218死去)
1816年3月11日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Lodewijk Christoph Boye｣(~18190701)
1816年3月14日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領｢ﾎｾ･ﾙｲｽ･ｱﾙﾊﾞﾛ･ｱﾙｳﾞｨｰﾉ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ･
  ｲ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~6.22)
1816年3月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで第2合衆国銀行法が制定される
1816年3月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国摂政｢ﾅｾﾙ･ｱﾙ･ﾀﾞｳﾗ･ﾅｾﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~18191111没)
1816年3月17日-09:00|日本|  ||文化13年2月19日|<死去>頼春水(71歳)儒学者､詩人
1816年3月18日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾛﾊﾞｰﾂ｣(~18170826)
1816年3月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ=ﾌﾞﾗｼﾞﾙ=ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪｽ連合王国女王｢ﾏﾘｱ1世｣81歳(誕生
  17341217)
1816年3月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･ﾍﾞｲﾗ公･ﾊﾞﾙｾﾛｽ公･ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｿｰｻﾞ候･ﾊﾞﾙｾﾛｽ伯･ｵｳﾚﾑ伯･ｱﾗｲ
  ｵﾛｽ伯･ﾈｲｳﾞｧ伯｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱﾙｶﾝﾀﾗ｣ｼﾞｮﾝ6世国王の次男,ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ･ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪ連合王国皇太子(~18221012ﾌﾞ
  ﾗｼﾞﾙ皇帝,ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪ王)
1816年3月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾍﾞｰｼﾞｬ公｢ﾐｹﾞﾙ1世｣(~18280711)ｼﾞｮｱﾝ6世の息子
1816年3月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ=ﾌﾞﾗｼﾞﾙ=ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪｽ連合王国国王｢ｼﾞｮｱﾝ6世｣ﾏﾘｱ1世
  とﾍﾟﾄﾞﾛ3世の子(~18260310死去)
1816年3月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｾﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾊﾞｰ)｢ﾗｸﾞｰｼﾞｰ･ﾎﾞｰﾝｽﾚｰ2世｣
1816年3月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｾﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾊﾞｰ)｢ﾊﾟﾙｿｰｼﾞ･ﾊﾞﾗ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟｰｼｬﾗﾑ
  ｣(~18170202没)
1816年3月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ｣
1816年3月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾅｯｻｳ公｢ｳﾞｨﾘｱﾑ｣(ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯から~18390820死去)
1816年3月31日-09:00|日本|  ||文化13年3月3日|<死去>文暁(82歳)俳人､浄土真宗の僧
1816年4月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽで黒人奴隷の反乱
1816年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1816年4月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ第2合衆国銀行､ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱに設立される
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1816年4月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶでｱﾌﾘｶ人ﾒｿｼﾞｽﾄ監督教会設立
1816年4月14日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督･最高司令官｢ﾊﾄﾞｿﾝ･ﾛｳ卿｣(~18230311)
1816年4月16日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ連合州暫定執政官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｶﾙｾ｣(~18160
  709)
1816年4月18日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｰﾄﾞ｣(1回目~5.20)
1816年4月21日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化13年3月24日|<死去>間重富(61歳)天文学者/寛政の改暦に功績
1816年4月22日-09:00|日本|東京都港区|文化13年3月25日|<大相撲>文化13年2月場所[江戸西久保八幡宮](8日間
  )優勝:(東大関)柏戸,7勝1敗
1816年4月23日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞｻｰｽﾄ司令官｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｸﾞﾗﾝﾄ｣(~18260801)
1816年4月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶで､初の保護関税法が成立
1816年4月27日-09:00|日本|  ||文化13年4月|<刊行>司馬江漠｢天地理談｣
1816年4月27日-09:00|日本|  ||文化13年4月|<出版>｢北斎漫画｣五編
1816年4月27日-09:00|日本|東京都|文化13年4月|江戸で疫病が流行し､閏八月までに多数の死者でる
1816年4月30日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|文化13年4月4日|<交替>肥前蓮池藩52625石｢鍋島直温｣隠居⇒養子｢鍋
  島直与｣が継ぐ(⇒弘化2(1845)年7月28日､隠居)
1816年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(18180106条約により確認)
1816年5月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Hafiz Amasyali Ali Pasha｣(~1817.2)
1816年5月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||独立派最後の拠点ﾎﾞｺﾞﾀ,ﾓﾘﾘｮ軍の手に落ちる
1816年5月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Johan Henrik Christian von Stabel｣(
  1期目~18160701)
1816年5月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ｣
1816年5月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ｣先代の息子(~18530810死去)
1816年5月3日-09:00|日本|長崎県長崎市|文化13年4月7日|長崎式見村で大火.248軒が焼失
1816年5月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾀﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~18540519没)
1816年5月6日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国最高責任者｢Simon Jose Antonio de la Santisima Tr
  inidad Bolivar y Palacios｣(~18190215)
1816年5月7日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<再独立>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国
1816年5月11日-09:00|日本|京都府亀岡市|文化13年4月15日|<死去>丹波亀山藩5万石｢松平信志｣(32歳)⇒七男｢
  松平信豪｣が継ぐ(⇒天保14(1843)年2月9日､隠居)
1816年5月16日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督代行｢ｽﾃｯﾄﾞﾏﾝ･ﾛｰﾘﾝｽ
  ﾞ｣(1回目~7.15)
1816年5月20日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｸｽｳｪﾙ｣(~1819年)
1816年5月25日-09:00|日本|岡山県真庭市|文化13年4月29日|<交替>美作勝山藩23000石｢三浦前次｣隠居⇒養子｢
  三浦てる次｣が継ぐ(⇒文政13(1830)年7月6日､隠居)
1816年5月26日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ保持者(総督権限)｢ｱﾚｸｾｲ･ﾆｺﾗｴｳﾞｨﾁ･ﾊﾞﾌﾒﾃｨｴﾌ｣(~182006
  15)
1816年5月28日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ国務院議長･閣僚委員会委員長｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ･ﾛﾌﾟﾋﾝ｣
  (~18270418)
1816年5月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝのｶｰﾙ･ﾊﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ首相(66)が､1811年の農民関係の調整令を布告し､農民
  解放に伴う地主への補償を規定
1816年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ伯･第3代ﾎｰﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾎｰﾌﾟ=ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣
1816年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾎｰﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾌﾟ｣先代の異母弟(~18230827死去)
1816年5月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ女伯｢ｱﾝ･ﾎｰﾌﾟ=ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣(~18180828死去)
1816年5月29日-09:00|日本|東京都中央区|文化13年5月3日|江戸､吉原京町1丁目から出火､遊郭が全焼
1816年5月31日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾛｼｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ,神聖同盟に加盟.反動体制を強化
1816年6月2日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ﾊｲﾁ共和国,新憲法を制定
1816年6月2日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ｸﾞｱﾔﾅの中心地ｱﾝｺﾞｽﾄｩﾗを占領
1816年6月12日-09:00|日本|東京都|文化13年5月17日|<死去>画人,鈴木芙蓉(68歳)
1816年6月19日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||<ｾﾌﾞﾝ･ｵｰｸｽの戦い>ｶﾅﾀﾞで毛皮交易をめぐり毛皮交易会社2社交易会社｢ﾊﾄﾞｿﾝ
  湾会社｣｢北西会社｣が戦闘
1816年6月21日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢副王ｶｰﾙ･ﾖﾊﾝ皇太子｣(2回目~8.5)
1816年6月22日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<再開>ﾌﾗﾝｽ植民地ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島(正式に領土返還)
1816年6月22日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島ｲｷﾞﾘｽ司令官｢John Cooksle
  y｣(数時間)⇒ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島弁務官｢Jean-Philippe Bourrilhon｣(2期目~18181101)
1816年6月22日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領代行｢ﾘﾎﾞﾘｵ･ﾎｾ･ｱﾎﾟﾘﾅｰﾙ･ﾒﾋｱ･ｲ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ･ﾃﾞ･
  ﾗﾗ｣(~30日)
1816年6月22日-09:00|日本|  ||文化13年5月27日|<死去>鈴木芙蓉(68歳)画家
1816年6月22日-09:00|日本|東京都|文化13年5月27日|<死去>女義太夫の名人･芝枡(俗名おでん)
1816年6月27日-09:00|日本|東京都千代田区|文化13年6月3日|<交替>清水徳川家｢徳川斉順｣紀州藩主｢徳川治宝｣
  の養嗣子となる⇒12月3日､弟｢徳川保之丞｣が継ぐ(⇒文政3(1820)年6月5日､｢徳川斉明｣に改名､賄料3万俵)
1816年6月29日-09:00|日本|奈良県奈良市|文化13年6月5日|<死去>柳生俊則(87歳)前大和柳生藩主
1816年6月30日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領｢ﾎｾ･ｸｽﾄﾃﾞｨｵ･ｶｴﾀｰﾉ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾛﾋﾞﾗ｣(2回目~7.1



1820迄(2692件)

  0)
1816年7月 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾏｯｶｰｼｰ｣(3度目~18200726)
1816年7月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~11.16)
1816年7月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Adrian Benjamin Bentzon｣(~18190626)
1816年7月1日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(11.13)
1816年7月1日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾃﾞ･ｼｴﾝﾌｴｺﾞｽ･ｲ
  ･ﾎﾍﾞﾗﾉｽ｣(~18190829)
1816年7月1日 10:00|ﾊﾜｲ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ要塞のﾛｼｱ総督｢Georg Anton Scheffer｣(~18170707)
1816年7月1日 10:00|ﾊﾜｲ/ﾛｼｱ|  |||ｶｳｱｲ島ﾜｲﾒｱ近くのｴﾘｻﾞﾍﾞｽ要塞(および18161008ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ要塞とﾊﾞｰｸﾚｲ要塞)
  にあるﾛｼｱ領ｱﾒﾘｶの植民地(~18170707)
1816年7月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾅﾎﾟﾚｵﾝ失脚後の植民地の返還を受け､ｾﾈｶﾞﾙに官僚を輸送するﾌﾗﾝｽ海軍のﾌﾘｹﾞｰﾄ
  ｢ﾒﾃﾞｭｰｽﾞ｣が､艦長の不適切な指揮によって座礁.乗員乗客はﾎﾞｰﾄ2艘と筏で脱出したが､まもなくﾎﾞｰﾄは筏を見
  捨て切り離した.ﾎﾞｰﾄに乗った者の大半と､筏で漂流した約150人のうち10人､船に残った17人のうち3人が生還
1816年7月3日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾙｲｽ･ﾀﾞ･ﾓｯﾀﾌｪｵ･ｴ･ﾄｰﾚｽ｣(~18190907)
1816年7月6日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島知事代理(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Emilius Marius Georgius Lobn
  er｣(⇒1821年知事~18280630)
1816年7月6日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾌｪﾛｰ諸島はﾃﾞﾝﾏｰｸの郡になる
1816年7月7日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｳﾞｨﾙﾏ侯ﾎｱｷﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾟｽｴﾗ･ｲ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾑﾆｮｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~18
  210129)
1816年7月8日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾐｽ｣(2期目~1817111
  1)
1816年7月8日-09:00|日本|京都府宮津市|文化13年6月14日|<死去>松平宗允(37歳)前丹後宮津藩主
1816年7月8日-09:00|日本|千葉県香取市|文化13年6月14日|<死去>下総小見川藩1万石｢内田正肥｣(27歳)⇒養子｢
  内田正容｣が継ぐ(⇒天保8(1837)年8月14日､強制隠居)
1816年7月9日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ連合州最高執政官｢ﾌｱﾝ･ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾟｴｲﾚﾄﾞﾝ｣(~18190609
  )
1816年7月9日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝのﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ諸州連合が､ｽﾍﾟｲﾝからの独立を宣言
1816年7月14日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾎﾟｰﾙ｣(5回目~18171222)
1816年7月15日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾟﾛﾋﾞﾝ｣(~181
  90110没)
1816年7月16日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｾﾗｰﾉ･ｲ･ｳﾘﾍﾞ｣(~9月)
1816年7月16日-09:00|日本|  ||文化13年6月22日|<死去>3代黒沢琴古(45歳)尺八奏者
1816年7月18日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｷﾞｱﾅ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ｺｰﾈﾘｽ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ･ｳﾞｧｲﾔﾝ｣
  (~18220401)
1816年7月23日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ｸﾞｱﾃﾏﾗ､ｻﾝﾍﾟﾄﾞﾛｿﾛﾏで地震(M7.6)死者23人
1816年7月26日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総督｢Sir James Leith｣
1816年7月26日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総督｢Antoine Philippe, comte de Lardenoy｣(~1
  8230630)
1816年7月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾛﾘﾀﾞの先住民ｾﾐﾉｰﾙ族が逃亡奴隷や密輸商人の聖域を提供しているとし,ｼﾞｬｸ
  ｿﾝ,ｹﾞｲﾝｽﾞ将軍の率いる米軍部隊がｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞへ侵攻
1816年8月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｲｷﾞﾘｽが､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱをｵﾗﾝﾀﾞに引き渡した
1816年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||軍艦の艦砲射撃により弾薬庫が爆発,ｱﾊﾟﾗﾁｺｰﾗ守備隊のほとんどが即死/ｾﾐﾉｰﾙ族は
  ﾌﾛﾘﾀﾞ州北部に追いやられる
1816年8月1日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Aleksandr Stepanovich Lavinskiy｣(~18200109)
1816年8月2日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾌｨﾆｱｽ･ﾘｱﾙ｣(1回目~18190520)
1816年8月8日 03:00|日本|長崎県長崎市|文化13年7月15日|昼頃､長崎本紺屋町より出火.13町が焼ける/材木町､
  今下町､袋町､引地町､酒屋町､今魚町､本大工町､豊後町､桜町､新町､堀町､東築町に延焼/家屋341軒､土蔵9戸前
  が焼失.破壊家屋59戸→翌日鎮火
1816年8月14日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｽﾛﾍﾞﾆｱはｵｰｽﾄﾘｱ領ｲﾘｭﾘｱ王国の一部
1816年8月14日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英国ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ担当役員｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｫｰｶﾞﾝ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｪｽﾃｨﾝｸﾞ｣
  (~17日)
1816年8月14日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国は正式にﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ島を併合
1816年8月17日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英国ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ担当役員｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾗｲｽ｣(~11.28)
1816年8月17日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾚｵﾝ総督･代官｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾙﾄﾗﾈﾅ･ｲ･ﾘｬﾉ｣(~1819年)
1816年8月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社行政長官｢Cornelis Theodorus Elout/Goder
  t ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･Gerard Philip van der Capellen/Arnold Adriaan Buyskes｣(~18190116)
1816年8月20日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾓﾙﾅｰ･ｱﾌ･ﾂﾅ伯爵ｶｰﾙ･ｶｰﾙｿﾝ｣(~18181018)
1816年8月21日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ州総督管理官｢Miguel Manuel Francisco Barreiro y
   Bermudez｣(1期目~9.3)
1816年8月21日-09:00|日本|埼玉県川越市|文化13年7月28日|<死去>武蔵国川越藩15万石｢松平直温｣(22歳)⇒弟｢
  松平斉典｣が継ぐ(⇒天保12(1841)年､2万石加増され17万石)
1816年8月22日-09:00|日本|  ||文化13年7月29日|<死去>初代鈴木万里(不明)長唄唄方
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1816年8月23日 00:00|ｶﾞﾝﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｺﾝﾎﾞ王からﾊﾞﾝｼﾞｭｰﾙ島を購入､ｾﾝﾄ･ﾒｱﾘｰ島と改名/ﾊﾞｻｰｽﾄ植民
  地設立
1816年8月31日-09:00|日本|  ||文化13年8月9日|<死去>岡田寒泉(77歳)儒学者､旗本､寛政の三博士の一人
1816年9月3日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ州総督管理官｢Cabildo, Justicia y Regimiento｣(~4
  日)
1816年9月3日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ連合州はｽﾍﾟｲﾝによる再征服により政体消滅
1816年9月4日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ政治軍事総督｢Miguel Manuel Francisco Barreiro y 
  Bermudez｣(2期目~18170220)
1816年9月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ18世､議会の行き過ぎを恐れ｢議会｣を解散
1816年9月5日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|文化13年8月14日|<死去>青山忠高(83歳)前丹波篠山藩主
1816年9月9日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣
1816年9月10日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾌﾃﾞｨ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗｰ｣ｱﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ｱﾌﾏﾄﾞの息子(~18351128死去)
1816年9月12日-09:00|日本|京都府綾部市|文化13年8月21日|<死去>丹波山家藩1万石｢谷衛萬｣(21歳)⇒弟｢谷衛
  弥｣が継ぐ(⇒文政3(1820)年10月13日､24歳で死去)
1816年9月20日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｳﾞｪﾅﾃﾞｨｰﾄ伯爵ﾌｱﾝ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾎﾟﾀﾞｶ･ｲ･ｴﾘｻﾞ･ﾛﾍ
  ﾟｽ･ﾃﾞ･ﾚﾄﾅ･ｲ･ﾗｽｹﾃｨ｣(~18210705)
1816年9月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｶﾞｾﾞｯﾀ(新聞)｣》
1816年9月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>ﾙｲ･ｼｭﾎﾟｰｱ《ｳﾞｧｲｵﾘﾝ協奏曲第8番ｲ短調》
1816年10月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾊﾟｴｽ将軍､ﾔｸﾞｱﾙの戦いでｽﾍﾟｲﾝ軍を破りｱﾌﾟﾚ地方の支配権を
  掌握
1816年10月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Leffrenque｣⇒｢baron de Proissie｣(1期目
  )⇒｢Gaston｣
1816年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙｲｰｼﾞ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾏｯﾃｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1816年10月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､立憲主義者と自由主義者が選挙で多数を占める
1816年10月10日-09:00|日本|茨城県水戸市|文化13年閏8月19日|<死去>常陸水戸藩35万石｢徳川治紀｣(44歳)⇒9
  月28日､長男｢徳川斉脩｣が継ぐ(⇒文政12(1829)年10月4日､死去)
1816年10月14日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|文化13年閏8月23日|<死去>播磨三日月藩15000石｢森長篤｣(22
  歳)⇒10月16日､養子｢森長国｣が継ぐ(⇒嘉永元(1848)年9月10日､隠居)
1816年10月16日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢James Leith卿｣
1816年10月19日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|文化13年閏8月28日|<死去>武蔵岩槻藩2万石｢大岡忠正｣(
  36歳)⇒弟｢大岡忠固｣が継ぐ(⇒弘化2(1845)年4月1日､3000石加増され23000石)
1816年10月21日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Spooner｣(3期目~18
  170408)
1816年10月24日-09:00|日本|東京都千代田区|文化13年9月4日|<死去>一橋徳川家10万石｢徳川斉敦｣(37歳)⇒10
  月4日､次男｢徳川斉礼｣が継ぐ(⇒文政13(1830)年6月14日､28歳で死去)
1816年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ女伯｢ｱﾏﾍﾞﾙ･ﾖｰｸ｣(~18330304死去)
1816年10月27日-09:00|日本|東京都|文化13年9月7日|<死去>山東京伝.胸痛の発作のため(56歳､宝暦11(1761)08
  15生)戯作者､浮世絵師/絵を北尾重政に学ぶ
1816年10月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ国王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣
1816年10月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢Jose Garcia de Leon y Pizarro｣(~18180
  914)
1816年10月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ国王｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~18640625死去)
1816年11月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢baron de Proissie｣(2期目~1817.9)
1816年11月3日-09:00|日本|茨城県下妻市|文化13年9月14日|<交替>常陸下妻藩1万石｢井上正建｣隠居⇒養子｢井
  上正廬｣が継ぐ(⇒文政2(1819)年12月20日､28歳で死去)
1816年11月3日-09:00|日本|兵庫県明石市|文化13年9月14日|<交替>播磨明石藩6万石｢松平直周｣隠居⇒次男｢松
  平斉韶｣が継ぐ(⇒天保11(1840)年2月26日､隠居)
1816年11月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ大公｢ｶｰﾙ2世｣
1816年11月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ大公｢ｹﾞｵﾙｸ｣ｶｰﾙ2世の息子(~18600906死去)
1816年11月7日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国国務院副議長兼閣僚評議会議長｢ﾖﾊﾝ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾓﾚﾗｽ｣(181702
  10まで代行~18290701)
1816年11月13日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ卿｣(1
  期目~1819年)
1816年11月16日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ｼｰﾓｱ｣(~18171021)
1816年11月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ﾖﾊﾝ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾊｰﾏﾝ
  ｿﾝ｣(2度目~18220215)
1816年11月19日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾛｼｱ皇帝ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世の許しによりﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞに｢ﾜﾙｼｬﾜ大学｣設立
1816年11月20日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾈﾊﾟｰﾙ国王｢ｷﾞﾙﾊﾞﾝ･ﾕｯﾀﾞ･ﾋﾞｸﾗﾑ･ｼｬｰ･ﾃﾞｨｰｳﾞｧ｣17歳
1816年11月20日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾈﾊﾟｰﾙ国王｢ﾗｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ･ﾋﾞｸﾗﾑ･ｼｬｰ･ﾃﾞｨｰｳﾞｧ｣(~18470512)
1816年11月22日 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾏﾙﾀﾝ政権が再開
1816年11月28日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英国ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ担当役員｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾖｼｱ･ｸﾛｴﾃ｣(~18170515)
1816年11月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾘｵ･ﾊﾟﾙﾄﾞ伯爵ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ｣(~1821091
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  6)
1816年12月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾈｶﾞﾙ総督代行｢D･ﾏｯｹﾝｼﾞｰ｣(~18170125)
1816年12月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝのｽﾊﾟｰ･ﾌｨｰﾙｽﾞで行われた議会の改革を求める集会で､聴衆が暴動を起
  こす/これが人身保護法廃止への引き金になっていく
1816年12月2日-09:00|日本|東京都千代田区|文化13年10月13日|<解任>老中｢牧野忠精｣
1816年12月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾃﾞｭﾋﾟｭｲ伯爵ｱﾝﾄﾞﾚ･ｼﾞｭﾘｱﾝ｣(~1825年10月)
1816年12月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾟﾝﾃﾞｨｼｪﾘｰとｼｬﾝﾃﾞﾙﾅｺﾞｰﾙがﾌﾗﾝｽに復帰
1816年12月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｵﾃﾛ､またはｳﾞｪﾈﾂｨｱのﾑｰｱ人｣》
1816年12月4日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾊﾞｲｱ奥地の砂糖栽培地帯ｻﾝﾄ･ｱﾏﾛ,ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺで奴隷の反乱
1816年12月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ大統領選でﾓﾝﾛｰを大統領に選出
1816年12月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍｲｽﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾞ侯･初代ﾛｰﾄﾞﾝ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾛｰﾄﾞﾝ=ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ｣2代ﾓｲﾗ伯(~182
  61128死去)
1816年12月6日-09:00|日本|東京都墨田区|文化13年10月18日|<大相撲>文化13年10月場所[江戸本所回向院](10
  日間)優勝:(東大関)柏戸,9勝0敗1無勝負
1816年12月8日-08:00|中国|  |||中国･四川省炉霍地震M7.5､死者2945人
1816年12月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ4世はﾅﾎﾟﾘとｼﾁﾘｱの二つの王国を両ｼﾁﾘｱ王国の名の下に合併/首都
  はﾅｰﾎﾟﾘ/ﾅﾎﾟﾘ王ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ4世､ｼﾁﾘｱ王ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世の名を捨て両ｼﾁﾘｱ王ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世と改名(-1825)
1816年12月10日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾎｾ･ｶﾞﾙﾄﾞｷ･ﾃﾞ･ﾊﾗﾍﾞｲﾃｨｱ｣
1816年12月10日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢Mariano Fernandez de Folgueras｣(2期
  目~18221030)
1816年12月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｴﾌｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1816年12月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>ｲﾝﾃﾞｨｱﾅ準州(以前の北西部領土より)⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ｲﾝﾃﾞｨｱﾅ州(19番目)
1816年12月11日-09:00|日本|兵庫県姫路市|文化13年10月23日|<死去>姫路新田藩1万石｢酒井忠質｣(37歳)⇒子の
  ｢酒井忠全｣が継ぐ(⇒文化14(1817)年11月3日､死去無嗣廃藩)
1816年12月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>両ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世｣ﾅﾎﾟﾘ王ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ4世､ｼﾁﾘｱ王ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世
  (~18250104)
1816年12月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣
1816年12月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾍﾝﾘｰ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣(~18550302死去)
1816年12月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ18世の｢国王命令｣により､国立の美術学校｢ｴｺｰﾙ･ﾛﾜｲﾔﾙ･ｴ･ｽﾍﾟｼｱﾙ･ﾃﾞ
  ･ﾎﾞｻﾞｰﾙ｣設立(1819年｢ｴｺｰﾙ･ﾃﾞ･ﾎﾞｻﾞｰﾙ-｣と改称)
1816年12月20日-09:00|日本|静岡県賀茂郡松崎町|文化13年11月2日|伊豆松崎津波｡民家漂失多数､死者多数
1816年12月24日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|文化13年11月6日|<交替>伊予吉田藩3万石｢伊達村芳｣隠居⇒養子｢
  伊達宗翰｣が継ぐ(⇒天保14(1843)年6月24日､隠居)
1816年12月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ植民協会が結成され､ﾘﾍﾞﾘｱ建設へむけ活動を開始
1816年12月30日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国主席大臣｢ﾊﾞﾙｻ伯ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣(~18170
  623)
1817年-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｸﾞｱﾑ､ﾏﾘｱﾅ諸島はﾌｨﾘﾋﾟﾝに従属(~18980621)
1817年-07:00|ﾀｲ|  |||<就任>ｿﾝｸﾗｰ知事(ﾌﾟﾗﾔ･ｽｰﾝｿｰﾝ･ﾇﾗｯｸ)｢ﾃｨｴﾝｾﾝ･ﾅ･ｿﾝｸﾗ｣(~1847年)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾙｶ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾗﾑ･ﾊﾟﾙ｣(~1834年没)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾗﾊﾞ国統治者(ｻﾙｹﾙ)｢ﾗｺﾞｼﾞ2世ｱﾝｸﾞﾘｱ｣(~18381226没)､摂政｢ｳﾞｨﾅﾔｸ･ﾊﾟﾙｼｭﾗﾑ･ﾋﾞ
  ｳﾞｧﾙｶﾙ｣(1回目~1825年頃)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾑﾀｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝｼﾞｯﾄ･ｼﾝ2世｣(~1827年没)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾔﾝﾀ･ｼﾝ｣(2回目~1818年)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾛﾋ国摂政｢ｼｪｵ･ｼﾝ｣(~18470111)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾜｽ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾅﾝﾄﾞ･ﾗｵ･ﾌﾟｱｰﾙ･ﾗｵ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1840年没)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾀﾞﾀﾞｼﾞﾗｵ2世｣(~1842年)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞｼﾞｬ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1841年没)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙﾅﾊﾞﾀﾞ国統治者(ﾗﾅ)｢ｼﾌﾞ･ｼﾝ｣(~1818年)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｮﾀ･ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国はﾍﾞﾝｶﾞﾙの一部
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞｿﾀﾞ国をｸﾞﾜﾘｴﾙが占領(~1822年)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(18180308条約により確認)
1817年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗﾜ国はﾄﾝｸ州の一部(~1868年)
1817年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾁﾄﾗﾙ国統治者(ﾐﾌﾀﾙ)｢ｼｬｰ･ﾅﾜｽﾞ･ｶｰﾝ｣(2回目~1833年)
1817年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾗｰﾄ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢Mir Mehrab Khan Ahmadzai2世｣(~18391113死去)
1817年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<死去>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾊﾘ･ﾋﾞﾝ･ｻﾘﾑ｣
1817年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ﾀﾞｳﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1831年6月)
1817年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<即位>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾜﾅ･ｱﾏﾃﾞｨ･ﾋﾞﾝ･ﾎﾞｲﾅ･ｺﾝﾎﾞ｣(~1829年没)
1817年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾑﾄﾝﾄﾞ統治者(ﾑｳｪﾈ)｢ｼｼｮﾊﾟ･ｶﾔﾝﾋﾞﾗ｣
1817年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Muftizade Ahmed Pasha｣(~1818年)
1817年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ｷﾀﾝｺﾞﾆｱ首長｢ｽﾚｲﾏﾝ･ﾌﾞﾜﾅ･ﾊｼﾞ｣(~1850年)
1817年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾑﾄﾝﾄﾞ統治者(ﾑｳｪﾈ･ﾑﾄﾝﾄﾞ･ﾜ･ﾙｹﾅ)｢ﾏﾃ･ｼﾝｷｼｬ･ﾑﾄﾝﾄﾞ1世｣(~1860年)
1817年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<即位>ｱﾝｺﾞｼｪ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊｻﾝ･ｶﾏｶﾏ｣(~1821年)
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1817年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾒﾌﾒﾄ(反乱)｣(1回目)
1817年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Luis de Abreu Vieira｣
1817年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ｱﾘｶﾘ国統治者(ｱﾘｶﾘ)｢ﾓﾘﾊﾞ･ｷﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾝｸﾞﾛ｣(~1825年没)
1817年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｱﾙﾑ統治者(ﾌﾞｰﾙ･ｻｱﾙﾑ)｢ﾋﾞﾗﾑ･ｼｭﾚｼﾞｬ･ﾑﾎﾞｼﾞ･ﾝｼﾞｪｲ｣(~1823年)
1817年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢運営委員会｣⇒総督｢Felipe de Freitas｣(
  ~1824年)
1817年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾃﾑﾈ王国統治者(ﾊﾞｲｽ)｢ｱﾘｶﾘ･ﾓﾘﾊﾞ･ｷﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾝｸﾞﾗ｣(~1825年没)
1817年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>北ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ検査官｢Johannes West｣(~1825年)
1817年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢John Foster Alleyne｣(~同年)⇒総督｢Th
  e Lord Combermere｣(~1820年)
1817年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾒｲﾅｰﾄﾞ｣(~1831年頃)
1817年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Rogers｣
1817年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者｢ﾌｱﾝ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾌﾞｽﾀﾏﾝﾃ｣(~1818年)
1817年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾍﾟﾚｽ｣(~同年)
1817年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<就任>ﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟ市長｢ﾅﾙｼｽｺ･ﾏﾛﾙ｣(~18210321没)
1817年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾛ王｢Tereau｣(~1825年)
1817年1月 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｱﾙﾃｨｶﾞｽ,ｶﾀﾗﾝでたたかいを挑むが,敗れる.ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍,ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵを制圧
1817年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾆｸﾗｳｽ･ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ﾜｯﾃﾝｳｨﾙ｣Mod(1期目~12.31)
1817年1月3日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｲﾘｭﾘｱ王国ﾗｲﾊﾞｯﾊ州知事｢ﾕﾘｳｽ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｽﾄﾗｯｿﾙﾄﾞ｣(
  ~18180120)
1817年1月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｵﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾞﾌﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣建国(~18250909没)
1817年1月6日-09:00|日本|  ||文化13年11月19日|<死去>夏目成美(68歳)俳人
1817年1月8日-09:00|日本|長野県諏訪市|文化13年11月21日|<交替>信濃高島藩3万石｢諏訪忠粛｣隠居⇒長男｢諏
  訪忠恕｣が継ぐ(⇒天保11(1840)年5月4日､隠居)
1817年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾉｰｽ｣
1817年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾉｰｽ｣(~18271014死去)
1817年1月12日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ対立総督･司令官(ｻﾝﾃｨｱｺﾞ)｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶｼﾐﾛ･ﾏﾙｺ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟﾝﾃ･ﾃﾞｨｱｽ･ｲ
  ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣(~18190519)
1817年1月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶﾘｶﾙがﾌﾗﾝｽに復帰
1817年1月16日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化13年11月29日|<死去>桂文治･初代(落語家)[1774年生～]
1817年1月20日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||<就任>ｼｽﾌﾟﾗｼﾝ州知事｢Carlos Frederico Lecor｣(~18260203)
1817年1月20日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ軍ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢ﾗ･ﾗｸﾞﾅ男爵Carlos 
  Federico Lecor｣(~18220911)
1817年1月20日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵをﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙが占領(~18210731)
1817年1月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ﾎｾ｣
1817年1月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾊﾞﾙｶ伯ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾗｳﾎ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣(~6.21死去)
1817年1月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｼﾝﾃﾞﾚﾗ､または真心の勝利｣》
1817年1月25日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ司令官｢ｼﾞｭﾘｱﾝ･ｼｭﾏﾙﾂ｣(1回目~18180101)
1817年1月25日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｾﾈｶﾞﾙ植民地を再占領
1817年1月25日 04:00|ﾁﾘ|  |||ｻﾝ･ﾏﾙﾃｨﾝ､ｵｲｷﾞﾝｽらがｱﾙｾﾞﾝﾁﾝからｱﾝﾃﾞｽ超えを行ってﾁﾘに進軍しﾁﾘを解放
1817年1月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ｸﾞﾗｲﾂ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ13世｣
1817年1月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｸﾞﾗｲﾂ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ19世｣(~18361031死去)
1817年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣
1817年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ=ﾁｬｰﾁﾙ｣先代の子(~18400305死去)
1817年2月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Salih Pasha｣(~同年)⇒｢Suleyman Pasha al-Ad
  il｣(2期目~1819年)
1817年2月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾕｽﾌ･ｻｲｱｰ･ﾘｰ｣(4回目~同年)⇒｢ﾋﾞﾗﾝ･ｲﾌﾞﾗｰ･ﾜ
  ｰﾝ｣(1回目~数か月)⇒｢ﾀｯﾌﾟｼﾙ･ﾏﾏﾄﾞｩ･ﾏﾑﾄﾞｩ･ｱｰﾝ｣(~同年)⇒｢ﾕｽﾌ･ｻｰ･ﾘｰ｣(5回目~1819年)
1817年2月 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｻﾝﾏﾙﾁﾝ,ﾁｶﾌﾞｺの戦いでｽﾍﾟｲﾝ軍を破る
1817年2月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｾﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾊﾞｰ)｢ﾊﾟﾙｿｰｼﾞ･ﾊﾞﾗ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾊﾟｰｼｬﾗﾑ｣
1817年2月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｾﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾊﾞｰ)｢ﾑﾄﾞｰｼﾞ2世ｱｯﾊﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1818
  0315)
1817年2月2日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾎﾟｰﾗ･ｶｳﾞ
  ｧﾙｶﾝﾃｨ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ｣(~18181113)
1817年2月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､ﾄﾞｸﾄﾘﾈｰﾙ主導で､憲章にのっとった直接制限選挙を規定する選挙法が成
  立
1817年2月8日 04:00|ﾁﾘ|  |||ｱﾝﾃﾞｽ軍の先鋒ﾗｽｴﾗｽ隊,ｻﾝﾀﾛｻを占領
1817年2月8日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|文化13年12月23日|<死去>米倉昌由(40歳)前武蔵六浦藩主
1817年2月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼｯｷﾑは英領ｲﾝﾄﾞ保護領
1817年2月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>13代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｲｳﾞﾘﾝ=ﾚｽﾞﾘｰ｣
1817年2月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>14代ﾛｼｽﾞ女伯｢ﾍﾝﾘｴｯﾀ･ｱﾝ･ｲｳﾞﾘﾝ=ﾚｽﾞﾘｰ｣先代の娘(~18190130死去)
1817年2月12日 04:00|ﾁﾘ|  |||ｶﾎﾞｯﾄ隊,ｺｷﾝﾎﾞ州を制圧/ﾀﾞﾋﾞﾗ隊,ｺﾋﾟｱﾎﾟを占領,ﾌﾚｲﾚ隊はﾀﾙｶを占領
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1817年2月12日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ独立派の軍隊が､ﾁｬｶﾌﾞｺの戦いでｽﾍﾟｲﾝ軍を破る
1817年2月14日 04:00|ﾁﾘ|  |||ｻﾝﾏﾙﾁﾝ,ｻﾝﾁｱｺﾞに入市.ﾁﾘを解放
1817年2月16日-09:00|日本|東北大学|文化14年|仙台藩医学校設置(明倫養賢堂から分離)
1817年2月16日-09:00|日本|福島県二本松市|文化14年|第9代陸奥二本松藩主･丹羽長富によって藩校｢敬学館｣を
  設置
1817年2月16日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ最高監督｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｵｲｷﾞﾝｽ･ﾘｹﾙﾒ｣(~18230129)
1817年2月16日 04:00|ﾁﾘ|  |||<就任>ﾁﾘ大統領｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｵｲｷﾞﾝｽ｣(~18230128)
1817年2月16日-09:00|日本|  ||文化14年1月|<出版>歌川豊国｢役者似顔早稽古｣
1817年2月16日-09:00|日本|  ||文化14年1月|<出版>渓斎英泉｢俳諧百人一句集｣
1817年2月16日-09:00|日本|  ||文化14年1月|<出版>｢北斎漫画｣四編より八編に至る五冊
1817年2月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾎﾞﾙﾁﾓｱの街頭に世界初のｶﾞｽ灯がともる
1817年2月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾍがﾌﾗﾝｽに復帰
1817年2月27日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｱﾝﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ諸島のｽﾍﾟｲﾝ王党派軍は降伏
1817年2月27日-07:00|日本|東京都中央区|文化14年1月12日|暁八つ時に江戸日本橋新乗物町南側から出火､堺町
  の中村座､葦屋町の市村座も焼失
1817年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ｱｯｻﾑ国をﾋﾞﾙﾏが占領(~1817年4月)
1817年3月3日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾖﾊﾝ･ｴﾏﾇｴﾙ･ﾚﾋﾀｰ｣(~10.5没)
1817年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<発足>ｱﾒﾘｶ､ｱﾗﾊﾞﾏ準州設立
1817年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||前年のｽﾊﾟｰ･ﾌｨｰﾙｽﾞの暴動がきっかけとなって､人身保護法が停止される
1817年3月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ合衆国第5代大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾓﾝﾛｰ｣民主共和党(~18250303)
1817年3月6日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾍﾟﾙﾅﾝﾌﾞｺ州で,ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｼﾞｮｾﾞ･ﾏﾙﾁﾝら軍内ｸﾘｵｰﾘｮが率いる共和主義者が武装蜂
  起
1817年3月7日-09:00|日本|東京都墨田区|文化14年1月20日|<大相撲>文化14年1月場所[江戸本所回向院](10日間
  )優勝:(西関脇)鳴滝,6勝1敗1分1無勝負
1817年3月7日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|文化14年1月20日|<死去>柳沢保光(65歳)前大和郡山藩主
1817年3月8日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾍﾟﾙﾅﾝﾌﾞｺ州で,反乱軍､州都ﾚｼﾌｪを占拠し臨時政府を宣言
1817年3月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||世界最大の証券取引所｢ﾆｭｰﾖｰｸ証券取引所｣が発足
1817年3月15日-09:00|日本|東京都|文化14年1月28日|<死去>2代澤村田之助(30歳)歌舞伎役者
1817年3月18日 04:00|日本|北海道石狩市|文化14年2月|(~文政元(1818)年4月)ｲｼｶﾘ場所に疱瘡流行/ｱｲﾇ惣人別2
  130人余のうち926人が罹病,833人死亡
1817年3月18日 06:00|日本|神奈川県小田原市|文化14年2月1日|<小田原文化14年の大火>未の下刻(15時ごろ)､
  突然､筋違橋町に住む大工､半蔵の家から出火,炎は瞬く間に城下に広がり､火元の筋違い橋をはじめ､欄干橋町
  から中宿町へと進み､本町､宮前町､高梨町へ､また万町､茶畑町､代官町､千度小路､青物町､一丁田町､台宿町と
  軒並み灰にした/城内は三の丸にも延焼､武家屋敷､足軽屋敷をはじめ城下の町家､土蔵など､城下郊外の山王村
  へ飛び火し､網一色村まで残らず焼けた/被害は御用屋敷及び土蔵､番所5か所､往還出張門など3門､侍屋敷76軒
  ､小役人屋敷11軒､同長屋9棟､足軽小屋26棟､町家は本陣､脇本陣を含め1060軒､町家店借り(借家)204軒､寺院門
  前の家18軒､穢多(部落民)の家34軒､農家150軒.寺院26か所､神社15か所､お堂14か所など計55か所.土蔵120棟
  など､合計家屋1553軒､35棟.26人死亡
1817年3月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾊﾟﾙﾄﾞ｣(~5.27)
1817年3月25日-09:00|日本|  ||文化14年2月8日|<死去>金子金陵(不明)画家
1817年3月26日-09:00|日本|東京都|文化14年2月9日|<死去>画人,金子金陵
1817年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｿﾞｰﾘ｣
1817年4月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|文化14年2月15日|<死去>中井履軒(86歳)儒学者/大坂の学問所懐徳堂
  学派で最大の学問的業績を残した
1817年4月2日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾊﾞﾝﾀﾞ諸島はｵﾗﾝﾀﾞに戻された
1817年4月5日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾗｽｴﾗｽ隊,ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝを占領
1817年4月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ州で､200人の黒人奴隷が暴動を起こす
1817年4月8日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで､最初の銀行ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ銀行､ﾒｱﾘ･ﾗｲﾋﾞｰから賃貸したﾏｸｳｫﾘｰ･ﾌﾟ
  ﾚｲｽの店舗で営業を開始
1817年4月8日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Foster Alleyne｣(~6.
  4)
1817年4月11日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||独立派ｶｳﾃﾞｨｰﾘｮのひとりﾏﾇｴﾙ･ｶﾙﾛｽ･ﾋﾟｱﾙ,王党派とのｻﾝﾌｪﾘｸｽの戦闘に勝利.
  ｱﾝｺﾞｽﾄｩｰﾗ(現ｼｳﾀﾞ･ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ)を解放,ｵﾘﾉｺ川の支配権を確立し第三共和制を開始
1817年4月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾔﾅｵﾝがﾌﾗﾝｽに復帰
1817年4月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国摂政｢ﾁｬﾀﾙ･ｼﾝ｣(~18180106没)
1817年4月20日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｿｺﾄ帝国ｽﾙﾀﾝ｢ｳｽﾏﾝ･ﾀﾞﾝ･ﾌｫﾃﾞｨｵ｣
1817年4月21日-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｿｺﾄ帝国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾍﾞﾛ｣(~18371025死去)
1817年4月22日-09:00|日本|東京都中央区|文化14年3月7日|<初演>｢櫻姫東文章｣[作･四代目鶴屋南北]五代目岩
  井半四郎､河原崎座
1817年4月27日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶとｶﾅﾀﾞが､ﾗｯｼｭ･ﾊﾞｺﾞｯﾄ協定を締結し､五大湖の海軍力を削減
1817年4月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶとｲｷﾞﾘｽが､五大湖の海軍力削減のためのﾗｯｼｭ･ﾊﾞｺﾞｯﾄ協定に調印
1817年5月2日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ｱﾘ6世ｺｰｼﾞｬ｣(~18180301没)
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1817年5月7日-09:00|日本|京都府京都市|文化14年3月22日|<譲位>119代｢光格天皇｣
1817年5月7日-09:00|日本|京都府京都市|文化14年3月22日|<践祚>120代｢仁孝天皇｣/9月21日即位式(~18460206)
1817年5月8日-09:00|日本|東京都墨田区|文化14年3月23日|両国柳橋の万八楼で大酒大食の会が催される/酒は3
  升入りの杯で6杯半
1817年5月9日-09:00|日本|千葉県富津市|文化14年3月24日|<交替>上総飯野藩2万石｢保科正徳｣隠居⇒長男｢保科
  正丕｣が継ぐ(⇒嘉永元(1848)年3月17日､死去)
1817年5月10日-09:00|日本|島根県安来市|文化14年3月25日|<交替>出雲母里藩1万石｢松平直方｣隠居⇒長男｢松
  平直興｣が継ぐ(⇒天保14(1843)年9月13日､隠居)
1817年5月14日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Francisco Antonio de Araujo e Az
  evedo｣(1期目~18201018)
1817年5月15日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英国ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ担当役員｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽｺｯﾄ･ｱｲﾁｿﾝ｣(~11.18)
1817年5月16日-09:00|日本|  ||文化14年4月|<出版>北斎｢画本早引｣初編
1817年5月16日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文化14年4月|京都三十三間堂通矢｢五十間堂百射｣で､岩崎梅之
  助が64(総矢数100)を記録
1817年5月18日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<開設>ﾎﾞｺﾞｰﾙ植物園(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ.ﾗｲﾝﾜﾙﾄ)
1817年5月20日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||中央政府軍,弾圧に乗り出す.臨時政府は内部分裂のため樹立後2ヶ月半で崩
  壊.首謀者15名が死刑
1817年5月25日-09:00|日本|  ||文化14年4月10日|<死去>山田検校(61歳)箏曲家
1817年5月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾘｱ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ｣(~18220817)
1817年5月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢泥棒かささぎ｣》
1817年5月31日-09:00|日本|東京都江東区|文化14年4月16日|江戸深川三十三間堂通矢｢全堂日矢数｣で､杉立信吉
  が5368本(総矢数9158本中)を記録
1817年6月 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督代行｢ﾋﾞｬﾙﾆ･ｳﾞｨｸﾞﾌｯｿﾝ･ｿﾗﾚﾝｾﾝ｣(~18190618)
1817年6月1日-09:00|日本|東京都|文化14年4月17日|<死去>杉田玄白/85歳(誕生:享保18(1733)0913)医学書ﾀｰﾍﾙ
  ･ｱﾅﾄﾐｱ(解体新書)の翻訳者､蘭学者
1817年6月2日 04:00|BES諸島|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島知事｢Abraham de Veer｣(~18220118)
1817年6月4日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢Stapleton ｺｯﾄﾝ, Viscount Com
  bermere｣(~18200612)
1817年6月8日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾐﾅの部隊,ﾊﾞｼﾞｪ･ﾃﾞﾙ･ﾏｲｽでﾋﾞｼﾞｬｾﾆｮｰﾙ大尉の率いるｽﾍﾟｲﾝ軍と交戦し,撃
  破
1817年6月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ･ﾏﾌﾗｯﾀ条約によって別個の州として認められたﾏﾌﾗｯﾀ族の首長国ﾍ
  ﾟｼｭﾜ自治領はﾌﾟﾈｰ国(ｲｷﾞﾘｽ保護領)と名付けられた/ｲﾝﾀﾞｳﾙ国は州(ﾎﾙｶﾙ州､後に大部分が主にｲﾝﾄﾞｰﾙ州となる)
  として承認/ｸﾞﾜﾘｴﾙ国は州(ｼﾝﾃﾞｨｱ州､後に大部分が主にｸﾞﾜﾘｴﾙ州となる)として承認/ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国は独立国家と
  して承認/ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国は州(ﾅｰｸﾞﾌﾟｰﾙ州)として承認/ﾊﾞﾛﾀﾞ国は州(ｹﾞｰｸﾜﾙ州､後に大部分がﾊﾞﾛｰﾀﾞ州)として承認
1817年6月15日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟｽﾃｨｼﾞｮ牧場で義勇軍とｽﾍﾟｲﾝ軍が激突.義勇軍は6倍の軍勢を相手に勝
  利を収め
1817年6月15日-09:00|日本|東京都墨田区|文化14年5月1日|江戸両国万八楼で大食い大会あり､飯では68杯､蕎麦
  では63杯､酒では3升入り盃で6杯など記録
1817年6月17日-09:00|日本|東京都|文化14年5月3日|<死去>古賀精里(68歳)儒学者､寛政の三博士の一人
1817年6月21日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾊﾞﾙｶ伯ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾗｳﾎ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣
1817年6月23日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾟｳﾛ･ﾍﾞｾﾞﾗ･ﾃﾞ･ｾｲｼｬｽ｣(~11.29死去)
1817年6月23日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国主席大臣｢ｲﾀｸﾞｱｲ男爵ｼﾞｮｱﾝ･ﾊﾟｳﾛ･ﾍﾞｾﾞﾗ･ﾃﾞ･ｾｲｼｬｽ｣(~11.2
  9)
1817年6月24日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||義勇軍,独立派ｹﾞﾘﾗが占拠したｴﾙ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ砦に入り,合流.ｵﾙﾄﾞﾆｪｽ将軍の
  率いるｽﾍﾟｲﾝ軍部隊を撃破
1817年6月26日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾄｰﾏｽ･Layard｣(3期目~9.26)
1817年7月-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王｢ｷﾙﾃｨｽﾘ･ﾄﾞﾗｲｻﾐ(偽装者)｣(~1818年10月)
1817年7月1日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Hilaire Urbain de Lafitte du Courteil｣(~18180
  909)
1817年7月1日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Felipe de Sierra y Pambley｣(~1819.
  7)
1817年7月1日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|文化14年5月17日|<死去>本多忠永(94歳)前伊勢神戸藩主
1817年7月2日-09:00|日本|愛媛県今治市|文化14年5月18日|今治藩､池内八郎兵衛屋敷跡へ藩校を再興
1817年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||(英)ｿｳﾞﾘﾝ金貨再登場*20ｼﾘﾝｸﾞ
1817年7月5日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|文化14年5月21日|<死去>出羽亀田藩2万石｢岩城隆恕｣(53歳)⇒7月
  13日､長男｢岩城隆喜｣が継ぐ(⇒嘉永6(1854)年12月9日､死去)
1817年7月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<加盟>ﾄﾞｲﾂ連邦:ﾍｯｾﾝ･ﾎﾝﾌﾞﾙｸ
1817年7月7日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾐﾅ軍,ﾃﾞﾙ･ﾊﾗﾙ牧場を占拠
1817年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公･2代ﾊﾟｰｼｰ伯｢ﾋｭｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣
1817年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾋｭｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣先代の長男(~18470211死去)
1817年7月13日-09:00|日本|京都府京都市|文化14年5月29日|<死去>経世家,海保青陵(63)
1817年7月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの女性文学者ｽﾀｰﾙ夫人(1766-､51歳)ｽｲｽの政治家･財政家故ｼﾞｬｯｸ･ﾈ
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  ｯｹﾙの娘
1817年7月17日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾎｰﾙ｣(~18200708没)
1817年7月18日-01:00|ﾅﾐﾋﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽが北緯18度線以北のｳｫﾙﾋﾞｽ湾沿岸地域の領有権を放棄
1817年7月18日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞが､北西部ｲﾝﾃﾞｨｱﾝと最初の条約を結ぶ
1817年7月26日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･議長｢ﾌｱﾝ･ﾗﾐﾚｽ･ｵﾛｽｺ｣(~18190414)
1817年7月28日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾍﾞﾙﾅｰﾄ･ﾌﾗﾝｾｽ･ｲ･ｶﾊﾞﾚﾛ｣(~18240927)
1817年8月4日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍,ｴﾙ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ砦を総攻撃.ﾐﾅ軍はこれを撃退
1817年8月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ公｢Leopold3世｣
1817年8月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ4世｣(⇒1863年､ｱﾝﾊﾙﾄ公に称号変更~18710522死去
  )
1817年8月12日-09:00|日本|福井県大飯郡高浜町|文化14年6月30日|大飯郡高浜浦町から出火,家273軒焼失
1817年8月26日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｿｰﾝ｣(~18190911)
1817年9月11日-09:00|日本|  ||文化14年秋|画家石崎融思が｢ﾌﾞﾛﾝﾎﾌ家族図｣を描く
1817年9月16日-09:00|日本|茨城県下妻市|文化14年8月6日|<死去>井上正建(42歳)前常陸下妻藩主)
1817年9月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾛﾏﾝﾃﾞﾙの入植地がｵﾗﾝﾀﾞに復元され､ﾏﾗﾊﾞﾙは英領ｲﾝﾄﾞに併合(18
  18年発効)
1817年9月26日-09:00|日本|愛知県豊橋市|文化14年8月16日|<死去>三河吉田藩7万石｢松平信明｣⇒10月16日､次
  男｢松平信順｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年12月13日､隠居)
1817年9月26日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|文化14年8月16日|<死去>上野伊勢崎藩2万石｢酒井忠寧｣(29歳)⇒長
  男｢酒井忠良｣が継ぐ(⇒天保2(1831)年5月､隠居)
1817年9月30日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾞﾘｼｱ州知事｢Franz Seraph Freiherr von Hauer｣(~18221125)
1817年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾆｶ国はﾍﾞﾝｶﾞﾙの一部(1912~1936年ﾋﾞﾊｰﾙ州とｵﾘｯｻ州､1936年からｵﾘｯｻ州)
1817年10月-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督代行｢ﾏﾄｳﾞｪｲ･ｲｪｺﾞﾛｳﾞｨﾁ･ｸﾙﾍﾟﾝｽｷｰ｣(~12.30)
1817年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ｢新選挙法｣のもとで行われた選挙で｢立憲王党派｣が多数を占め､自由主義的
  改革が推進される
1817年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾍﾞﾙｿﾞｯﾋﾟ｣
1817年10月3日-09:00|日本|  ||文化14年8月23日|<就任>老中格｢水野忠成｣(~文政1年8月2日)
1817年10月5日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ｲｪﾝｽ･ﾆｺﾗｲ･ｺｰﾈﾘｱｽ･ﾚｲｱｰｾﾝ｣(~18
  190506没)
1817年10月5日-09:00|日本|東京都千代田区|文化14年8月25日|<就任>老中｢阿部正精｣(~文政6年10月11日)
1817年10月9日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾀﾙﾎﾞｯﾄ伯爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾁｪﾄｳｨﾝﾄﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣(~1821122
  9)
1817年10月9日-09:00|日本|東京都千代田区|文化14年8月29日|<死去>老中首座｢松平信明｣55歳
1817年10月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||(英)ﾊｰﾌ･ｿｳﾞﾘﾝ発行
1817年10月11日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Samuel Bartholomeus van den Broek｣
1817年10月11日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Isaac Debrot｣(~18270323)
1817年10月22日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ｽﾍﾟｲﾝ軍司令官｢Jose Leon Guerreros (comma
  nder) + Bernardo de Castro y Callorda(ﾗ･ｹﾙﾝ知事)｣(~18180502)
1817年10月23日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ王｢ﾗﾀﾞﾏ1世｣が島の大部分を征服
1817年10月24日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮｾﾌ･ｳｨﾝｸﾗｰ｣(~11.6)
1817年10月24日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文化14年9月14日|<移封>陸奥棚倉藩6万石｢小笠原長昌｣⇒肥前唐津
  藩6万石(⇒文政6(1823)年9月29日､28歳で死去)
1817年10月24日-09:00|日本|静岡県浜松市|文化14年9月14日|<移封>肥前唐津藩6万石｢水野忠邦｣⇒遠江浜松藩6
  万石(⇒天保5(1834)年3月1日､1万石加増)
1817年10月24日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|文化14年9月14日|<移封>遠江国浜松藩6万石｢井上正甫｣⇒
  陸奥棚倉藩6万石(⇒文政3(1820)年4月16日､隠居)
1817年10月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｻﾝﾄﾞｩﾙ国はﾍﾟｼｭﾜ自治領に併合(~18180701)
1817年10月28日-09:00|日本|岡山県津山市|文化14年9月18日|<加増>美作津山藩5万石｢松平斉孝｣+5万石⇒10万
  石(⇒天保2(1831)年11月22日､隠居)
1817年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄがﾏｳｨﾔを占領
1817年11月3日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞで最古の銀行｢ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙ銀行｣設立(1935年ｶﾅﾀﾞ銀行設立まで中央銀行)
1817年11月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾝﾃﾞｨｱ家はｲｷﾞﾘｽと軍事保護条約ｸﾞﾜｰﾘﾔﾙ条約を締結/ｼﾝﾃﾞｨｱ家はﾗｰｼﾞｬｽ
  ﾀｰﾝ地方における権益を放棄し､その進出を認めたたばかりか､ｲｷﾞﾘｽの対ﾋﾟﾝﾀﾞｰﾘｰ戦争においてはﾋﾟﾝﾀﾞｰﾘｰの
  掃討への協力も約した/ｼﾝﾃﾞｨｱ家はｲｷﾞﾘｽに従属する藩王国となった(ｸﾞﾜｰﾘﾔﾙ藩王国)
1817年11月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾗｰﾀ宰相ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ2世はﾌﾟﾈｰ近郊ｶﾄﾞｷｰのｲｷﾞﾘｽ駐在官邸を将軍ﾊﾞｰﾌﾟｰ
  ･ｺﾞｰｶﾚｰに襲わせ(ｶﾄﾞｷｰの戦い)第三次ﾏﾗｰﾀｰ戦争が始まった
1817年11月6日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公｢ﾐﾛｼｭ･ｵﾌﾞﾚﾉｳﾞｨｯﾁ1世｣(~18390625､退位)
1817年11月6日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵﾊﾗ｣(~18180625)
1817年11月8日-01:00|ﾓﾅｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾓﾅｺはｻﾙﾃﾞｰﾆｬ-ﾋﾟｴﾓﾝﾃ保護領(~18600718)
1817年11月8日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ司令官兼管理者｢Jean-Francois｣(~18190725)
1817年11月8日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ領ｷﾞｱﾅがﾌﾗﾝｽに復帰
1817年11月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾗｳﾘ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)



1820迄(2692件)

1817年11月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｱﾙﾐｰﾀﾞ｣》
1817年11月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||独立運動家ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾐﾅ,ﾘﾅﾝ元帥の作戦本部で銃殺される
1817年11月11日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｺｯｸﾊﾞｰﾝ卿｣(2期目~1
  8190415)
1817年11月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾑﾀｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽにより国家として認められ､ｲｷﾞﾘｽ保護領となった(条
  約により)
1817年11月13日-09:00|日本|愛知県名古屋市|文化14年10月5日|葛飾北斎名古屋滞在中､百二十畳敷の紙に達磨
  半身の大図を画く
1817年11月13日-09:00|日本|東京都墨田区|文化14年10月5日|<大相撲>文化14年10月場所[江戸本所回向院境内]
  (10日間)優勝:(東大関)柏戸,6勝1敗1預2休
1817年11月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲﾋﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｵｲｹﾞﾝ｣(~118240221)
1817年11月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾝｸ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾐｰﾙ･ｶｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾔｯﾄ･ｶｰﾝ｣建国(条約によりｲｷﾞﾘｽ
  保護領)(~18341102没)
1817年11月18日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ島民総代｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾗｽ｣(~18531124死去
  )
1817年11月18日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<撤退>ﾄﾘｽﾀﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ英国駐屯軍
1817年11月19日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ｹﾞｰｼﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾙ｣(~
  18181210)
1817年11月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾀ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)
1817年11月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅｰｸﾞﾌﾟﾙ太守ﾏｰﾄﾞｰｼﾞｰ･ﾎﾞｰﾝｽﾚｰ2世はｼｰﾀｰﾊﾞﾙﾃﾞｨｰの戦いで敗れた
1817年11月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾟｳﾛ･ﾍﾞｾﾞﾗ･ﾃﾞ･ｾｲｼｬｽ｣
1817年11月29日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾄｰﾏｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｳﾞｨﾗ=ﾉｳﾞｧ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣(~18210226)
1817年11月29日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ王国主席大臣｢ﾄﾏｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｳﾞｨﾗ=ﾉｳﾞｧ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣(~18210226
  )
1817年11月29日-09:00|日本|茨城県笠間市|文化14年10月21日|<交替>常陸笠間藩8万石｢牧野貞喜｣隠居⇒次男｢
  牧野貞幹｣が継ぐ(⇒文政11(1828)年8月18日､死去)
1817年12月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄがｱﾙ=ﾗｽ､ｱﾙ=ｶﾌﾞﾗ､ｳﾅｲｻﾞ､ﾌﾞﾗｲﾀﾞを占領
1817年12月 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ司令官｢Louis Auguste Elliot｣(1期目~1823.2)
1817年12月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾁﾛｴはﾁﾘ本土から逃げるｽﾍﾟｲﾝ軍の残党によって占領された
1817年12月9日-09:00|日本|東京都|文化14年11月2日|<死去>3代市川團之助.経営失敗を苦に自宅で自殺(32歳)
  歌舞伎役者/12年より桐長桐座(市村座変え櫓)の経営
1817年12月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>ﾐｼｼｯﾋﾟ準州､ｼﾞｮｰｼﾞｱ州により連邦政府に寄贈された土地で構成⇒ｱﾒﾘｶ
  合衆国ﾐｼｼｯﾋﾟ州(20番目)
1817年12月10日-09:00|日本|兵庫県姫路市|文化14年11月3日|<死去改易>姫路新田藩1万石｢酒井忠全｣(3歳)無嗣
  断絶､姫路藩に併合
1817年12月14日-09:00|日本|千葉県野田市|文化14年11月7日|<交替>下総関宿藩58000石｢久世広誉｣隠居⇒嫡孫｢
  久世広運｣が継ぐ(⇒文政13(1830)年8月20日､死去)
1817年12月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅｰｸﾞﾌﾟﾙ太守ﾏｰﾄﾞｰｼﾞｰ･ﾎﾞｰﾝｽﾚｰ2世はｲｷﾞﾘｽに降伏
1817年12月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾏﾋﾄﾞﾌﾟﾙの戦い>ﾎｰﾙｶﾙ家はｲｷﾞﾘｽとﾏﾋﾄﾞﾌﾟﾙで交戦したが､大敗
1817年12月22日 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾘｽﾍﾞﾝ｣(3回目~18291115
  )
1817年12月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾎﾞﾙｺﾞｰﾆｬのｱﾃﾞﾗｲｰﾃﾞ｣》
1817年12月28日-09:00|日本|岡山県真庭市|文化14年11月21日|<死去>三浦前次(61歳)前美作勝山藩主
1817年12月29日-09:00|日本|東京都八王子市|文化14年11月22日|江戸中に雷のような音を立てて光り物が飛び､
  八王子横山宿の畑の中に落ちる
1817年12月30日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｱﾝﾄﾉﾋﾞｯﾁ･ｶﾀｶｼﾞ｣(⇒18180511ﾍﾞｯ
  ｻﾗﾋﾞｱ州総督~18250826)
1818年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾍﾟﾗ摂政｢ﾗｼﾞｬ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏﾘｸ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ･ｼﾞｬﾏﾙｯ
  ﾗｰ｣(~18250818)
1818年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾛﾛ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Hajuddin Syah｣(~1825年)
1818年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<復位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢Alauddin Jauhar ul Alam｣(~1824年)
1818年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<復位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Mahmud Badaruddin2世｣(~1821年)
1818年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾑﾊﾟｰﾝ国主｢ｶｯﾃｨﾔ｣(約半年)→<即位>ﾗﾑﾊﾟｰﾝ国主｢ﾉｰｲｲﾝ｣(~1829年)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾟｭｱﾝﾄﾞﾗｼﾝﾊ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(1回目~18190309)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾘﾗｰｼﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾑｻﾌｨｰﾙ･ﾒｸﾗﾝ(簒奪者)｣(~同年)⇒｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~186
  20317没)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾘﾔﾝ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣ｽﾙｸﾞｼﾞｬ内に分立地所(ｻﾞﾐﾝﾀﾞﾘ)として設立(~185
  2年)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾙｼｱ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ)｢ｿﾊﾞｰ･ｼﾝ｣(~18580214没)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾘﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾆﾙﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1842年)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮﾊﾞｯﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ｻﾊﾞﾄ･ｼﾝ｣(~1864年没)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｶﾞﾅ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ﾏﾙﾊｰﾙ･ﾗｵ｣(~1819年没)
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1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｾﾗｲｹﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｸﾗﾑ･ｼﾝ2世｣(~1823年没)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｺﾞﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞﾗ･ｼﾝ｣(~1831年)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾗﾊｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞｰﾅｼｬﾑ･ｼﾝ｣(~1820年以降)⇒｢ｱﾁｭﾀ･ｼﾝ2世｣(~不明)⇒｢ﾁｬｸﾗﾀﾞｰﾙ･
  ｼﾝ｣(~1839年)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙﾅﾊﾞﾀﾞ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌｧﾃ･ｼﾝ｣(~1849年没)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾝｶｰ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬﾃﾞｨﾗｰｼﾞ)｢ﾌﾞｯﾌﾟ･ﾃﾞｵ｣(2回目~1839年)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾘﾗｰｼﾞﾌﾟｰﾙ国､ｶﾃｨﾜﾗ国､ｸﾙﾜｲ国､ｼﾞｬﾌﾞｱ国､ｼﾞｮﾊﾞｯﾄ国､ｽﾙｶﾞﾅ国､ﾏｽﾜｰﾙ国､ﾗｰｼﾞｶﾞﾙ
  国､ﾗﾀﾝﾏﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾊﾞﾇｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領となり､国家として認められる
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽが領地管理(~1820年)
1818年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾋﾟﾌﾟﾛﾀﾞ国はｼﾞｬｵﾗの属領
1818年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾀﾅﾜﾙ統治者(ﾐｰﾙ)｢ﾇｱﾌﾞ･ｶｰﾝ｣
1818年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾀﾅﾜﾙ統治者(ﾐｰﾙ)｢ﾍﾟｲﾝﾀﾞ･ｶｰﾝ｣(~1843年没)
1818年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾗｽﾍﾞﾗ国ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ｢ｱﾘ･ｶｰﾝ2世｣(~1830年)
1818年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ﾄﾞｰｽﾄ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣⇒｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱｼﾞﾑ･ｶｰﾝ
  ｣(~1823年)
1818年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大王(ﾍﾗｰﾄ)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(2回目~1819年)
1818年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大王(ﾍﾟｼｬﾜｰﾙ)｢ｱｲﾕｰﾌﾞ･ｼｬｰ｣(1回目)⇒｢ｼｭｼﾞｬｰ･ｱﾙ･ﾑﾙｸ･ｼｬｰ｣(
  2回目)⇒｢ｱｲﾕｰﾌﾞ･ｼｬｰ｣(2回目~1829年)
1818年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾘ･ｼｬｰ｣(~1819年退位)
1818年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣
1818年-04:00|UAE|  |||<即位>ｱﾌﾞ･ﾀﾞﾋﾞ統治者｢Sheikh Shakhbut ibn Dhiyab Al Nahayan｣､｢Sheikh Tahnun ib
  n Shakhbut Al Nahayan｣(~1833.4死去)
1818年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｱｳﾞｧｰﾙ､ｱｸｼｬ･ﾀﾞﾙｼﾞｮ､ｶｲﾀｸﾞ､ﾀﾊﾞｻﾗﾝ､ﾒﾌﾄｩﾘがﾛｼｱに反乱(~1819年)
1818年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｷｸﾞﾙ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｲﾊﾞﾝﾀﾞ2世｣
1818年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｲﾏ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷﾌﾞｺﾞ･ｲｺﾞﾃﾞｨ｣
1818年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞｳｪﾘ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾜﾇﾒ･ﾅﾑﾊﾔ｣
1818年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾌﾞﾗ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｶｺﾞﾀ｣(~1845年頃)
1818年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｸｧﾝｶﾞ･ｷｷ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｶｷﾞｬ｣
1818年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｼｷ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑｲﾝﾀﾞ｣
1818年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｼﾞﾝﾊﾞ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｲﾊﾞﾝﾀﾞ｣
1818年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾓｷﾞ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｼﾞﾎﾞﾝﾄﾞ4世ﾌﾞｳｫｲ2世｣
1818年-03:00|ｹﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾃ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Fumo Luti ibn Ahmad, Mfalume｣(~不明)⇒｢Bwana Shaykh ibn 
  Fumo Madi, Mfalume｣(1期目~1823年)
1818年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｱﾙｱﾊｻをｴｼﾞﾌﾟﾄが占領(~1819年)
1818年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Hurshid Ahmed Pasha｣(~1820年)
1818年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<就任>ﾏﾆｶ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾁｶﾝｶﾞ･ﾆｬﾙﾑｳｪ2世ｲﾝﾊﾙｸﾞ｣(2回目~1822年)
1818年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<死去>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾄｰｲ･ﾄﾌｧ1世｣
1818年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ侯｢Heinrich42世｣
1818年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Francisco Antonio de Villar y Herrera｣(3期目~同年)
  ⇒総督｢Jose Miranda y Cabezon｣(1期目~1819年)
1818年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｾｰﾃﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｵｽｶﾙ｣(~18440308)ｶｰﾙ14世ﾖﾊﾝの息子
1818年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<就任>ｾﾙﾋﾞｱ公国管理評議会会長｢ｱｳﾞﾗﾑ･ﾍﾟﾄﾛﾆｴｳﾞｨｯﾁ｣(1回目~1820年)
1818年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ侯｢Heinrich62世｣(~1848.10解任)
1818年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾌｳｪｾﾞ｣(~1828年没)
1818年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾎﾒ王国国王｢ｹﾞｿﾞ･ｸﾞﾊﾞﾗﾝﾍﾞ･ｾﾞﾄﾞｺ｣(~1858年12月没)
1818年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島知事｢Johan Samuel Rosensvard｣
1818年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ｷﾝﾃﾞﾗﾝ･ｲ･ｵﾚｺﾞﾝ｣(~18
  21年)
1818年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領両ｶﾅﾀﾞ総督｢ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣(~1819年)
1818年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者｢ｼﾓﾝ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ｣(~同年)⇒｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ﾍﾟｲﾅｰﾄﾞ｣(2回目
  ~18200129)
1818年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Facundo Melgares｣(⇒1822.1ﾒｷｼｺ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督~1
  8220705)
1818年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾀﾜﾀ統治者｢Keatonui｣
1818年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾀﾜﾀ統治者｢Iotete｣(~1842.9)
1818年1月 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｸﾅ連合ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｳﾙﾄﾞ･ｼﾃﾞｨ･ｱﾘ1世｣(~1841年没)
1818年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾗｰﾀ宰相ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ2世はｺｰﾚｰｶﾞｰｵﾝでｲｷﾞﾘｽに敗北(ｺｰﾚｰｶﾞｰｵﾝの戦い)
1818年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾆｸﾗｳｽ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ﾐｭﾘﾈﾝ｣Lib(1期目~12.31)
1818年1月2日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ司令官代行｢ｱｲﾒ･ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾌﾙﾘｵ｣(~18190710)
1818年1月4日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢Mariano Osorio｣(~18180405)
1818年1月4日-09:00|日本|京都府京都市下京区|文化14年11月28日|国学者富士谷御杖が,京都五条坊門に審神舎
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  を創設
1818年1月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾌﾞﾙﾄﾞｩﾙ･ﾃﾞﾙｳﾞｨｯｼｭ･ﾒｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~18200105)
1818年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸとﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙを結ぶ最初の大西洋横断の定期航路が始まる
1818年1月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬｵﾗ国､ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)国)
1818年1月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾅｰｸﾞﾌﾟﾙ太守ﾏｰﾄﾞｰｼﾞｰ･ﾎﾞｰﾝｽﾚｰ2世はｲｷﾞﾘｽと講和条約(軍事保護条約)を
  結び､ﾎﾞｰﾝｽﾚｰ家はｲｷﾞﾘｽ従属化の藩王国となった(ﾅｰｸﾞﾌﾟﾙ藩王国)
1818年1月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎｰﾙｶﾙ家とｲｷﾞﾘｽとのあいだでﾏﾝﾄﾞｻｳﾙ条約が結ばれ､ﾎｰﾙｶﾙ家はｲｷﾞﾘｽに従
  属する藩王国となった(ｲﾝﾄﾞｰﾙ藩王国)/ｼﾞｬｲﾌﾟﾙ､ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ､ｳﾀﾞｲﾌﾟﾙ､ｺｰﾀｰ､ﾌﾞｰﾝﾃﾞｨｰなどのﾗｰｼﾞﾌﾟｰﾄ諸王国の
  主権を放棄させられた
1818年1月6日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Francois Xavier｣(~1826.6)
1818年1月7日-09:00|日本|  ||文化14年12月1日|<完成>女流文学者,只野真葛,経世論｢独考｣(1819､曲亭馬琴に
  送る)
1818年1月15日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ州市長｢ｼﾞｮｾﾌ･ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾃｨﾉｺ･ﾃﾞ･ｺﾝﾄﾚﾗｽ｣(~18211121)
1818年1月20日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｲﾘｭﾘｱ王国ﾗｲﾊﾞｯﾊ州知事代行｢ﾌﾗﾝﾂ･ｾﾗﾌｨﾝ･ﾘｯﾀｰ･ﾌｫﾝ･
  ｴﾍﾞﾅｳ｣(~5.9)
1818年1月23日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾓﾗﾘ･ﾍﾞｷｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~29日)
1818年1月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱﾊﾞｺｰﾝ侯｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1818年1月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱﾊﾞｺｰﾝ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の孫(⇒18680810初代ｱﾊﾞｺｰﾝ公~1885
  1031死去)
1818年1月29日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾃﾞﾙｳﾞｨｯｼｭ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~18190727)
1818年1月29日-09:00|日本|  ||文化14年12月23日|<死去>石川大浪(56歳)画家
1818年1月31日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾊﾟﾗﾏｯﾀとｴﾐｭｰ･ﾌｫｰﾄﾞ間､30ｷﾛ以上のｸﾞﾚｲﾄ･ｳｪｽﾀﾝ･ﾛｰﾄﾞ完成｡二つの料金所が
  設けられる
1818年1月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)
1818年2月5日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ国王｢ｶｰﾙ13世｣兼ﾉﾙｳｪｰ国王｢ｶｰﾙ2世｣70歳(誕生1748100
  7)
1818年2月5日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｶｰﾙ14世ﾖﾊﾝ｣兼ﾉﾙｳｪｰ王｢ｶｰﾙ3世ﾖﾊﾝ｣(~184403
  08死去)
1818年2月5日-09:00|日本|  ||文化15年1月|<出版>岩崎灌園｢草木育種｣
1818年2月5日-09:00|日本|  ||文化15年1月|<出版>大田南畝,狂歌狂文集｢万紫千紅｣｢蜀山百首｣
1818年2月5日-09:00|日本|  ||文化15年1月|<出版>豊国･国貞･辰斎･戴一･国丸･国安･春亭･武清･玉山等の挿画｢
  以代美満寿
1818年2月5日-09:00|日本|  ||文化15年1月|<出版>北渓｢東海道岐岨街道狂歌合｣
1818年2月5日-09:00|日本|  ||文化15年1月|<出版>北斎｢秀画一覧｣
1818年2月5日-09:00|日本|京都府京都市中京区|文化15年1月|柊家旅館創業
1818年2月6日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾟｼｯﾁ｣(~18210505)
1818年2月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞﾝﾃﾞｨ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)
1818年2月12日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾁﾘが共和国として独立を宣言
1818年2月12日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ﾓﾘｰﾘｮのひきいるｽﾍﾟｲﾝ軍をｶﾗﾎﾞｿで撃破.その後ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙは一気にｶﾗ
  ｶｽ進攻を試みるが失敗
1818年2月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑﾄﾞﾎﾙ国統治者(ﾗｼﾞｪ･ｺﾞﾙﾊﾟﾃﾞ･ﾊﾞﾊﾄﾞｩﾙ)｢ｳﾞｪﾝｶﾄﾗｵ1世･ﾗｼﾞｪ･ｺﾞｰﾙﾊﾟﾃﾞ｣(
  ~1854年12月没)
1818年2月22日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾎﾞﾘﾋﾞｱ聴問庁長官｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾏﾛﾄ･ｲｻｰﾝｽﾞ｣(~1824年)
1818年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍反攻.ｶﾝﾁｬ･ﾗﾔﾀﾞのたたかいでｻﾝﾏﾙﾁﾝ軍を破る/3週間後にはﾏｲﾌﾟｰの
  戦いに敗れ撤退
1818年3月1日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾌｾｲﾝ3世｣(~18300705)
1818年3月2日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾀﾘｱ|  |||｢王家の谷｣の発見者､ｲﾀﾘｱのﾍﾞﾙﾂｫｰﾆはこの日ｷﾞｻﾞの第2のﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞを開
  いた
1818年3月2日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||ﾋﾟﾙﾃﾝはｸｰﾙﾗﾝﾄﾞに完全に編入され自治権廃止
1818年3月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾓｰｾﾞ｣》
1818年3月7日-09:00|日本|  ||文化15年2月|<出版>北斎と大阪の立好斎｢萍水奇画｣
1818年3月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾋﾞｶﾈｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約による)
1818年3月9日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｻﾏﾉ･ｲ･ｳﾘﾊﾞﾘ･ﾃﾞ･ﾚﾎﾞﾗﾙ･ｲ･ﾏｿﾞﾗ｣(ﾊ
  ﾟﾅﾏ､18190809から名目上~18210803没)
1818年3月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾒｱﾘｰ･ｼｪﾘｰ｢ﾌﾗﾝｹﾝｼｭﾀｲﾝ｣初版発行
1818年3月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国摂政｢ﾊﾞｶ･ﾊﾞｲ｣(~18180626)
1818年3月20日 04:00|ﾁﾘ|  |||ｵﾙﾄﾞﾆｪｽ指揮下の王党軍,ﾀﾙｶ近郊のｶﾝﾁｬ･ﾗﾔﾀﾞで独立軍を夜襲/ｵﾋｷﾞﾝｽは負傷,ｻﾝﾏ
  ﾙﾁﾝの副官も倒れるなど大混乱
1818年3月21日-09:00|日本|東京都台東区|文化15年2月15日|<大相撲>文化15年2月場所[江戸浅草八幡宮](10日
  間)優勝:(西大関)玉垣,7勝0敗1無勝負2休
1818年3月21日-09:00|日本|東京都中央区|文化15年2月15日|幕府が､京都定職以外の銀箔製造を禁じ､江戸呉服
  町に京都銀箔所を再建
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1818年3月22日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督｢ﾄｰﾏｽ･Stamford Bingley Raffles｣(~1824年)
1818年3月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約による)
1818年3月27日 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ｾﾝﾄ･ﾊﾞｰｿﾛﾐｭｰ島知事｢Johan Norderling｣(~
  18260502)
1818年3月27日-09:00|日本|  ||文化15年2月21日|<死去>感和亭鬼武(59歳)戯作者
1818年3月28日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｶﾙﾛｽ･ﾃﾞ･ｳﾙﾃｨｱ･ｲ･ﾓﾝﾄｰﾔ
  ｣(~18210909)
1818年3月29日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<死去>ﾊｲﾁ共和国大統領｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｻﾍﾞ･ﾍﾟｼｮﾝ｣後継者を指名せずに
1818年3月29日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領代行｢ｼﾞｬﾝ･ｸﾘｿｽﾄｰﾑ･ｱﾝﾍﾞｰﾙ(国務長官)｣(3回目~4.1)
1818年3月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ｱﾝﾄﾞﾘｰｽﾞ･ﾌｧﾝ･ﾌﾞﾗｰﾑ弁務官｣(~5.19)
1818年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣｢ﾘﾋﾞｵ･ｶｻﾞｰﾘ｣
1818年4月1日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<就任>ﾊｲﾁ共和国大統領｢ｼﾞｬﾝ･ﾋﾟｴｰﾙ･ﾎﾞｲﾔｰ｣(~18430314)
1818年4月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約による)
1818年4月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾝﾛｰ大統領､国旗法に署名/ｱﾒﾘｶ国旗の星の数を20とし縞の数をもとの13に戻す
1818年4月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ｻﾝ･ﾏﾙﾃｨﾝ(40)が､ﾏｵﾌﾟｰでｽﾍﾟｲﾝ軍を破り､ﾁﾘが完全に解放される
1818年4月6日-09:00|日本|  ||文化15年3月|<出版>歌川国直｢歌舞妓雑談｣
1818年4月6日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|文化15年3月|飯田金毘羅山(稲葉山)が造営される
1818年4月6日-09:00|日本|東京都中央区|文化15年3月|久留米藩主,有馬頼徳が久留米水天宮の分社として水天
  宮(東京都)創建
1818年4月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾛﾘﾀﾞ国境守備軍司令官となったｼﾞｬｸｿﾝ,独断でﾌﾛﾘﾀﾞ侵攻を開始.ｽﾍﾟｲﾝ
  総督を追放しｽﾍﾟｲﾝ国旗を引き降ろす.さらに親ｾﾐﾉｰﾙの英国人二人を処刑.ﾌﾛﾘﾀﾞのｾﾝﾄﾏｰｸｽを占拠
1818年4月9日-09:00|日本|山口県下関市|文化15年3月4日|<交替>長門清末藩1万石｢毛利匡邦｣隠居⇒養子｢毛利
  政明｣が継ぐ(⇒同月26日､死去)
1818年4月9日 13:00|日本|新潟県上越市|文化15年3月4日|<越後今町文化15年の大火>夜､四つ時(22時ごろ)､横
  町の長吉の後家りわ宅と清次郎の後家もと宅の両家からほぼ同時に出火､火元の横町51軒､本砂山町73軒､坂井
  町74軒､新坂井町55軒､中嶋町100軒､片原町85軒､中町102軒､寄町38軒､川端町156軒､新町82軒と軒並み焼け野
  原となった/被災合計899軒で当時の今町1139軒の79%が燃えた.その内､借家68軒､土蔵16棟､納屋105棟､控え屋
  3軒､寺5か所､寺の鐘楼2か所､同山門1か所､消火のための潰家2軒､廻船5隻
1818年4月12日-09:00|日本|東京都中央区|文化15年3月7日|<初演>3代目尾上菊五郎､清元｢保名｣(篠田金治作詞)
  都座
1818年4月13日-09:00|日本|東京都|文化15年3月8日|<死去>画人,谷文一(32歳､文晁の男也)
1818年4月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||米国の著名なｱﾊﾟﾚﾙ･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞである“BROOKS BROTHERS"が創業
1818年4月18日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾞｰｼﾞｰ･ﾏﾆﾝｸﾞｽ｣(2回目~18200928)
1818年4月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾓﾝﾛｰ大統領､西ｲﾝﾄﾞ諸島から出港した英船に対して閉港令
1818年4月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､1818年関税法制定
1818年4月22日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ﾌﾗﾝｽ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｴﾊﾞｰﾊﾙﾄ･ｵﾙﾃﾞﾝﾊﾞｰｸﾞ
  ｣(~18200110没)
1818年5月1日-09:00|日本|山口県下関市|文化15年3月26日|<死去>長門清末藩1万石｢毛利政明｣(30歳)⇒翌年8月
  16日､養子｢毛利元世｣が継ぐ(⇒弘化2(1845)年7月27日､死去)
1818年5月2日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢ﾗｸﾞﾅ子爵Carlos Frederico Lec
  or｣(~16日)
1818年5月2日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｻｸﾗﾒﾝﾄの新植民地をﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ(18220907~ﾌﾞﾗｼﾞﾙ)が支配(~18280820)
1818年5月9日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｲﾘｭﾘｱ王国ﾗｲﾊﾞｯﾊ州知事｢ｶｰﾙ･ﾎﾞﾛﾒｳｽ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｲﾝｻﾞ
  ｰｷﾞｰ｣(~18190426)
1818年5月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞでﾍﾞﾝｶﾞﾙ語紙｢ｻﾏｰﾁｬｰﾙ･ﾀﾞﾙﾊﾞﾝ｣が創刊
1818年5月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｷﾞｬﾝ公｢ﾙｲ3世ｼﾞｮｾﾞﾌ｣兼ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ4世ｼﾞｮｾﾞﾌ｣
1818年5月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｷﾞｬﾝ公｢ﾙｲ4世ｱﾝﾘ｣兼ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ5世ｱﾝﾘ｣(~18300827死去)
1818年5月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｰｸﾞﾌﾟﾙ藩王｢ﾗｸﾞｰｼﾞｰ･ﾎﾞｰﾝｽﾚｰ3世｣(~18531211死去)
1818年5月16日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Sebastiao Pinto de Araujo C
  orreia｣(~同年死去)
1818年5月17日-09:00|日本|東京都中央区|文化15年4月13日|<死去>伊能忠敬,江戸八丁堀で(74歳､延享2(1745)0
  111生)商人､測量家/日本地図作成
1818年5月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､1818年関税法制定
1818年5月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾗﾝｽ･ｶｽﾊﾟｰ･ﾚｰｹﾞﾙ｣(~18231127没)
1818年5月20日-09:00|日本|  ||文化15年4月16日|幕府が真字二分判金を新鋳
1818年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｻﾝﾄﾞｳｨｯﾁ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1818年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｻﾝﾄﾞｳｨｯﾁ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣先代の息子(~18840303死去)
1818年5月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｬｸｿﾝ､ﾌﾛﾘﾀﾞのﾍﾟﾝｻｺｰﾗを占領/第1次ｾﾐﾉｰﾙ戦争終結
1818年5月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾞｲｴﾙﾝで､王と貴族の大きな権力を認め､第一院は貴族､第二院は他の階級で構
  成する二院制議会の開設を定めた欽定憲法が制定される
1818年5月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ関税法が制定され､国内関税を廃止
1818年5月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷﾝｸﾞ｣(~18190204)
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1818年5月26日-09:00|日本|  ||文政1年4月22日|｢文政｣に改元
1818年5月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||第一次ｾﾐﾉｰﾙ戦争終結.ｼﾞｬｸｿﾝは黒人奴隷をｼﾞｮｰｼﾞｱ州の｢正統な持ち主に返却｣
  する
1818年5月28日-09:00|日本|島根県松江市|文政1年4月24日|<死去>松平治郷(松平不昧)(68歳)前出雲松江藩主､
  茶人
1818年5月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ4世ｼﾞｮｾﾞﾌ｣
1818年5月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｷﾞｰｽﾞ公｢ﾙｲ5世ｱﾝﾘ｣(~18300827死去)
1818年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｰﾀｰﾗｰ藩王｢ﾌﾟﾗﾀｰﾌﾟ･ｼﾝｸﾞ｣(ﾏﾗｰﾀｰ王国君主~18390905解任)
1818年6月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||｢ﾍﾟｼｭﾜ自治領｣(ﾌﾟﾈ)が英領ｲﾝﾄﾞに併合される(ﾎﾞﾝﾍﾞｲの一部として)
1818年6月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾗｰﾀ宰相ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ2世もｲｷﾞﾘｽに降伏､第三次ﾏﾗｰﾀｰ戦争は終結､ﾏﾗｰﾀｰ同
  盟は崩壊し､宰相の政権も同時に崩壊⇒ｲｷﾞﾘｽはﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ2世の領土を没収し､ｶｰﾝﾌﾟﾙへ追放.ﾏﾗｰﾀｰ王ﾌﾟﾗﾀｰﾌﾟ
  ･ｼﾝｸﾞと軍事保護条約を締結し､残りの領土を保有する権利を認め､ﾏﾗｰﾀｰ王国を藩王国化(ｻｰﾀｰﾗｰ藩王国)
1818年6月4日-09:00|日本|福井県福井市|文政1年5月1日|<加増>越前福井藩30万石｢松平治好｣+2万石⇒32万石(
  ⇒文政8(1826)年12月1日､死去)
1818年6月10日-09:00|日本|  ||文政1年5月7日|<死去>3代山彦源四郎(不明)浄瑠璃三味線方
1818年6月10日-09:00|日本|  ||文政1年5月7日|<死去>有賀長収(69歳)歌人
1818年6月12日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(後期ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｴｸﾞﾜﾚ･ｾﾖﾝ･ﾋｽﾞｹﾔｽ｣
1818年6月16日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|神奈川県横須賀市|文政1年5月13日|ｲｷﾞﾘｽ人ｺﾞﾙﾄﾞﾝ浦賀に来り貿易を求む→
  のち幕府は拒絶
1818年6月19日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(後期ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｲﾖｱｽ2世･ﾋｽﾞｹﾔｽ｣(~18210603没)
1818年6月20日-09:00|日本|福井県大野市|文政1年5月17日|<死去>越前大野藩4万石｢土井利器｣(36歳)⇒養子｢土
  井利忠｣が継ぐ(⇒文久2(1862)年､隠居)
1818年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国摂政｢ｻﾔｼﾞ･ﾗｵ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ｣(~18191002)
1818年6月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼｬｰﾌﾟﾗ国はｱｼﾞﾒｰﾙの一部としてｸﾞﾜｰﾘｴﾙによってｲｷﾞﾘｽに割譲された
1818年6月25日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｷｰﾝ卿｣(1回目~1821年6月)
1818年6月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｾﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾊﾞｰ)｢ﾗｸﾞｰｼﾞ3世ﾊﾞﾌﾟ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~185
  31211没)
1818年6月26日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文政1年5月23日|<死去>松平乗尹(42歳)前三河奥殿藩主
1818年6月27日-09:00|日本|兵庫県姫路市|文政1年5月24日|<死去>建部政賢(72歳)前播磨林田藩主
1818年7月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾞｩﾙ国統治者(ﾋﾝﾄﾞｩｰ･ﾗｵ､ﾏﾏﾘｶｯﾄ･ﾏﾀﾞﾙ)｢ｼｳﾞｧ･ﾗｵ2世｣国家として認め
  られる(ｲｷﾞﾘｽの保護領)(2回目~18400502)
1818年7月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Peter Carl Frederik vo
  n Scholten｣(1期目~18200211)
1818年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｹﾘｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾃｨ=ﾌｨｯﾂﾓｰﾘｽ｣3代ﾗﾝｽﾞﾀﾞｳﾝ侯(~18630131死去)
1818年7月4日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||(旧)ﾌﾟﾛﾋﾞﾃﾞﾝｽ島とｾﾝﾄｷｬｻﾘﾝ諸島をﾌﾗﾝｽ海賊ﾙｲ･ﾐｯｼｪﾙ･ｵｰﾘｰが占領(~182
  10830)
1818年7月6日-09:00|日本|福井県大野市|文政1年6月4日|<死去>土井利義(42歳)前越前大野藩主
1818年7月20日-09:00|日本|熊本県宇土市|文政1年6月18日|<死去>肥後宇土藩3万石｢細川立之｣(35歳)⇒8月9日､
  長男｢細川立政｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年4月4日､熊本藩の家督を継ぐ)
1818年8月 04:00|ﾁﾘ|  |||最初のﾁﾘ暫定憲法,国民投票で承認される
1818年8月12日 04:00|日本|福井県福井市|文政1年7月11日|<福井文政元年の大火>午の下刻(13時ごろ)､城下の
  木田横町より出火/炎は橋南の家屋すべてを焼き払い､足羽川を挟んで対岸の八幡町に飛び火し､西の方に延焼
  /愛宕山にある足羽､国龍､愛宕諸神社を全焼させ､孝顕寺､松尾寺もことごとく焼けた/町家1179軒､侍屋敷34軒
  ､足軽の家60軒､在家信者の家65軒､土蔵44棟､神社6か所､寺院34か所､社家(神職の家)2軒､庵2軒が焼失
1818年8月13日-09:00|日本|福井県|文政1年7月12日|小浜西津から出火,約350軒焼失
1818年8月15日-09:00|日本|福井県|文政1年7月14日|南条郡今庄で火事,町家142軒･在家134軒など焼失
1818年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<松平治好>初代ｲﾝﾄﾞ総督をつとめたﾍｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞ/85歳(誕生17321206)
1818年8月24日-09:00|日本|東京都千代田区|文政1年7月23日|<就任>西丸老中｢酒井忠進｣
1818年8月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ女伯｢ｱﾝ･ﾎｰﾌﾟ=ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣
1818年8月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｱﾅﾝﾃﾞｲﾙ=ﾊｰﾄﾌｪﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾌﾟ=ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣(~18760711死去)
1818年9月2日-09:00|日本|京都府京都市|文政1年8月2日|<就任>京都所司代｢松平乗寛｣(⇒1822(文政5年9月3日)
  )
1818年9月2日-09:00|日本|東京都千代田区|文政1年8月2日|<就任>老中格｢水野忠成｣→老中(~天保5年2月28日)
1818年9月2日-09:00|日本|東京都千代田区|文政1年8月2日|<就任>老中｢大久保忠真｣(~天保8年3月19日)
1818年9月3日-09:00|日本|佐賀県唐津市|文政1年8月3日|<死去>水野忠鼎(75歳)前肥前唐津藩主
1818年9月11日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘの息子ｲﾌﾞﾗﾋｰﾑ(29)が､ﾜｯﾊｰﾑ王国の首都ﾀﾞﾙ
  ｲｰﾔを攻め､ﾜｯﾊｰﾌﾞ王国を滅ぼす
1818年9月13日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Pierre Bernard de Milius｣(~18210214)
1818年9月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Carlos Martinez de Irujo y Tacon｣(
  ~18190612)
1818年9月16日-09:00|日本|岡山県浅口市|文政1年8月16日|<死去>池田政直(73歳)前備中鴨方藩主
1818年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
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1818年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~18770321死
  去)
1818年9月20日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾗｯｶは､ｵﾗﾝﾀﾞに返還された
1818年9月30日-09:00|日本|  ||文政1年9月|<出版>葛飾戴斗｢和語陰隲文絵抄｣
1818年10月-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｷｬﾝﾃﾞｨ王国をｾｲﾛﾝ植民地に編入
1818年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘｱｰﾉ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1818年10月4日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|文政1年9月5日|<死去>下総多古藩12000石｢松平勝升｣(41歳)⇒
  養子｢松平勝権｣が継ぐ(⇒嘉永元(1848)年10月7日､隠居)
1818年10月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾟﾙﾀﾌﾞｶﾞﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約による)
1818年10月5日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国枢密院議長｢ﾆｰﾙｽ･ﾛｰｾﾞﾝｸﾗﾝﾂ･ﾃｨﾙ･ﾗｲｺﾞｰﾙ｣(~18240107没)
1818年10月15日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<設立>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙのｾﾝﾄ･ﾏﾘｰ島(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島[ﾚﾕﾆｵﾝ]に従属)
1818年10月18日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾖﾊﾝ･ｱｳｸﾞｽﾄ ｻﾝﾃﾞﾙｽ｣(1回目~18240411)
1818年10月18日-09:00|日本|栃木県日光市|文政1年9月19日|酒井忠近が東照宮五重塔再建(高さ35m)
1818年10月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ･ｴ･ｱﾜﾄﾞ､ｼｬｰ･ｴ･ｻﾞﾏﾝ)｢ｶﾞｰｽﾞｨ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ﾓｲｯｽﾞ･ｱｯﾃﾞ
  ｨﾝ･ｱﾌﾞｰﾙ･ﾓｻﾞｯﾌｧﾙ･ﾊｲﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣皇帝から正式独立(~18271019)
1818年10月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ､ﾁｶｿｰ族と条約締結
1818年10月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ｱﾒﾘｶとｲｷﾞﾘｽが協約を結び､ｶﾅﾀﾞとｱﾒﾘｶのﾛｯｷｰ山脈以東の国境線
  を定める
1818年11月1日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島暫定司令官兼管理者｢Augustin Va
  lentin Borius｣(1期目~18190620)
1818年11月4日-09:00|日本|  ||文政1年10月6日|<死去>閑院宮美仁親王(62歳)皇族
1818年11月4日-09:00|日本|熊本県人吉市|文政1年10月6日|<交替>肥後人吉藩22165石｢相良頼徳｣隠居⇒長男｢相
  良頼之｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年7月17日､隠居)
1818年11月4日-09:00|日本|東京都|文政1年10月6日|<死去>念仏行者,徳本上人(61齢)
1818年11月13日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢暫定政府:ﾆｺﾗｳ･ﾃﾞ･ﾍｽｽ･ﾏﾘｱ･ﾍﾟｶ
  ﾞﾄﾞ修道士/ｱﾏﾛ･ｹﾞﾃﾞｽ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶﾙﾛｽ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ﾗｾ｣(~18190914)
1818年11月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ﾎﾞﾙｺﾞｰﾆｬのｴﾝﾘｰｺ｣》
1818年11月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾛｼｱ|  |||ｱｰﾍﾝ会議で､ﾌﾗﾝｽが四国同盟に参加するｱｰﾍﾝ議定書
  が締結され､五国同盟になる
1818年11月15日-09:00|日本|東京都|文政1年10月17日|浅草寺法善院より出火し､本所･深川､さらに砂村まで延
  焼
1818年11月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾝｽﾜﾗ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)
1818年11月19日-09:00|日本|東京都|文政1年10月21日|<死去>司馬江漢(72歳､生年1738年)絵師､蘭学者/初め鈴
  木春信の門人となり春重と称し浮世絵を画き､又二代春信とも称す/後長崎に至りて西洋画を学び盛んに油絵
  を画き又銅版画を製作/著書には西洋画談､西遊旅譚､長崎見聞志､春波楼筆記､和蘭通舶､泰西諸国銭考等
1818年11月22日-09:00|日本|  ||文政1年10月24日|<死去>山口素絢(60歳)画家
1818年11月23日-09:00|日本|東京都台東区|文政1年10月25日|<大相撲>文政1年10月場所[江戸浅草八幡宮](10日
  間)優勝:(東大関)柏戸,7勝1敗1無勝負1休
1818年11月26日-09:00|日本|大分県臼杵市|文政1年10月28日|<死去>稲葉弘通(67歳)前豊後臼杵藩主
1818年11月28日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｻｳｽ･ﾍｯﾄﾞにﾏｸｳｫﾘｰ･ﾀﾜｰと灯台が完成
1818年11月28日-09:00|日本|  ||文政1年11月|<完成>渡辺崋山｢一掃百態｣
1818年12月-13:00|ﾄﾝｶﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||LMSﾊﾜｲｽのｼﾞｮﾝ･ﾆｺﾙｿﾝ大尉によってﾐﾈﾙﾊﾞが最初に発見され､ﾆｺﾙｿﾝのｻﾝｺﾞ礁
  と呼ばれる
1818年12月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾚｽ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ･ﾄﾞﾗﾓﾝ｣(~18190709)
1818年12月 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾌﾚｲﾚのひきいる独立軍,ﾇﾌﾞﾚ川をわたりﾁﾗﾝを占領
1818年12月2日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾄｰﾏｽ･Layard｣(4期目~1819100
  4)
1818年12月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾘｯﾁｬﾙﾄﾞとｿﾞﾗｲﾃﾞ｣》
1818年12月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>ｲﾘﾉｲ準州(以前の北西部領土より)⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ｲﾘﾉｲ州(21番目)
1818年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ公｢Louis Augustus Karl Frederick Emil｣
1818年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ｶｰﾙ｣
1818年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ公｢Frederick Ferdinand｣(~18300823死去)
1818年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ大公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世｣(~18300330死去)
1818年12月10日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾙﾘﾝﾌﾟﾙ｣(~1
  8190206)
1818年12月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｬｲｻﾙﾐﾙ国､ﾀﾞﾝｶﾞﾙﾌﾟｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(条約により)
1818年12月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾜｽ国はｲｷﾞﾘｽの保護領(条約により)
1818年12月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ばかげた行い｣》
1818年12月16日-09:00|日本|山形県東置賜郡高畠町|文政1年11月19日|<死去>出羽国高畠藩2万石｢織田信浮｣(68
  歳)⇒12月27日､九男｢織田信美｣が継ぐ(⇒文政11(1828)年5月24日､出羽村山郡天童村に陣屋を移転､出羽国天
  童藩2万石立藩)
1818年12月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ2世｣
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1818年12月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ﾏﾝ･ｼﾝ2世(簒奪者)｣(~18190425)
1818年12月25日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱのｵｰﾍﾞﾙﾝﾄﾞﾙﾌで､ｸﾞﾙｰﾊﾞｰ作曲の｢聖しこの夜｣がｷﾞﾀｰの曲として初め
  て歌われる
1818年12月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国摂政｢ﾗﾆ･ｻｳﾞｨﾄﾘ･ﾊﾞｲ･ﾗｼﾞｪ･･ﾗﾆ･ﾇﾙﾑﾀﾞ･ﾊﾞｲ｣(~18230211)
1818年12月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国第3代首相｢ｼﾞｬﾝ=ｼﾞｮｾﾌ･ﾏｰｸｲ･ﾃﾞｿﾙ｣(~18191119)
1818年12月31日-09:00|日本|大分県中津市|文政1年12月5日|九州を旅した頼山陽が､日田から中津へ抜ける途中
  ､山と水と人の風景にうたれ､そこを｢耶馬渓｣と名付ける
1819年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Lavekava｣(~1820年)､｢Hiva｣(~1820年死去)
1819年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾚﾝﾊﾞｳ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ﾚﾝﾊﾞｳ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾚﾗ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾆｯﾄ｣(~1843年)
1819年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<復位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢Alauddin Jauhar ul Alam｣(~18231201)
1819年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸ王国｢ﾁｬｵ･ﾖｰ｣(~1827年)
1819年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||ﾁｬﾝﾊﾟｰｻｯｸをﾀｲが占領(~1821年)
1819年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾃﾝｼﾞﾝ･ﾄﾞﾗｯｸﾞﾄﾞﾗ｣(~1823年)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾙﾁﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ﾊﾞﾙﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣⇒｢ｼﾙ･ｼﾝ｣(~1868年没)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ｶﾞｼﾞｼﾝｼﾞ2世ｹｼｭﾘｼﾝｼﾞ｣(同年没)⇒｢ｶﾘｬﾝｼﾝｼﾞ･ｼﾌﾞｼﾝｼﾞ｣(~1835
  年没)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｶﾞﾅ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ﾋﾞｶｼﾞ･ﾗｵ｣(~1820年)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾛｯｸ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｼﾞｮﾌﾞ･ｼﾝ｣(~1839年没)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘﾃｨ･ﾗｰｼﾞ｣(~1822年没)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾋﾞﾝﾀﾞﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1832年)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾀｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾋﾊﾟﾙ･ﾃﾞｵ｣
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾑﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾗﾝｶﾌﾞﾙｻﾊﾞ･ﾃﾞﾌﾞ｣(~1832年)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾜﾗ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ﾊﾞﾜﾆｰ･ｼﾝ｣(~18381106没)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｭﾎﾞﾙ｣(ﾋﾞﾙﾏ統治下~1823年)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｰｼﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ｶﾞﾝﾊﾟﾄﾗｵ1世ﾀﾃｨｱ･ｻｰﾋﾌﾞ｣(~1833年没)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾝﾅﾇｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ(ﾏﾄﾞﾗｽの一部)に併合
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾝﾄ国､ｷﾙﾁﾌﾟｰﾙ国､ｸﾗﾝﾄﾞﾜﾄﾞ国､ｼﾞｬﾑｶﾝﾃﾞｨ国､ｾﾗｲｹﾗ国､ﾅﾙｼﾝｶﾞﾙ国､ﾙﾅﾊﾞﾀﾞ国､ﾊﾞﾗｼ
  ﾉｰﾙ国､ﾊﾘｻﾜﾝ国､ﾊﾞﾙﾜﾆ国､ﾐﾗｰｼﾞ国､ﾑﾄﾞﾎﾙ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾋﾞﾗｽﾌﾟﾙ国ｺｯﾄ･ﾀﾞｰﾙ地区はｼｰｸ教徒に占領された(~1867年)
1819年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国をﾋﾞﾙﾏが占領(~18250612)
1819年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立摂政(ｶﾝﾀﾞﾊｰﾙ)｢ｼﾙﾃﾞｨﾙ･ｶｰﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞｻﾞｲ｣(~1826年)
1819年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ対立大王(ﾍﾗｰﾄ)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(3回目~1826年)
1819年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ｱｲﾕｰﾌﾞ･ｼｬｰ｣(~1823年退位)
1819年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ大王(ﾊﾟﾄﾞｼｬｰ)｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾘ･ｼｬｰ｣
1819年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ﾈｼﾞｭﾄﾞ首長｢ﾄｩﾙｷ･ﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ｣(1度目~1820年)
1819年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Dervish Mehmed Pasha｣(~1822年)
1819年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Pablo Menacho y Tutllo｣(~同年)⇒暫定総督｢Vicente R
  osique ｣(~1820年)
1819年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ｱﾜ･ﾃﾞﾝﾊﾞ･ｼﾞｬｰﾛ｣(2回目~1846年)
1819年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾃｸﾞﾍﾞ統治者｢ｵﾃｸﾍﾟ｣
1819年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||ｻﾞｱｿがｼｰｸﾞｰに併合される
1819年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢ﾀｸｱﾘ男爵Manuel Jorge Rodrigues｣(~1
  8280820)
1819年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ﾄｰﾏｽ･ﾉｰﾍﾞﾘｰ･ｶｰﾋﾞｰ｣(⇒1819年総督代行~18
  20年没)
1819年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢Joseph Herbert｣(2期目~1836年)
1819年 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾐﾝ｣(~同年)⇒司令官.総督
  ｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ卿｣(2期目~1820年)
1819年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾗﾓﾝ･ﾋﾒﾈｽ･ｲ･ﾛﾌﾞﾚﾄﾞ｣(~同年)
1819年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾚｵﾝ総督･代官｢ﾐｹﾞﾙ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾗﾋﾞｱ･ｲ･ｺﾗﾙﾃ｣(1820年から上級
  政治首長~18210915)
1819年1月 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾊﾞﾙｶﾙｾのひきいる独立軍,ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝを制圧
1819年1月1日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾄﾘｰﾄに男子の孤児院(50人)が､女子の孤児院の跡に開設される
1819年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ﾖｾﾌ･ｶｰﾙ･ｻﾞｳﾞｪﾙ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ･ﾚｵﾃﾞｶﾞｰ･ｱﾑﾘﾝ｣Lib(1期目~12.
  31)
1819年1月4日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾛｼｱ領ｴｽﾄﾆｱ総督｢(ﾎﾞｸﾞﾀﾞﾝ･ﾌﾞﾄﾞﾍﾞﾙｸ男爵)ｺﾞｯﾀﾙﾄﾞ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌﾗｲﾍﾙ･
  ﾌﾞﾄﾞﾍﾞﾙｸ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞｰﾆﾝｸﾞﾊｳｾﾞﾝ将軍｣(~18320810没)
1819年1月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾀﾏｳ国､ｼｬｲﾗﾅ国､ﾗﾄﾗﾑ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1819年1月8日-09:00|日本|  ||文政1年12月13日|<死去>2代助高屋高助(72歳)歌舞伎役者
1819年1月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽの保護領(条約により)
1819年1月10日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･W･D･ｳｨﾙｿ
  ﾝ｣(1回目~9.27)
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1819年1月13日-09:00|日本|三重県津市|文政1年12月18日|<交替>伊勢久居藩53000石｢藤堂高邁｣隠居⇒弟｢藤堂
  高やつ｣が継ぐ(⇒天保3(1832)年3月9日､隠居)
1819年1月14日-09:00|日本|岡山県岡山市|文政1年12月19日|<死去>池田治政(69歳)前備前岡山藩主
1819年1月16日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Godert ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･Gerard Philip van de
  r Capellen｣(~18260101)
1819年1月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾄﾞﾗｺ･ﾆｺﾗｴ･ｽﾄｩ｣(3回目~18210119没)
1819年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの政治家ｶｰﾙ･ｼｭﾀｲﾝが｢ﾄﾞｲﾂ古史学協会｣を設立
1819年1月20日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾄﾞｩ統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾑｰｻ･ｲｪﾛ･ﾏｰﾘｸ･ｱｲｻｰﾀ･ｼ｣(~1826年)
1819年1月24日-09:00|日本|三重県鳥羽市|文政1年12月29日|<死去>志摩鳥羽藩3万石｢稲垣長続｣(48歳)⇒翌年3
  月5日､四男｢稲垣長剛｣が継ぐ(⇒天保13(1842)年5月11日､隠居)
1819年1月25日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ司令官兼管理者｢Pierre Clement｣(~18230312)
1819年1月26日-09:00|日本|  ||文政2年|<刊行>塙保己一｢群書類従｣正編
1819年1月26日-09:00|日本|東京都荒川区|文政2年|羽二重団子｢藤の木茶屋｣として創業
1819年1月26日-09:00|日本|富山県黒部市|文政2年|前田慶寧の命により鐘釣温泉開湯
1819年1月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>17代ｴﾛﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍｲ｣
1819年1月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>18代ｴﾛﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲ｣(~18460419死去)
1819年1月26日-09:00|日本|  ||文政2年1月|<出版>｢北斎漫画｣九編より十一編
1819年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>14代ﾛｼｽﾞ女伯｢ﾍﾝﾘｴｯﾀ･ｱﾝ･ｲｳﾞﾘﾝ=ﾚｽﾞﾘｰ｣
1819年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>15代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｲｳﾞﾘﾝ･ﾚｽﾞﾘｰ｣先代の息子(~18410310死去)
1819年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ|  |||ｲｷﾞﾘｽの植民地行政官ﾄﾏｽ･ﾗｯﾌﾙｽﾞ(38)が､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ島をｲｷﾞﾘｽ植民地
  とする条約を結ぶ
1819年2月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾎｾ･ﾏﾘｱ･ｶﾗﾊﾞ｣(~18210717)
1819年2月6日-08:00|ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ保護領ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ居住司令官｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｧｰｶｰ｣(~18230426)
1819年2月6日-08:00|ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<制定>ｲｷﾞﾘｽ保護領ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
1819年2月6日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾀﾞﾙﾙ･ﾀｼﾞﾑ占領地域･植民地ｽﾙﾀﾝ｢ﾌｾｲﾝ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌ
  ﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~18350905没)
1819年2月6日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓｰﾘｼｬｽ総督･最高司令官｢ﾗﾙﾌ･ﾀﾞｰﾘﾝｸﾞ｣(1回目~1820
  0706)
1819年2月7日 04:00|ﾁﾘ|  |||ｸｰﾖ州ｻﾝﾙｲｽの捕虜収容所で暴動.鎮圧によりｵﾙﾄﾞﾆｪｽ,ﾌﾟﾘﾓ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗらが殺害され
  る
1819年2月15日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,ｱﾝｺﾞｽﾄｩｰﾗを臨時首都としてﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ共和国を再建
1819年2月15日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ,｢ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国｣の創設を宣言<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ大統領ｼﾓﾝ･ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ(~183
  00504)
1819年2月16日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ公｢ｵﾉﾚ4世｣
1819年2月16日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<即位>ﾓﾅｺ公｢ｵﾉﾚ5世(ｵﾉﾚ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ)｣(~18411002没)
1819年2月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･6代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1819年2月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･7代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(~18520818死
  去)
1819年2月16日 00:00|南極/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国人探検家ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾐｽが南極海に｢ｻｳｽ･ｼｪﾄﾗﾝﾄﾞ諸島｣発見
1819年2月19日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢徐龍輔｣(~18200724)
1819年2月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾒﾘｶがｽﾍﾟｲﾝからﾌﾛﾘﾀﾞを買収するｵﾆｽ･ｱﾀﾞﾑｽ条約調印
1819年2月22日-09:00|日本|長崎県島原市|文政2年1月28日|<死去>肥前島原藩65000石｢松平忠馮｣(49歳)⇒四男｢
  松平忠侯｣が継ぐ(⇒天保11(1840)年4月9日､死去)
1819年2月23日-09:00|日本|三重県桑名市|文政2年1月29日|<死去>増山正賢(増山雪斎)(66歳)前伊勢長島藩主､
  画家
1819年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾃﾞｨﾝﾌｧ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗｶﾝﾀｼﾝﾊ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(2回目~1821年4月)
1819年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ｱｯｻﾑ国､ｶﾁｬﾘ国をﾋﾞﾙﾏが占領(~1825年6月)
1819年3月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<分離>ｱﾒﾘｶ､ｱｰｶﾝｿｰ準州､ﾐｽﾞｰﾘ準州から分離
1819年3月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾓﾝﾛｰ大統領､最初の移民法に署名
1819年3月2日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国大尉ﾍﾝﾘｰｷﾝｸﾞはﾍﾝﾀﾞｰｿﾝ島をｴﾘｻﾞﾍﾞｽ島と名付けた
1819年3月9日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|文政2年2月14日|<死去>本多忠居(49歳)前播磨山崎藩主
1819年3月19日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国国務長官｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｽﾍﾞﾙﾄ･ﾄﾞ･ﾒｲ･ﾌｧﾝ･ｽﾄﾘｰﾌｹﾙｸ｣(18221228ま
  で代行~18351112)
1819年3月19日-09:00|日本|新潟県上越市|文政2年2月24日|<死去>榊原政敦(65歳)前越後高田藩主
1819年3月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾐﾙｻﾞ･ﾏﾊﾗｵ)｢ﾀﾞｲｼｬﾙｼﾞ2世｣(~18600726没)､摂政｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾏ
  ｸﾏｰﾄﾞ｣(~1820年没)
1819年3月26日-09:00|日本|岐阜県|文政2年3月|幕府が､飛騨国森部蔵柱金山,和佐保･三ﾂ谷銅山の経営を試みる
1819年3月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｴﾙﾐｵｰﾈ｣》
1819年3月28日-09:00|日本|東京都墨田区|文政2年3月3日|<大相撲>文政2年3月場所[江戸本所回向院](10日間)
  優勝:(東大関)柏戸,5勝1敗2無勝負2休
1819年3月30日-08:00|中国|  |||<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢第2代ﾂｪﾓﾝﾘﾝ･ﾗﾏ｣(1回目~18220206)
1819年4月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｻﾝﾀﾝﾃﾞﾙの部隊,王党派軍を撃破
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1819年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾒﾙｸﾘ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｱﾙﾍﾞﾙﾃｨｰﾆ｣
1819年4月14日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･議長｢ﾒﾙﾁｮｰ･ﾃﾞ･ｱｲﾒﾘｯﾋ･ｲ･ﾋﾞｼﾞｬﾌｧﾅ｣(1回
  目~18211226)
1819年4月15日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾐｽ｣(3期目~11.25)
1819年4月16日-09:00|日本|岐阜県山県市|文政2年3月22日|<交替>美濃高富藩1万石｢本庄道昌｣隠居⇒養子｢本庄
  道貫｣が継ぐ(⇒安政5(1858)年8月26日､死去)
1819年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾊﾞｸﾙｰ公･6代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ=ｽｺｯﾄ｣
1819年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾊﾞｸﾙｰ公･7代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ=ﾀﾞｸﾞﾗｽ=ｽｺｯﾄ｣(~1884041
  6死去)
1819年4月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ｴﾄﾞｩｱﾙﾄﾞとｸﾘｽﾃｨｰﾅ｣》
1819年4月24日-09:00|日本|  ||文政2年4月|<出版>葛飾北斎,絵手本｢北斎画式｣｢画本早引｣後編
1819年4月24日-09:00|日本|  ||文政2年4月|<出版>北渓｢狂歌五十人一首｣
1819年4月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ｼﾞｬｲ･ｼﾝ3世｣(~18350206没)､摂政｢ﾏﾊﾗﾆ･ﾊﾞﾃｨｱﾝｼ
  ﾞ2世｣(~1834年没)
1819年4月26日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ｲﾘｭﾘｱ王国ﾗｲﾊﾞｯﾊ州知事｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｽｳﾞｪｰﾙﾂ=ｽﾎﾟｰ
  ｸ｣(~18220930)
1819年4月29日-09:00|日本|  ||文政2年4月6日|<死去>本多貞吉(54歳)陶工
1819年5月-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾜﾙｼｬﾜで民族ﾌﾘｰﾒｰｿﾝ創設
1819年5月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Florencio Jose Correia de Melo｣
1819年5月 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<就任>ﾊﾜｲ諸島王国首相｢Elisabeta Kaahumanu｣(~18320605)
1819年5月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾝｸﾞﾘ国が国家として承認される(ｲｷﾞﾘｽ保護領)
1819年5月6日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｽｳﾞｧﾈｸﾔｰ｣(~18210101)
1819年5月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢ｶﾒﾊﾒﾊ1世大王｣81歳(誕生1737年)
1819年5月14日-09:00|日本|長野県小諸市|文政2年4月21日|<交替>信濃小諸藩15000石｢牧野康長｣隠居⇒弟｢牧野
  康明｣が継ぐ(⇒文政10(1827)年7月25日､死去)
1819年5月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Sebastiao Xavier Botelho｣(~18210702)
1819年5月20日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督代行｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾋｭｰｽﾄﾝ｣(1回目~18210208)
1819年5月20日 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾊﾜｲ諸島王国国王｢ｶﾒﾊﾒﾊ2世｣ｶﾒﾊﾒﾊ1世大王の息子(~18240714死去)実権は
  皇太后のｶｱﾌﾏﾇが握る
1819年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟﾝﾁ国がｼﾞｬﾝﾑｰ･ｶｼﾐｰﾙに併合される
1819年6月 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国大尉がｵｴﾉ島発見
1819年6月5日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾎﾞﾀﾞｳﾌｧﾔ｣
1819年6月5日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾊﾞｷﾞﾄﾞｰ｣(~18370415)
1819年6月10日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ連合州最高執政官｢ﾎｾ･ｶｼﾐﾛ･ﾛﾝﾄﾞｰ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣(~18200211)
1819年6月10日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ｶﾆｬｽ･ﾃﾞ･ﾄﾙﾋｰﾘｮ･ｲ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ･ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ
  ｣(~18211011)
1819年6月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理Manuel Gonzalez Salmon y Gomez de T
  orres(同日⇒国家主席補佐官Joaquin Jose Melgarejo y Saurin~18200318)
1819年6月15日-09:00|日本|  ||文政2年閏4月23日|幕府が,江戸･京都･大坂･伏見以外の真鍮製造禁止をやめ,各
  地での自由製造を許す
1819年6月15日-09:00|日本|京都府京都市|文政2年閏4月23日|上京の町組連合,自治最高機関｢大仲｣成立
1819年6月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞﾝﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌｧﾃ･ｼﾝ｣(~18220203)
1819年6月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞで地震(M7.6～8.4)死者1440人
1819年6月17日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国大尉によってﾍﾝﾀﾞｰｿﾝ島再発見
1819年6月17日-09:00|日本|滋賀県長浜市|文政2年閏4月25日|<死去>堀田正穀(58歳)前近江宮川藩主
1819年6月18日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ｴｰﾚﾝﾗｲﾋ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾙﾄﾞｳﾞｨｸﾞ･ｸﾞﾚｰｳﾞｪ･ﾓﾙﾄｹ｣(18
  191009まで代行~18230930)
1819年6月19日 13:00|日本|山形県|文政2年閏4月27日|<山形文政2年の大火｢和右衛門火事｣>夜､四つ時(22時ご
  ろ)､山形城下七日町の足利屋和右衛門宅から出火,七日町､旅篭町から六日町､鍛治町､宮町まで延焼/各町の被
  害は全焼したのは火元の七日町から旅篭町､六日町をはじめ､長源寺町､圓応寺町､新鍛冶町､鍛冶町､四日町､百
  姓町の9か町､半焼で済んだのは檜物町､横町､薬師町､宮町､小橋町､一卜町､歩町の7か町で､合計1000軒余が焼
  失/類焼した寺院は､長源寺､極楽寺､行蔵院､天然寺､柏山寺､浄興寺､圓照寺､石泉寺の8か寺
1819年6月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督領主｢ﾐﾊｲﾙ･ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｽﾂ｣(~18210329)
1819年6月20日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島司令官兼管理者｢Philippe Athana
  se Helene Fayolle｣(~18250611)
1819年6月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾒﾘｶの蒸気船ｻﾊﾞﾝﾅ号が大西洋横断に成功しﾘｳﾞｧﾌﾟｰﾙに到着
1819年6月22日-09:00|日本|東京都|文政2年5月|(～6月)江戸で多数の死者を出して､麻疹(はしか)が流行
1819年6月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶの文学者ﾜｼﾝﾄﾝ･ｱｰｳﾞｨﾝｸﾞが｢ｽｹｯﾁ･ﾌﾞｯｸ｣第1部を発表
1819年6月27日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Johan Henrik Christian von Stabel｣
  (2期目~18201016)
1819年7月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Agustin Gomez｣(~1820年)
1819年7月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾌﾟｴｲﾚﾄﾞﾝは最高統領を辞任.ﾗｳﾀﾛ･ｸﾞﾙｰﾌﾟの権限により後任にﾛﾝﾃﾞｳ将軍



1820迄(2692件)

  を選出
1819年7月1日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官代理｢Jan van der Biest3世｣(2期目~18220101)
1819年7月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||(英)｢ﾋﾟｰﾙ条例(金本位実施条令)｣可決
1819年7月2日-09:00|日本|東京都|文政2年5月11日|<死去>画人｢清水曲河｣73歳
1819年7月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶｼﾐｰﾙがﾊﾟﾆｬﾌﾞ(ﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞ州)に併合(~18460315)
1819年7月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｿﾌｨｰ･ﾌﾞﾗﾝｼｬｰﾙがﾊﾟﾘのﾃｨｳﾞｫﾘ公園における公開飛行中､気球から打ち出した花
  火が気嚢の水素ｶﾞｽに引火｡気球は建物の屋根に墜落して彼女は死亡した｡航空事故で死んだ最初の女性となっ
  た
1819年7月7日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|文政2年5月16日|<交替>石見津和野藩43468石｢亀井矩賢｣隠居
  ⇒弟｢亀井茲尚｣が継ぐ(⇒天保元(1830)年12月25日､死去)
1819年7月9日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官代行｢ﾎｾ･ｺﾚｲｱ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ｣(~1821年)
1819年7月10日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ司令官｢ｼﾞｭﾘｱﾝ･ｼｭﾏﾙﾂ｣(2度目~18200810)
1819年7月12日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ﾊｼﾞ･ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾎｾｲﾝ･ｲｽﾌｧﾊﾆ･ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ=ﾀﾞｳﾗ｣(~1823年死去)
1819年7月15日-09:00|日本|宮城県仙台市|文政2年5月24日|<死去>陸奥仙台藩62万石｢伊達斉宗｣(24歳)⇒養子｢
  伊達斉義｣が継ぐ(⇒文政11年11月27日(18280113)､死去)
1819年7月17日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾗﾘｱで最初の貯蓄銀行､ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ貯蓄銀行営業開始
1819年7月22日-09:00|日本|  ||文政2年6月|幕府が小判･一部判を改鋳し草文小判･一分判を鋳造
1819年7月22日-09:00|日本|東京都中央区|文政2年6月|幕府が本船町の油会所を廃止
1819年7月24日-09:00|日本|徳島県|文政2年6月3日|阿波国那賀郡仁字谷に一揆が起こる
1819年7月25日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾊﾟｲﾊﾟ北方10ｷﾛのﾊﾟﾝﾀﾉ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｶﾞｽで前哨戦.共和軍の勝利に終わる
1819年7月26日-09:00|日本|三重県亀山市|文政2年6月5日|<死去>石川総博(61歳)前伊勢亀山藩主
1819年7月27日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾗｼｭﾃﾞｨ･ﾊﾟｼｬ｣(~12.8)
1819年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾘｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨﾗｰｼﾞ2世ｶﾞﾝﾀﾞｽｼﾞ｣(1回目~同年)⇒｢ﾋﾞﾑｼﾑｼﾞ･ｶﾞﾝﾀﾞｽｼﾞ｣(
  ~1820年)
1819年8月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱｻﾞﾑ･ｼﾞｬｰ｣(~18251112没)
1819年8月2日-09:00|日本|  ||文政2年6月12日|伊勢･美濃･近江地震/M7.3､死者75
1819年8月3日-09:00|日本|山形県東根市|文政2年6月13日|<死去>米津通政(70歳)前出羽長瀞藩主
1819年8月5日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<廃止>ｼｬｯｷ汗国
1819年8月7日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<ｺﾛﾝﾋﾞｱ独立戦争:ﾎﾞﾔｶの戦い>ｺﾛﾝﾋﾞｱで､ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙ軍がｽﾍﾟｲﾝ軍に勝利
1819年8月10日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙは副王軍を撃破したあと一気にﾎﾞｺﾞﾀを解放
1819年8月15日-09:00|日本|東京都|文政2年6月25日|幕府が三橋会所･伊勢町米会所を廃止
1819年8月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾋﾟｰﾀｰﾙｰの虐殺/ﾏﾝﾁｪｽﾀｰのｾﾝﾄ･ﾋﾟｰﾀｰ教会前広場で､穀物法の廃止を訴えた6万
  人の群衆が警官隊と衝突し､11人が死亡
1819年8月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの発明家ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾜｯﾄ死去/83歳(誕生:17360119)蒸気機関を発明した
1819年8月21日-09:00|日本|  ||文政2年|夏頃よりｺﾛﾘ(ｺﾚﾗ)が流行し､痢病して死亡する者多し
1819年8月23日-09:00|日本|岡山県浅口市|文政2年7月3日|<死去>岡山新田藩25000石｢池田政養｣(48歳)⇒嫡男｢
  池田政共｣が継ぐ(⇒文政7(1824)年5月22日､19歳で死去)
1819年8月27日-09:00|日本|東京都|文政2年7月7日|<死去>2代並木五瓶(52歳)歌舞伎作者
1819年8月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣
1819年8月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ=ﾚﾉｯｸｽ｣先代の子(
  ~18601021死去)
1819年8月29日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ｶｼﾞｶﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ･
  ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾆｰﾆｮ｣(~18210303)
1819年8月30日-09:00|日本|京都府京都市|文政2年7月10日|<死去>柏木如亭.水腫のため(57歳)漢詩人
1819年9月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ﾋﾞﾗﾝ･ｲﾌﾞﾗｰ･ﾜｰﾝ｣(2回目~1821年7月)
1819年9月7日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｳﾞｨｴｲﾗ･ﾄﾊﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ｣(~1821
  0722)
1819年9月7日-09:00|日本|  ||文政2年7月18日|<死去>2代浜村蔵六(48歳)篆刻家
1819年9月8日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|文政2年7月19日|<死去>酒井忠哲(52歳)前上野伊勢崎藩主
1819年9月11日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｾﾝｼｮﾝ島司令官｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~18230321)
1819年9月11日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<組織>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ自由州
1819年9月14日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄ ｻﾝﾁｪｽ｣(~
  18210625)
1819年9月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞのﾌﾟﾗﾄﾞ美術館が完成(→1868年ﾌﾟﾗﾄﾞ美術館､ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ)
1819年9月19日-09:00|日本|  ||文政2年8月|<出版>高力猿猴庵｢世直し草紙｣
1819年9月19日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶24年8月1日|忠清道で大洪水(10ｺｳﾙ<=府州郡県の総称>､民家198
  2戸流失､173人溺死)
1819年9月20日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ自由州(18200212からｸﾝﾃﾞｨﾅﾏﾙｶ県)副大統領｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾎｾ･ﾃ
  ﾞ･ﾊﾟｳﾗ･ｻﾝﾀﾝﾃﾞｰﾙ･ｲ･ｵﾏｰﾆｬ｣(~18211008)
1819年9月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢湖上の美人｣》
1819年9月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉慶24年8月6日|全羅道で大洪水(19ｺｳﾙ､43人溺死)
1819年9月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾟｼｭﾜは､元ﾏﾌﾗｯﾀ最高支配者のｲｷﾞﾘｽ保護領ｻﾀﾗ国として再設立



1820迄(2692件)

1819年9月25日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｰﾄﾞ｣(2回目~1820年)
1819年9月27日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｸｽｳ
  ｪﾙ｣(1回目~18200507)
1819年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｨﾘｯﾋﾟ｣
1819年10月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ)｢ｻﾔｼﾞ･ﾗｵ2世ｹﾞｰｸﾜﾙ｣(~18471228死去)
1819年10月3日-09:00|日本|  ||文政2年8月15日|<死去>2代鈴木万里(45歳)長唄唄方
1819年10月4日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ=ｶｼｮｴｰﾛ間に初の蒸気船による定期航路が営業開始
1819年10月12日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢Manley Power卿｣(1期目~16日)
1819年10月15日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|文政2年8月27日|<黒川騒動>糸魚川藩郡代･黒川九郎治の苛酷な御
  用金徴収に対して領民が暴動
1819年10月21日 11:00|米領ｻﾓｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾚｼﾈ大尉は､ｳﾞｲﾙ･ｱｲﾗﾝﾄﾞをﾛｰｽﾞ島に改名
1819年10月24日-09:00|日本|  ||文政2年9月6日|<死去>鈴木道彦(63歳)俳人
1819年10月29日-09:00|日本|  ||文政2年9月11日|<死去>9代杵屋六左衛門(64歳)長唄家元
1819年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾏﾗｰﾀｰ領を併合し､ﾎﾞﾝﾍﾞｲ管区とする
1819年11月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの化学者ﾀﾞﾆｴﾙ=ﾗｻﾞﾌｫｰﾄﾞ
1819年11月7日-09:00|日本|  ||文政2年9月20日|小判一分判を改鋳した草文小判･草文一分判が運用開始
1819年11月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国摂政｢ｸﾄﾞｼｰﾔ･ﾍﾞｶﾞﾑ｣(~18371130)
1819年11月13日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢統治ｼﾞｭﾝﾀ(ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾍﾟﾚ
  ｲﾗ/ﾌﾚｲ･ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｳ･ﾍﾟﾚｲﾗ/ｱﾝﾄﾆｵ･ｶｴﾀｰﾉ･ﾃﾞｨﾆｽ)｣(~18210313)
1819年11月14日-09:00|日本|東京都江東区|文政2年9月27日|江戸深川三十三間堂通矢｢五十間堂百射｣で､大沼貞
  之助(13歳)が86本(総矢数100中)を記録
1819年11月14日-09:00|日本|東京都江東区|文政2年9月27日|江戸深川三十三間堂通矢｢四十間堂百射｣で､永田卯
  之三(11歳)が94本(総矢数100中)を記録
1819年11月18日-09:00|日本|  ||文政2年10月|<出版>合川珉和｢通神画譜｣
1819年11月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀ国支配者(ﾏﾊﾗｵ)｢ｷｼｮｰﾙ･ｼﾝ2世｣(~18280720没)
1819年11月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国第4代首相｢ｴﾘｰ･ﾃﾞｭｶｽ｣(~1820.2)
1819年11月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ･ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞに｢ﾌﾟﾗﾄﾞ美術館｣開館(歴代ｽﾍﾟｲﾝ王家ｺﾚｸｼｮﾝ展示)
1819年11月26日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾗﾑﾘｰ中将｣(1期目~1822
  0523)
1819年11月27日-09:00|日本|新潟県五泉市|文政2年10月10日|<死去>越後村松藩3万石｢堀直庸｣⇒弟｢堀直央｣が
  継ぐ(⇒安政4(1857)年､隠居)
1819年12月3日-04:00|UAE/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗｱｽ･ｱﾙ=ﾊｲﾏをｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾗﾝﾄ･ｷｰﾙ下でｲｷﾞﾘｽが占領(~18日)
1819年12月8日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｾﾗﾙｰﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~18221128)
1819年12月8日-09:00|日本|京都府京都市|文政2年10月21日|<死去>2代芳澤いろは(37歳)歌舞伎役者
1819年12月13日-09:00|日本|東京都|文政2年10月26日|<死去>勝川春英(58歳)浮世絵師(春章の高弟にして俳優
  の似顔･武者を能くした)
1819年12月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>ｱﾗﾊﾞﾏ準州(ﾐｼｼｯﾋﾟ準州､ｼﾞｮｰｼﾞｱ州の一部より)⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ｱﾗﾊﾞﾏ州(2
  2番目)
1819年12月17日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<就任>ｺﾛﾝﾋﾞｱ共和国大統領｢ｼﾓﾝ･ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾝﾃ
  ｨｼﾏ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ･ｲ･ﾊﾟﾗｼｵｽ｣(18200114から大統領解放者~18300504)
1819年12月17日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ﾊﾟﾅﾏ/ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ､ｺﾛﾝﾋﾞｱ､ﾊﾟﾅﾏ､ｴｸｱﾄﾞﾙを併せた地域をｸﾞﾗﾝ･ｺ
  ﾛﾝﾋﾞｱ共和国として創設/国会は憲法を発しﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙを大統領に選出
1819年12月18日-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾏﾙﾀ総督代理｢Manley Power卿｣(2期目~18211206
  )
1819年12月18日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ｷｭﾗｿｰ総督｢Albert Kikkert｣
1819年12月19日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ｷｭﾗｿｰ総督代理｢Petrus Bernardus van Starckenb
  orgh｣(~18200720死去)
1819年12月22日-09:00|日本|東京都墨田区|文政2年11月6日|<大相撲>文政2年11月場所[江戸本所回向院](10日
  間)優勝:(東大関)柏戸,7勝1敗2休
1819年12月22日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|文政2年11月6日|<死去>秋月種茂(77歳)前日向高鍋藩主
1819年12月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで紡績工場法が成立
1819年12月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺﾘﾔ国､ｼﾞｬｼｭﾌﾟﾙ国､ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国がﾅｰｸﾞﾌﾟｰﾙから割譲された(ｲｷﾞﾘｽ保護領
  )
1819年12月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾄﾞﾆｾﾞｯﾃｨ《歌劇｢ﾘｳﾞｫﾆｱの大工｣》
1819年12月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾋﾞｱﾝｶとﾌｧﾘｴｰﾛ､または3人の忠告｣》
1819年12月31日-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ｱﾇﾙｯﾀ｣
1819年12月31日-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ﾏﾝﾀﾄｳﾗｰﾄ｣(~18370307死去)
1820年-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱの提督ｱﾀﾞﾑ･ﾌｫﾝ･ｸﾙｰｾﾞﾝｼｭﾃﾙﾝによりｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ諸島と命名
1820年-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ人探検家ﾌｧﾋﾞｱﾝ･ｺﾞｯﾄﾘｰﾌﾟ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞﾘﾝｸﾞｽﾊｳｾﾞﾝによりｳﾞｫｽﾄｯｸ島発見
1820年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<死去>ｳｳﾞｪｱ王｢Hiva｣
1820年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Muliakaaka｣(~1825年)
1820年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｪﾚﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ支配者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ｼﾞｪﾚﾌﾞ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾄﾞｩﾗﾏ｣
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1820年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾚﾌﾞ統治者(ﾔﾝ･ﾃﾞｨ-ﾍﾟﾙﾄｩｱﾝ･ﾑﾀﾞ･ｼﾞｪﾚﾌﾞ)｢ﾃﾝｸ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ﾋﾞﾝ･ｼﾝｸﾞｸﾙ｣(~?)
1820年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｼﾞｮﾎｰﾙ統治者(ｳﾀﾞﾝｸﾞ･ﾙｱｸ･ｼﾞｮﾎｰﾙ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ｱﾌﾞﾊﾞｶﾙ･ﾌﾞﾝｼｯﾄ｣(~1840年頃)
1820年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｪﾚﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ支配者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ｼﾞｪﾚﾌﾞ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾍﾟﾝﾌﾙ･ﾗﾝｶﾞ･ｱﾘ･ﾄｩｱﾄｩｸ･ｷﾞﾗ･ﾄﾞ
  ｩﾛﾝｶﾞ｣(~?)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾞﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟｰｼｬﾗﾑ･ｼｪｶｰﾙ･ﾃﾞｵ｣(~18310226没)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀﾞｸﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｯｶ･ｳﾞｨﾗﾗｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ2世･ｳﾀﾞｲﾔﾙ｣(~18340411)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾊﾞﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾊﾗｼﾞ･ｻｲ｣(~1827年没)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾌﾞｺﾞﾀﾞ国統治者(ﾀｸｰﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｼﾞｬｶﾞﾂｨﾝｼﾞ｣(~1870年)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾑｰ国ﾗｼﾞｬ｢ｷｼｮｱ･ｼﾝ｣独立回復(~18220504没)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｶﾞﾅ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾄ･ﾗｵ1世ﾋﾞｶｼﾞ･ﾗｵ｣(~1854年)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾙ･ｱﾏﾙ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1851年)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｭﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｱﾌﾞﾊｼﾝｼﾞ･ﾊﾃｨｼﾝｼﾞ｣(~1830年)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾘｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨﾗｰｼﾞ2世ｶﾞﾝﾀﾞｽｼﾞ｣(2回目~1864年)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾘﾀﾅ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｶﾝﾀﾞｼﾞ4世ｳﾝﾀﾞｼﾞ｣(~1840年)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾟﾌﾟﾛﾀﾞ国統治者(ﾀｸｰﾙ)｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣⇒｢ｵﾝｶｰ･ｼﾝ｣(~18631112没)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｼﾞ･ｼﾞｭﾆｱ国統治者(ﾗｵ)｢ﾏﾀﾞﾌﾞ･ﾗｵ1世｣(~1845年没)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾜﾀﾞｶﾞﾑ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾄﾞﾗﾂｨﾑｼﾞ｣⇒｢ｼﾞｬﾗﾑｼﾑｼﾞ｣(~1848年1月)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾄﾅ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾌﾞﾊﾟｰﾙ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1848年)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｳﾝﾄﾞ国､ｱｶﾙｺｯﾄ国､ｼﾞｬﾝﾌﾞｺﾞﾀﾞと他のﾚﾜ･ｶﾝﾀ州のほとんど､ｼﾞｮｽ国､ﾀﾞﾌﾗﾌﾟｰﾙ国､
  ﾀﾗﾄﾞ国と他のﾊﾞﾅｽ･ｶﾝﾀ州のほとんどはｲｷﾞﾘｽの保護領､ﾌｧﾙﾀﾝ国､ﾎﾟﾗﾊｯﾄ国､ﾎﾞｰﾙ国､ﾜｵ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶｼｭﾄﾜｰﾙ国がｲﾝﾄﾞのﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞ州に併合される
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾀﾞﾅ国はｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ州の一部(~1943年);ｻﾝｼﾞｪﾘ国､ﾊﾞﾀﾞﾙﾜ国はｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ州の一部(~1948
  年)
1820年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾜｵ国はｻﾊﾞﾙ･ｶﾝﾀ州の準管轄州の一部(~1948年)
1820年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾊﾞﾙｶﾞﾝ汗国ﾊｷﾑ｢ﾏﾝﾜｰ･ｶｰﾝ｣(~1829年)
1820年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾝﾄﾞｸｲはｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの宗主国下
1820年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾈｾﾞﾚﾘ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣(~同年)⇒｢ｶﾘﾑ･ﾊｰﾝ｣(3度目~1827年)
1820年-04:00|UAE|  |||<即位>ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ首長｢Sheikh Abdullah bin Rashid Al Mualla｣(~1853年退位)
1820年-04:00|UAE|  |||<即位>ｼｬﾙｼﾞｬ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Sultan1世 ibn Saqr al-Qasimi｣(2期目~1840年)兼ﾗ
  ｱｽ･ｱﾙ=ﾊｲﾏ統治者(2期目~1866年)
1820年-04:00|UAE|  |||<退位>ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ首長｢Sheikh Rashid bin Majid Al Mualla｣
1820年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<廃止>ｼｬﾏｶ汗国
1820年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｶｼﾞ=ｸﾑｸはﾛｼｱの宗主権下
1820年-04:00|UAE/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾗｱｽ･ｱﾙ=ﾊｲﾏをｲｷﾞﾘｽが占領(~1821.7)
1820年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀｶﾘ国王(ｳｰｽﾀｰ)｢ｳﾏﾙ･ﾜﾗﾄﾞ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣(~1835年)
1820年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾝﾊﾞ国統治者(ｼﾃｨﾑｸﾙ)｢ｼﾙﾔﾏﾌﾜ･ｼﾃｨﾑｸﾙ23世｣
1820年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Beylanli Mustafa Pasha｣(~1822年)
1820年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾍﾞﾝﾊﾞ国統治者(ｼﾃｨﾑｸﾙ)｢ﾁﾝﾁﾝﾀ･ｽｽﾗ･ｼﾃｨﾑｸﾙ24世｣(~1827年没)
1820年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ･ｳﾝﾄ･ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ･ｲﾝ･ﾋﾞﾙｼｭﾀｲﾝ侯｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｴﾙﾝｽﾄ3世｣(~1866年)
1820年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ﾃﾞﾃﾞ｣(~1843年)
1820年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Francisco Antonio de Villar y Herrera｣(4期目~同年)
  ⇒総督｢Fernando Gomez de Butron｣(2期目~1822年)
1820年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱｸﾞﾊﾞﾅﾝｷﾝ統治者(ﾒﾄ)｢ﾊｳﾝﾄﾞ｣(~1822年)
1820年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｺｺｯｼ統治者(ｿｰﾏ)｢ｼｷ｣
1820年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾀｶﾞﾆｯﾄ連邦ｴﾐｰﾙ(ｱﾊﾞｶ系)｢ｽﾜｲﾃﾞｨ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1831年)
1820年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾀｶﾞﾆｯﾄ連邦ｴﾐｰﾙ(ｼｭﾗﾃｨｯﾄ系)｢ﾑﾌﾀﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾊﾞｸﾙ｣(~?)⇒｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀﾞﾔ｣
  (~?)
1820年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾉﾝｺﾞﾜ首長｢ｺﾞﾝﾌﾞﾗﾝｺﾞ｣建国(~?)⇒｢ｺｸﾞﾅﾋﾞ･ｳﾞｧﾝｶﾞﾌﾝ1世｣(~?)⇒｢ｹﾝｴｲ･ｶｰﾃ｣(~
  ?)⇒｢ﾌｧﾊﾞ･ｸﾎﾟｳﾞｫﾜ｣(~1880年)
1820年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾎﾞﾝﾍﾟｲ首長｢ﾄｰﾏｽ･ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ｶｰｶｰ｣ｼｴﾗﾚｵﾈ中南部､南部州北西部に建国(~1832年
  )
1820年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾓﾛｯｺ大宰相｢ｱﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ･ﾓﾊﾒﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱｶﾝｽｽ｣(~1822年)
1820年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲｰﾄﾞ(反乱)｣(~1822年)
1820年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||ﾀｶﾞﾆｯﾄ王朝はｱﾊﾞｶ家系とｼｭﾗﾃｨｯﾄ家系に分裂
1820年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢John Brathwaite Skeete｣(~同年)
1820年 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾊﾞｺﾞ総司令官.総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾛﾌﾞﾘｰ｣(~同年)⇒総司令官.総
  督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ﾛﾋﾞﾝｿﾝ卿｣(3期目~1823年)
1820年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領両ｶﾅﾀﾞ総督｢ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯爵ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗﾑｾﾞｲ｣(~1828年)
1820年1月 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ｱﾙﾃｨｶﾞｽ軍,ﾌﾞﾗｼﾞﾙとの戦いに敗れ壊滅.ｱﾙﾃｨｶﾞｽはﾊﾟﾗｸﾞｱｲに亡命
1820年1月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||<就任>ｽｲｽ連合国会議長｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾝﾂｪﾝﾂ･ﾖｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾘｭｯﾃｨﾏﾝ｣Con(2期目~12.3
  1)
1820年1月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶﾃﾞｨｽ近郊の基地ｶﾍﾞｻｽ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾌｱﾝに集結した新大陸遠征軍の一部が蜂起/1812



1820迄(2692件)

  年憲法の施行を要求/護憲革命が成立
1820年1月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｾｲｲﾄﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~18210326)
1820年1月6日-09:00|日本|岡山県新見市|文政2年11月21日|<交替>備中新見藩18000石｢関長輝｣隠居⇒次男｢関成
  煥｣が継ぐ(⇒天保12(1841)年閏1月20日､隠居)
1820年1月8日-04:00|UAE/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾗﾌﾞ首長国連邦(ｱｼﾞｭﾏｰﾝ､ｱﾌﾞ･ﾀﾞﾋﾞ､ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ､ｼｬﾙｼﾞｬ､ﾄﾞﾊﾞｲ)が英国
  との航海自由条約に署名(~3.15)
1820年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ政府が､ﾍﾟﾙｼｬ湾ｱﾗﾌﾞ諸族部長と平和条約を締結
1820年1月9日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾀｳﾘｱのﾛｼｱ総督｢Aleksandr Nikolayevich Baranov｣(~18210501)
1820年1月10日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ司令官｢ﾖﾊﾈｽ･ｵｰｽﾄﾊｳﾄ｣(~18210727没)
1820年1月13日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｰﾌﾟ植民地知事代行｢ﾙﾌｧﾝ･ｼｮｰ･ﾄﾞﾝｷﾝ卿｣(~18211130)
1820年1月15日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ2世･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1820年1月16日 00:00|南極/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱの提督で探検家のﾌｧﾃﾞｨ･ﾍﾞﾘﾝｽｶﾞｳｾﾞﾝ(41)が南極大陸を発見
1820年1月16日-09:00|日本|  ||文政2年12月1日|<死去>3代常磐津文字太夫(28歳)浄瑠璃太夫
1820年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5世｣
1820年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ10世｣(~18290402死去)
1820年1月21日-09:00|日本|千葉県館山市|文政2年12月6日|<死去>安房館山藩1万石｢稲葉正盛｣(29歳)⇒翌年2月
  7日､長男｢稲葉正巳｣が継ぐ(⇒元治元(1864)年12月17日､隠居)
1820年1月22日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ卿ﾀﾞｰﾊﾞﾝ｣(~1825年)
1820年1月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ|  |||<死去>初代ｹﾝﾄ=ｽﾄﾗｻｰﾝ公･初代ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ伯･ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｴﾄﾞ
  ﾜｰﾄﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀ王子｣
1820年1月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1820年1月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~18511204死去)
1820年1月23日-09:00|日本|青森県上北郡七戸町|文政2年12月8日|<立藩>盛岡新田藩11000石｢南部信鄰｣盛岡藩
  から分与(⇒文政4(1821)年11月25日､死去)
1820年1月24日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|文政2年12月9日|宇和島藩､藩学敷教館を明倫館と改称
1820年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ3世｣兼ﾊﾉｰﾌｧｰ国王｢ｹﾞｵﾙｸ3世｣
1820年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ4世｣兼ﾊﾉｰﾌｧｰ国王｢ｹﾞｵﾙｸ4世｣ｹﾞｵﾙｸ3世の
  息子(~18300626死去67歳)
1820年1月29日 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ管理者｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾞﾘｴﾚ｣(~18210921)
1820年1月31日-09:00|日本|  ||文政2年12月16日|<死去>初代花沢伊右衛門(不明)浄瑠璃三味線方
1820年2月1日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾｲﾛﾝ総督代行｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｰﾝｽﾞ｣(1度目~18220202)
1820年2月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾗﾐﾚｽが率いるﾘﾄﾗﾙ連合軍,ｾﾍﾟｰﾀﾞの闘いで政府軍を撃破.中央政府は崩壊し,
  憲法も失効
1820年2月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･嘉隆18年12月19日|<死去>阮朝(大南)初代皇帝｢世祖嘉隆帝｣57歳
1820年2月4日-09:00|日本|茨城県下妻市|文政2年12月20日|<死去>常陸下妻藩1万石｢井上正廬｣(28歳)⇒翌年2月
  13日､養子｢井上正民｣が継ぐ(⇒文政11(1828)年3月4日､22歳で死去)
1820年2月4日-09:00|日本|新潟県長岡市|文政2年12月20日|<死去>越後与板藩2万石｢井伊直朗｣(70歳)⇒翌年2月
  12日､孫｢井伊直暉｣が継ぐ(⇒文政9(1826)年5月24日､36歳で死去)
1820年2月5日 04:00|ﾁﾘ|  |||ｺｸﾚｲﾝ,ﾁﾘ南部の王党軍要衝ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｱを攻め落とす/ﾁﾘ国内最後の王党軍基地ﾁﾛｴ
  も攻撃するが,堅い防御のため敗退
1820年2月6日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人｢ｻﾐｭｴﾙ･A･ｸﾛｰｻﾞｰ｣(~4.15没)
1820年2月6日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｱﾒﾘｶ|  |||黒人解放奴隷86人を乗せた｢自由のﾒｲﾌﾗﾜｰ号｣がﾆｭｰﾖｰｸ港を出港し､西ｱﾌ
  ﾘｶのｼｴﾗﾚｵﾈに向かう
1820年2月7日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|文政2年12月23日|<死去>鍋島直宜(57歳)前肥前鹿島藩主
1820年2月11日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ連合州最高責任者代行｢ﾌｱﾝ･ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｼﾞｭﾘｱﾝ･ｱｷﾞｰﾚ･ｲ･ﾛﾍ
  ﾟｽ･ﾃﾞ･ｱﾅﾔ｣(~16日､内政および外交権をﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州知事に委任)
1820年2月11日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Christian Ludvig von H
  olten｣(2期目~3.31)
1820年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼｬﾙﾙ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝ｣暗殺される
1820年2月13日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose Maria Goncalves Zarco da C
  amara｣
1820年2月13日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｻﾝﾐｹﾞﾙ島はﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王所有物に組み込まれる
1820年2月13日-09:00|日本|  ||文政2年12月29日|<出版>小林一茶,随筆･発句集｢おらが春｣
1820年2月14日-09:00|日本|大分県宇佐市|文政3年|天台僧午道法印が大衆教導の為,横穴迷路･地獄極楽(桂昌寺
  跡)完成
1820年2月14日-09:00|日本|長野県伊那市|文政3年|<交替>信濃高遠藩33000石｢内藤頼以｣隠居⇒三男｢内藤頼寧｣
  が継ぐ(⇒安政6(1859)年7月11日､隠居)
1820年2月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾘｰ公｢ｼｬﾙﾙ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝ｣
1820年2月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰ公｢ﾏﾘｰ･ｶﾛﾘｰﾇ｣(~18700417死去)
1820年2月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘの｢ﾙｰｳﾞｫﾜ街｣にある｢ﾃｱﾄﾙ･ﾃﾞ･ｻﾞｰﾙ｣(8代目ｵﾍﾟﾗ座､現2区｢ﾙｰｳﾞｫﾜ小公園｣に
  あった)の｢貴賓入り口｣から出ようとした王弟ｱﾙﾄﾜ伯(のちのｼｬﾙﾙ10世)の次男ﾍﾞﾘｰ公が狂信的なﾎﾞﾅﾊﾟﾙﾄ派の
  馬具屋ﾙｲ･ﾋﾟｴｰﾙ･ﾙｰｳﾞｪﾙに暗殺される
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1820年2月14日-09:00|日本|  ||文政3年1月|<出版>勝川春亭｢戯場百人一首｣
1820年2月14日-09:00|日本|  ||文政3年1月|<出版>東里山人(安藤広重挿絵の処女作)｢音曲情糸道｣
1820年2月14日-09:00|日本|東京都台東区|文政3年1月1日|<死去>初代本松斎一得(103歳)華道家
1820年2月14日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||越南･明命1年1月1日|<即位>阮朝(大南)第2代皇帝｢聖祖明命帝｣(~18410120死
  去49歳)
1820年2月16日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州暫定知事｢ﾏﾃｨｱｽ･ﾃﾞ･ｲﾘｺﾞｰｼﾞｮﾝ｣(~18日)
1820年2月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲｻﾙﾐﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ｶﾞｲ･ｼﾝ｣(~18461111没)
1820年2月18日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州暫定知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃｱ｣(~3.6)
1820年2月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国第5代首相｢ｱﾙﾏﾝ･ｴﾏﾆｭｴﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾆｭﾛｰ･ﾃﾞｭ･ﾌﾟﾚｼ｣(~18211214)
1820年2月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽと連邦派のあいだにﾋﾟﾗｰﾙ条約締結
1820年2月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国統治者(ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾗﾝﾏﾙｼﾞ2世ｻﾀｰｼﾞ｣(~18520222没)
1820年3月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||合衆国連邦議会でﾐｽﾞｰﾘ協定が成立/ﾐｽﾞｰﾘ州を奴隷州として編入を認めると同
  時にﾒｲﾝも自由州として連邦に編入するというもの
1820年3月5日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｼﾞｮﾝ･ﾋﾟｯﾄ｣(~18350924死去)
1820年3月6日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州知事｢ﾌｱﾝ･ﾗﾓﾝ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾊﾞﾙｶﾙｾ｣(~3.11)
1820年3月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ｣
1820年3月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾌﾟﾛｽﾍﾟﾙ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~18610227死去)
1820年3月8日-09:00|日本|東京都|文政3年1月24日|<死去>北尾重政(82歳)浮世絵師(絵画のみならず書を能くし
  た)
1820年3月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ革命成立.1812年憲法の復活
1820年3月11日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃｱ｣(~5.2)
1820年3月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||<加盟>州の同意によりﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ州ﾒｲﾝ地区が分離⇒ｱﾒﾘｶ合衆国ﾒｲﾝ州(23番目)
1820年3月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官代理｢Juan Jabat Aztal｣(同日⇒主席補佐官
  Evaristo Perez de Castro y Brito~18210302)
1820年3月24日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Juan Vasco y Pascual｣(~8.7)
1820年3月29日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾌｫｰﾄﾞ･ｳｨｯﾃｨﾝｶﾞﾑ｣(~1821年)
1820年3月30日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|文政3年2月17日|<交替>肥前鹿島藩25000石｢鍋島直彜｣隠居⇒養子｢鍋
  島直永｣が継ぐ(⇒天保10(1839)年6月4日､隠居)
1820年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾙｲｰｼﾞ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾏｯﾃｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1820年4月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Peter Carl Frederik von
   Scholten｣(2期目~7.9)
1820年4月2日-09:00|日本|  ||文政3年2月20日|<死去>有栖川宮織仁親王(67歳)皇族
1820年4月2日-09:00|日本|静岡県静岡市|文政3年2月20日|松平信圭(45歳)前駿河小島藩主
1820年4月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｾﾙｶｰｸ伯｢ﾄﾏｽ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1820年4月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｾﾙｶｰｸ伯｢ﾀﾞﾝﾊﾞｰ･ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣先代の息子(~18850411死去)
1820年4月6日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ国内で郵便制度が発足
1820年4月8日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｬ:ﾋﾞｰﾅｽ大理石像がｴｰｹﾞ海ﾐﾛｽ島で発見される
1820年4月15日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人｢ｻﾐｭｴﾙ･A･ｸﾛｰｻﾞｰ｣
1820年4月15日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人代行｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾍﾞｰｺﾝ｣(~5.2没)
1820年4月17日-09:00|日本|愛媛県松山市|文政3年3月5日|松山藩領浮穴郡久万町村で155軒を焼失
1820年4月19日-09:00|日本|徳島県|文政3年3月7日|<死去>斎藤十郎兵衛(58歳)徳島藩能役者/東洲斎写楽の正体
  ではないかとされる人物
1820年4月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,1820年公有地法制定
1820年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗｼﾉｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ･ﾊﾞﾋﾞ)｢ｱﾋﾞｯﾄﾞ･ﾊﾝｼﾞ｣(~1822年)
1820年5月2日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<死去>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人代行｢ｻﾐｭｴﾙ･ﾍﾞｰｺﾝ｣
1820年5月2日 00:00|ﾘﾍﾞﾘｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ｱﾒﾘｶ領ｹｰﾌﾟ･ﾒｽﾗﾄﾞ植民地代理人代行｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ｺｰｶｰ｣(~18210308)
1820年5月2日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州知事｢ｲﾙﾃﾞﾌｫﾝｿ･ﾗﾓｽ･ﾒｷｼｱ｣(~6.20)
1820年5月2日-09:00|日本|東京都墨田区|文政3年3月20日|<大相撲>文政3年3月場所[江戸本所回向院](6日間)幕
  内優勝:(東大関)柏戸,4勝0敗1分1無勝負
1820年5月4日-09:00|日本|三重県亀山市|文政3年3月22日|<交替>伊勢亀山藩6万石｢石川総佐｣隠居⇒婿養子｢石
  川総安｣が継ぐ(⇒天保4(1833)年1月8日､死去)
1820年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾘｽﾞﾊﾞｰﾝ伯｢ｳｨﾙﾓｯﾄ･ｳﾞｫｰﾝ｣
1820年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾘｽﾞﾊﾞｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｳﾞｫｰﾝ｣(~18310518死去)
1820年5月7日 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･W･D･ｳｨﾙｿﾝ
  ｣(2回目~18211220)
1820年5月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||連邦議会が､奴隷貿易を海賊行為の一つとみなす規定を制定､ﾓﾝﾛｰ大統領､奴隷
  貿易禁止法に署名
1820年5月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶ,1820年公職在任法成立
1820年5月23日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島市民知事｢Jose Angel de Soveron｣(2期目~1822
  0304)
1820年5月23日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Juan Jose Ordovas｣(~1823年)
1820年5月24日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｳｨｰﾝ最終議定書が調印される
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1820年5月27日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|文政3年4月16日|<交替>陸奥棚倉藩6万石｢井上正甫｣隠居⇒
  長男｢井上正春｣が継ぐ(⇒天保7(1836)年､上野館林藩に移封)
1820年6月6日-09:00|日本|  ||文政3年4月26日|幕府が,金箔･下金類の取り扱いを御金改役後藤三右衛門の一手
  引き受けとし,金座以外での取引を禁止
1820年6月9日-09:00|日本|福岡県柳川市|文政3年4月29日|<死去>筑後柳河藩104200石｢立花鑑寿｣(52歳)⇒養子｢
  立花鑑賢｣が継ぐ(⇒文政13年4月11日(18300601)､死去)
1820年6月11日-09:00|日本|  ||文政3年5月|<出版>葛飾北斎｢北斎麁画｣
1820年6月12日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢John Braithwaite Skeete
  ｣(1期目~18210418)
1820年6月14日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ軍がｽｰﾀﾞﾝに侵攻し､ﾌﾝｼﾞｭ･ｽﾙﾀﾝ国が滅亡
1820年6月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ﾌﾗﾝﾂ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ《歌劇｢双子の兄弟｣》
1820年6月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｽﾙｸﾞｼﾞｬが国家となる
1820年6月15日-02:00|ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾍﾞｯｻﾗﾋﾞｱ保持者(総督権限)｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾆｷﾃｨｯﾁ･ｲﾝｿﾞﾌ｣(~18220717)
1820年6月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱをｵｽﾏﾝ帝国が直接統治(~18221012)
1820年6月16日-09:00|日本|大分県臼杵市|文政3年5月6日|<交替>豊後臼杵藩5万石｢稲葉雍通｣隠居⇒長男｢稲葉
  尊通｣が継ぐ(⇒文政4(1821)年10月17日､21歳で死去)
1820年6月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州暫定政府｢ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽｶﾋﾞﾙﾄﾞ｣(~23日)
1820年6月23日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州知事｢ﾐｹﾞﾙ･ｲｽﾀﾆｽﾗｵ･ｿﾚﾙ｣(~29日)
1820年6月29日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾄﾞﾚｰｺﾞ｣(~9.20)
1820年7月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||陸軍将校たちがﾅﾎﾟﾘで憲法制定を求める革命をひきおこす
1820年7月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｰｽﾞ｣
1820年7月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗｲｱﾝ=ﾎﾞｰｽﾞ｣先代の弟(~18460827死去)
1820年7月8日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱｷﾞﾗｰﾙ｣(~18201228)
1820年7月9日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Carl Gottlieb Fleischer
  ｣(~18220601死去)
1820年7月10日-09:00|日本|  ||文政3年6月|幕府が,江戸の砂糖問屋株(1808年発足)と大坂の江戸積砂糖仲間を
  禁止し､自由取引とする
1820年7月12日-09:00|日本|岩手県盛岡市|文政3年6月3日|<死去>陸奥盛岡藩20万石｢南部利敬｣(39歳)⇒養子｢南
  部利用｣が継ぐ(⇒翌年8月21日(18210917)､死去)
1820年7月12日-09:00|日本|京都府福知山市|文政3年6月3日|<交替>丹波福知山藩32000石｢朽木綱方｣隠居⇒6日､
  養子｢朽木綱条｣が継ぐ(⇒天保7(1836)年5月28日､死去)
1820年7月14日-09:00|日本|東京都千代田区|文政3年6月5日|<改名>清水徳川家｢徳川保之丞｣⇒｢徳川斉明｣賄料3
  万俵(⇒10月15日､10万石に加増)
1820年7月20日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ最高司令官｢ｲｽﾏｲﾙ･ｲｽｶﾝﾃﾞﾙ･ｱﾘ･ｶﾐﾙ･ﾊﾟｼｬ王子｣(
  ~18221102)
1820年7月20日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ｷｭﾗｿｰ総督代理｢Petrus Bernardus van Starckenbo
  rgh｣
1820年7月20日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ｷｭﾗｿｰ総督代理｢Isaac Johannes Rammelman Elsevi
  er｣(~11.16)
1820年7月21日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸの物理学者ﾊﾝｽ･ｴﾙｽﾃｯﾄﾞは､磁針と平行に置いた導線に電流を流すと
  磁針が強く振れることに気付いた/電流の磁気作用を発見
1820年7月21日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾅﾅ諸島はｼｴﾗﾚｵﾈ植民地に編入され､ｶｰｶｰ王朝がﾊﾞﾝﾍﾟに移転
1820年7月23日-09:00|日本|三重県亀山市|文政3年6月14日|<死去>石川総佐(26歳)前伊勢亀山藩主
1820年7月28日 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼｪﾗ･ﾚｵﾈ植民地総督代行｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｸﾞﾗﾝﾄ｣(1度目~18
  210201)
1820年8月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞがｼﾄﾞﾆｰで流行し､多くのｱﾎﾞﾘｼﾞﾅﾙが死亡
1820年8月4日-08:00|中国|  ||清･嘉慶25年6月26日|中国･河南､許昌地震M6､死者400人
1820年8月5日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｴｽﾒﾗﾙﾀﾞ地方が,ｽﾍﾟｲﾝからの独立を宣言
1820年8月7日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Gonzalo de Arostegui y Herrera｣(~1822
  0211)
1820年8月11日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾﾈｶﾞﾙ司令官代行｢ﾙ･ｸｰﾌﾟ･ｴ男爵ﾙｲ･ｼﾞｬﾝ･ﾙｸｰﾌﾟ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾃﾛｰ｣
  (~18220228)
1820年8月11日-09:00|日本|茨城県高萩市|文政3年7月3日|<死去>中山信敬(57歳)前常陸松岡藩主､水戸藩家老
1820年8月15日-09:00|日本|愛媛県今治市|文政3年7月7日|<死去>松平定休(69歳)前伊予今治藩主
1820年8月16日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ王国国務長官代行｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾀﾞｾｳﾞｧｴﾙ｣(~11.15)
1820年8月18日-09:00|日本|  ||文政3年7月10日|<死去>市河寛斎(72歳)儒学者､漢詩人
1820年8月19日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｺﾙﾄﾞﾌｧﾝはｴｼﾞﾌﾟﾄ･ｽｰﾀﾞﾝの州
1820年8月19日-09:00|日本|  ||文政3年7月11日|<死去>11代市村羽左衛門(30歳)歌舞伎役者
1820年8月20日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｻﾝ･ﾏﾙﾃｨﾝ軍がﾍﾟﾙｰへ進撃開始
1820年8月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄで軍隊が反乱を起こし､王国最高統治臨時評議会が結成される
1820年8月28日-09:00|日本|  ||文政3年7月20日|幕府が草文丁銀･小玉(豆板)銀通用開始
1820年9月2日-08:00|中国|  ||清･嘉慶25年7月25日|<死去>清第7代皇帝｢嘉慶帝｣60歳(誕生1760年)仁宗
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1820年9月5日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ､ｳﾙｸﾞｱｲでのｱﾙﾃｨｶﾞｽとの戦いに勝利.ｱﾙﾃｨｶﾞｽはﾊﾟﾗｸﾞｱｲに亡
  命
1820年9月7日-09:00|日本|  ||文政3年8月|<完成>町人学者山片幡桃,実学啓蒙書｢夢の代｣
1820年9月7日-09:00|日本|  ||文政3年8月|<出版>歌川貞房｢見世ものがたり｣
1820年9月8日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ解放軍参謀長｢ﾖｾﾌ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｻﾝ ﾏｰﾃｨﾝ｣(~18210803)
1820年9月9日-09:00|日本|東京都|文政3年8月3日|<死去>浮世絵師,勝川春亭/51歳(春英の門人､武者絵･役者絵)
1820年9月11日-09:00|日本|兵庫県三田市|文政3年8月5日|<死去>九鬼隆邑(94歳)前摂津三田藩主
1820年9月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾘｽﾎﾞﾝで蜂起によって臨時政府が樹立され､ﾘｽﾎﾞﾝ聖堂の主席司祭ﾌﾚｲﾚ･ﾃﾞ･ｱ
  ﾝﾄﾞﾗﾃﾞが首班になる
1820年9月15日-09:00|日本|  ||文政3年8月9日|<死去>岡田米山人(77歳)画家
1820年9月19日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|文政3年8月13日|<死去>伊達村芳(43歳)前伊予吉田藩主
1820年9月20日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ州知事｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣(~18240402)
1820年9月23日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘ率いるｴｼﾞﾌﾟﾄがｽｰﾀﾞﾝのﾄﾞﾝｶﾞﾗ征服
1820年9月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾝﾍﾟｰﾙは電流の間に働く力を発見し､その結果をﾊﾟﾘ科学ｱｶﾃﾞﾐｰへ報告
1820年9月28日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾊﾏ植民地総督｢ﾙｲｽ･ｸﾞﾗﾝﾄ｣(1回目~18250517)
1820年9月28日-09:00|日本|  ||文政3年8月22日|<死去>貞子女王(71歳)伏見宮貞建親王の王女､徳川重好の正室
1820年10月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢Pakubuwono4世｣
1820年10月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢Pakubuwono5世｣(~18230905死去)
1820年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾙﾃｨ｣
1820年10月2日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ｻﾝﾏﾙｸの第八連隊が反乱
1820年10月2日-09:00|日本|群馬県安中市|文政3年8月26日|<死去>上野安中藩3万石｢板倉勝尚｣(36歳)⇒10月27
  日､長男｢板倉勝明｣が継ぐ(⇒安政4(1857)年4月10日､死去)
1820年10月3日-08:00|中国|  ||清･嘉慶25年8月27日|<即位>清皇帝｢宣宗道光帝旻寧｣(~18500225)
1820年10月7日-08:00|中国|  ||清･嘉慶25年9月|東ﾄﾙｷｽﾀﾝでｼﾞｬﾊｰﾝｷﾞｰﾙの反乱
1820年10月7日-09:00|日本|  ||文政3年9月1日|<死去>2代杵屋正次郎(不明)長唄三味線方
1820年10月8日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||<死去>ﾊｲﾁ王国黒人皇帝｢ｸﾘｽﾄﾌ｣53歳(誕生17671006)王国消滅
1820年10月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｸﾞｱﾔｷﾙで,独立派と軍の一部による独立をめざす反乱成功､ﾍﾟﾙｰ軍の駐
  屯部隊を駆逐/ﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙとｻﾝﾏﾙﾁﾝの保護下による独立を宣言/市民評議会の議長にはｵﾙﾒﾄﾞが就任
1820年10月9日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞで､ｹｰﾌﾟﾌﾞﾚﾄﾝ植民地が､ﾉｳﾞｧｽｺｼｱに併合される
1820年10月10日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｲﾌﾞﾝ･ﾔｽﾞｨｰﾄﾞ(ﾌｧｽとﾀﾄｩｱﾝで反乱)｣(~18210315)
1820年10月10日-09:00|日本|  ||文政3年9月4日|<死去>浦上玉堂(76歳)画家
1820年10月18日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Francisco de Borja Garcao Stock
  ler｣(1期目~18210521)
1820年10月23日-09:00|日本|奈良県奈良市|文政3年9月17日|<死去>大和柳生藩1万石｢柳生俊豊｣(31歳)⇒11月8
  日､長男｢柳生俊章｣が継ぐ(⇒嘉永2(1849)年11月14日､隠居)
1820年10月24日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｻﾝﾏﾙﾁﾝ,ﾍﾟﾙｰ新共和国の国旗と紋章を制定
1820年10月26日 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ﾊｲﾁでﾎﾞﾜｲｴ大統領が北部を併合し､南北統一がなる
1820年10月26日-09:00|日本|東京都|文政3年9月20日|<死去>窪俊満(64歳)狂歌師､浮世絵師/北尾重政の門人,狂
  歌を宿屋飯盛に学び狂名を南陀伽紫蘭と称し,文才あり青本を作り同じく南陀伽紫蘭と署す
1820年10月31日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｱﾚﾅﾚｽ隊,高原地帯に入りｳｱﾏﾝｶﾞの町を占拠
1820年11月-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｴｼﾞﾌﾟﾄ領ｽｰﾀﾞﾝ司令官｢Isma`il Kamel Pasha｣(~1821年)
1820年11月3日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｸﾞｱﾔｷﾙに続き､ｸｴﾝｶもｽﾍﾟｲﾝからの独立を宣言
1820年11月4日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽのﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ島司令官｢ﾄｰﾏｽ･ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾟｲ｣(~18230531)
1820年11月4日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘ率いるｴｼﾞﾌﾟﾄがｽｰﾀﾞﾝのｼｬｲｷｰﾔ征服
1820年11月4日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｺｸﾚｲﾝ提督,ｶﾘｬｵ港に侵入し,ﾌﾘｹﾞｰﾄ艦ｴｽﾒﾗﾙﾀﾞ号の乗っ取りに成功
1820年11月6日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島司令官･総督｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･Jewett｣(~1821
  .2)
1820年11月6日-09:00|日本|  ||文政3年10月|<出版>北渓｢新居狂歌合｣
1820年11月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾚｵﾝ･ﾃﾞ･ﾌｪﾌﾞﾚｽの率いる独立軍,｢ｶﾐﾉ･ﾚｱﾙ｣の闘いで王党派に勝利
1820年11月16日 00:00|南極/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｱﾒﾘｶのﾅﾀﾆｴﾙ･ﾌﾞﾗｳﾝ･ﾊﾟｰﾏｰ大尉によってﾊﾟｰﾏｰﾗﾝﾄﾞが発見された
1820年11月16日 04:00|ｷｭﾗｿｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ｷｭﾗｿｰ知事｢Paulus Roeloff Cantz'laar｣(~1828.5
  )
1820年11月17日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｱﾒﾘｶのﾅﾀﾅｴﾙ･ﾊﾟｰﾏｰ､ｱｻﾞﾗｼを捜しｵﾙﾚｱﾝ海峡に入る｡海峡のｰ方の陸地は南極本
  土で｢南極大陸の最初の発見｣とされている｡ﾊﾟｰﾏｰﾗﾝﾄﾞと命名
1820年11月18日-09:00|日本|京都府綾部市|文政3年10月13日|<死去>丹波山家藩1万石｢谷衛弥｣(24歳)⇒養子｢谷
  衛昉｣が継ぐ(⇒弘化2(1845)年9月5日､隠居)
1820年11月20日-09:00|日本|東京都千代田区|文政3年10月15日|<加増>清水徳川家3万俵｢徳川斉明｣⇒10万石(⇒
  文政10(1827)年6月10日､死去)
1820年11月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾏｰﾑｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾘｽ｣
1820年11月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾏｰﾑｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾘｽ｣(~18410910死去)
1820年11月22日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾄｩﾝｸﾞﾗｳｱ近郊ｳｱﾁの闘い.ﾙｲｽ･ｳﾙﾀﾈｰﾀﾞの率いる独立軍はﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺﾞﾝｻﾚｽの率
  いる王党派軍に大敗
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1820年11月23日-09:00|日本|愛知県犬山市|文政3年10月18日|<死去>成瀬正典(79歳)前尾張犬山藩主､尾張藩家
  老
1820年11月24日-09:00|日本|東京都港区|文政3年10月19日|<大相撲>文政3年10月場所[江戸山王御旅所茅場町薬
  師](10日間)幕内優勝:(西大関)玉垣,7勝1敗1無勝負1休
1820年11月26日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||反攻開始以来の政府軍指揮官ﾓﾘｰﾘｮ将軍,本国の指示によりﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙと停戦/
  ﾄﾙﾋｰﾘｮでﾎﾞﾘｰﾊﾞﾙと休戦条約締結
1820年11月29日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｻﾝﾏﾙﾁﾝ,7万の人口を擁するｳｱｲﾗｽ県の解放に成功
1820年12月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｸﾞﾘｰﾝｳｪｲ設計のｳｨﾝｻﾞｰのｾﾝﾄ･ﾏｼｭｰｽﾞ教会完成
1820年12月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ県総督兼総司令官｢Miguel de La Torre y Pando｣(~1
  8210624)
1820年12月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<初演>ｼﾞｮｱｷｰﾉ･ﾛｯｼｰﾆ《歌劇｢ﾏﾎﾒｯﾄⅡ世｣》
1820年12月6日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｱﾚﾅﾚｽ軍,ﾊｳﾊを落としﾊﾟｽｺの王党軍を撃破.ｵﾗｲﾘｰ将軍らを逮捕.ｳｱﾗへの連絡路
  を確保
1820年12月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾓﾝﾛｰ(62)が､圧倒的な支持のもとｱﾒﾘｶ大統領に選出される
1820年12月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ､永代所有財産制廃止
1820年12月20日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾘｸｱﾗﾝﾄﾞ･ｳｪｽﾄ酋長(ｶﾌﾟﾃｨﾝｽ)｢ｱﾝﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｳｫｰﾀｰﾎﾞｰｱ｣(~18521
  213)
1820年12月20日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾏﾘｱ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ﾉﾎﾞｱの率いる独立軍,ｱｽｱｲ近郊ﾍﾞﾙﾃﾞﾛﾏの闘いでｺﾞﾝｻﾚｽ軍に
  敗れる
1820年12月28日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾗｽ｣(~18210802没)
1820年12月29日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ｽﾗｳｪｼ島で地震(M7.5)死者400～500人
1820年12月29日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾄﾙﾋｰﾖ県知事ﾄｰﾚ･ﾀｸﾞﾚ,王党派の反対を押切りｻﾝﾏﾙﾁﾝ政府への合流を決定.ﾁｬﾝ
  ｶｲ以北の北部海岸地帯はすべてｻﾝﾏﾙﾁﾝ軍の手に落ちる


